
研
　
究

戦
後
に
お
け
る
企
業
内
教
育
の
展
開

三
　
富

紀
　
敬

１
　
課
題
と
分
析
視
角

最
近
に
お
け
る
企
業
内
教
育
は
、
「
自
己
啓
発
」
を
主
要
た
方
法
と

し
て
採
用
し
た
が
ら
、
一
層
大
規
模
に
展
開
さ
れ
て
き
て
い
る
。
日
本

経
済
調
査
協
議
会
『
新
し
い
産
業
杜
会
に
お
げ
る
人
問
彩
成
』
（
一
九
七

二
年
三
月
）
は
、
七
〇
年
代
中
葉
に
お
げ
る
企
業
内
教
育
の
「
あ
り
方
」

を
展
望
し
て
、
次
の
よ
う
な
提
言
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
　
「
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

業
は
従
来
、
企
業
の
た
め
の
教
育
に
性
急
で
あ
っ
た
」
。
今
後
は
「
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

人
の
た
め
の
教
育
に
ー
配
慮
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
」
。
「
従
来
の
企
業

内
に
お
け
る
集
合
定
型
教
育
の
お
仕
着
せ
を
排
し
」
、
「
企
業
に
働
く
人

び
と
が
白
ら
の
二
ー
ズ
と
意
欲
に
も
と
づ
く
自
発
的
学
習
」
の
た
め
に
、

「
企
業
の
内
外
に
わ
た
っ
て
従
業
員
が
自
由
に
費
用
の
一
部
を
負
担
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

て
参
加
で
き
る
多
彩
な
教
育
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
望
ま
し
」
い
。

　
　
　
　
戦
後
に
お
け
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）

そ
の
際
「
従
来
の
技
術
の
熟
練
度
だ
け
を
求
め
る
企
業
内
の
知
識
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

に
偏
っ
た
訓
練
を
改
め
」
、
「
態
度
の
教
育
」
を
重
視
し
な
げ
れ
ぱ
た
ら

な
い
。

　
日
本
経
済
調
査
協
議
会
『
提
言
』
を
基
本
的
な
骨
硲
と
し
て
、
大
観

模
に
展
開
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
七
〇
年
代
の
企
業
内
教
育
は
、
○
Ｏ
「
知

識
・
技
能
の
教
育
」
を
補
完
す
る
「
態
度
の
教
育
」
の
重
視
、
の
労
働

時
問
外
に
お
げ
る
実
施
と
費
用
の
労
働
者
負
担
、
に
よ
っ
て
部
分
的
で

肢
行
的
な
職
業
技
術
移
成
の
方
向
を
一
層
強
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
他
方
、
労
働
者
の
職
業
技
術
教
育
要
求
が
、
多
様
な
彩
態
で
彩
成
さ

れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
、
目
本
鉄
鋼
産
業
労
働
組
合
連
合

会
「
『
企
業
内
教
育
・
訓
練
』
意
識
調
査
」
（
一
九
七
四
年
六
月
）
は
、
労
働

者
が
、
企
業
内
教
育
に
対
し
「
技
術
能
力
の
向
上
に
役
立
っ
と
思
え
な

い
」
（
三
九
．
四
％
）
・
「
負
担
で
利
益
た
し
」
（
九
・
七
％
）
と
評
定
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
（
七
六
一
）
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う
え
で
、
多
様
た
要
求
を
次
の
よ
う
に
提
起
し
て
い
る
と
、
報
告
し
て

い
る
。
　
「
将
来
に
わ
た
っ
て
の
職
業
能
力
を
の
ば
せ
る
よ
う
な
教
育
に

か
え
て
ほ
し
い
」
（
三
〇
．
二
％
）
・
「
時
問
外
手
当
の
支
給
」
（
ご
二
・
五
％
）

・
「
所
定
時
問
内
に
や
っ
て
ほ
し
い
」
（
二
九
．
三
％
）
・
「
時
問
を
も
っ
と

十
分
に
」
（
二
六
．
八
％
）
・
「
職
場
・
労
働
組
合
の
意
見
を
十
分
に
と
り

入
れ
る
こ
と
」
（
二
二
．
五
％
）
・
「
職
制
に
よ
る
指
名
推
せ
ん
な
ど
を
や

め
る
こ
と
」
（
一
八
．
四
％
）
・
「
労
務
管
理
の
具
に
つ
か
う
こ
と
を
や
め

る
こ
と
」
（
一
八
・
一
％
、
前
掲
調
査
報
告
書
Ｑ
２
３
，
Ｑ
３
３
の
各
表
）
。

　
こ
れ
ら
労
働
者
の
多
様
た
職
業
技
術
教
育
の
要
求
は
、
部
分
的
で
肢

行
的
な
職
業
技
術
の
彩
成
を
余
儀
な
く
さ
喧
た
企
業
内
教
育
の
展
開
の

結
果
と
し
て
、
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
１
　
企
業
内
教
育
論
の
批
判
的
検
討

　
前
述
し
た
最
近
に
お
げ
る
企
業
内
教
育
の
動
向
を
念
頭
に
置
い
て
考

え
る
と
き
、
労
働
組
合
に
よ
る
職
業
技
術
教
育
闘
争
の
発
展
を
基
本
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

た
見
地
と
し
て
構
成
さ
れ
た
企
業
内
教
育
論
は
、
い
か
た
る
成
果
を
収

め
る
に
い
た
っ
て
い
る
か
。
そ
の
成
果
は
、
企
業
内
教
育
を
も
っ
ぱ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

労
働
組
合
の
思
想
闘
争
の
課
題
に
限
定
す
る
従
来
の
企
業
内
教
育
論
に

対
す
る
批
判
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
企
業
内
教
育
が
、
労
働
者
に
対
す

る
思
想
攻
撃
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
う
え
で
、
さ
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
　
（
七
六
二
）

労
働
者
の
職
業
技
術
の
形
成
に
関
与
す
る
こ
と
を
媒
介
と
し
て
、
賃
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

・
雇
用
・
失
業
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
Ｌ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
指
摘
し
た
企
業
内
教
育
論
に
お
い
て
も
、
み
お

と
さ
れ
て
は
な
ら
た
い
弱
点
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
す
た
わ
ち
、
こ
の
企
業
内
教
育
論
は
、
企
業
内
教
育
を
っ
う
じ
て
彩

成
さ
れ
る
職
業
技
術
が
生
産
力
の
発
展
に
適
合
的
で
あ
る
、
と
措
定
し

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
婁
言
す
れ
ぽ
、
労
働
者
の
職
業
技
術
教
育
要
求

の
移
成
を
包
括
す
る
分
析
視
角
を
確
定
し
え
た
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
例
証
と
し
て
、
以
下
で
は
、
茂
木
一
之
氏
に
よ
る
研
究
、
た
ら

び
に
道
又
健
治
郎
氏
等
に
よ
る
研
究
を
と
り
あ
げ
よ
う
。

　
Ａ
　
茂
木
一
之
『
企
業
内
教
育
管
理
』
（
一
九
七
四
年
五
月
）

　
生
産
力
の
発
展
に
１
と
も
た
う
生
産
の
杜
会
化
（
労
働
の
杜
会
化
）
と
の

関
連
で
、
人
事
管
理
の
解
明
を
試
み
た
論
集
の
一
つ
と
し
て
用
意
さ
れ

て
い
る
茂
木
氏
の
企
業
内
教
育
論
は
、
　
「
現
在
の
企
業
内
教
育
の
矛
盾

を
生
み
だ
し
、
そ
の
存
在
を
挽
定
し
て
い
る
も
の
」
が
「
『
技
術
革
新
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

に
。
よ
る
中
級
労
働
の
喪
失
と
労
働
力
構
成
の
両
極
分
解
」
に
あ
る
、
と

し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
生
産
の
機
械
化
・
自
動
化
は
…
…
傾
向
的
に
い
う
た
ら
ば
－
…
労

働
の
質
の
高
度
化
・
複
雑
化
を
要
求
す
る
と
と
も
に
。
、
他
方
で
は
単
純



化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
前
者
に
た
い
し
て
は
…
…
基
礎
的
総
合
的
教

育
が
行
た
わ
れ
る
。
だ
が
後
者
と
関
連
し
て
は
…
…
な
ん
ら
の
科
学
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

術
教
育
を
も
付
与
さ
れ
た
い
の
で
あ
る
」
。
と
り
わ
げ
、
「
技
術
革
新
」

に
よ
っ
て
支
配
的
た
比
重
を
占
め
る
労
働
の
単
純
化
に
対
応
し
て
は
、

ｃ
ｏ
た
ん
ら
の
科
学
技
術
教
育
も
付
与
さ
れ
な
い
ぱ
か
り
で
は
た
く
、
の

労
働
基
準
法
で
義
務
づ
げ
ら
れ
て
い
る
安
全
衡
生
教
育
さ
え
実
施
さ
れ

ず
、
に
幻
作
業
の
要
求
す
る
正
確
た
タ
イ
ミ
ソ
グ
に
適
合
す
る
感
覚
器
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

の
反
応
開
発
と
し
て
の
み
、
企
業
内
教
育
の
実
施
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
「
技
術
革
新
に
よ
る
労
働
力
の
二
極
分
解
」
に
起
因
す
る

「
現
在
の
企
業
内
教
育
の
矛
盾
」
は
、
「
『
能
力
主
義
管
理
』
に
よ
っ
て

　
　
　
（
８
）

加
速
さ
れ
」
る
。

　
こ
の
よ
う
に
茂
木
氏
の
企
業
内
教
育
論
は
、
　
「
生
産
カ
と
技
術
の
発

展
」
そ
れ
自
体
が
、
　
「
企
業
内
教
育
の
矛
盾
を
生
み
だ
し
、
そ
の
存
在

　
　
　
　
　
　
（
９
）

を
規
定
し
て
い
る
」
と
の
前
提
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で

「
技
術
革
新
に
１
よ
る
労
働
力
の
二
極
分
解
」
（
労
働
の
質
の
高
度
化
と
単
純

化
と
の
分
離
・
対
立
）
が
、
「
現
在
の
企
業
内
教
育
の
矛
盾
」
（
工
程
管
理
．

設
計
・
企
画
・
研
究
開
発
に
従
事
す
る
科
学
技
術
者
に
対
す
る
基
礎
的
総
合
的

教
育
、
単
純
労
働
者
に
対
す
る
非
人
間
的
訓
練
や
職
場
士
気
の
育
成
）
を
形
成

　
（
１
０
）

す
る
、
と
措
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
戦
後
に
お
げ
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
茂
木
氏
の
企
業
内
教
育
論
は
、
労
働
者
の
職
業
技

術
教
育
要
求
の
彬
成
を
包
括
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
科
学
技
術
者
を

対
象
と
し
て
実
施
さ
れ
る
企
業
内
教
育
が
「
各
生
産
工
程
の
技
術
的
編

成
に
関
す
る
高
度
な
知
識
と
科
学
的
視
野
」
の
必
要
に
照
応
し
て
、

「
基
礎
的
総
合
的
教
育
」
・
「
技
術
的
能
力
の
総
体
的
向
上
」
を
も
た
ら

す
、
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
単
純
労
働
者
を
対
象
と
す

る
企
業
内
教
育
が
、
感
覚
器
官
の
反
応
開
発
と
し
て
の
み
実
施
さ
れ
る

と
し
て
も
「
技
術
革
新
」
に
よ
る
労
働
単
純
化
に
照
応
し
て
い
る
、
と

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
企
業
内
教
育
の
も
と
で
形
成
さ
れ

る
職
業
技
術
は
、
　
「
技
術
能
力
の
向
上
に
役
立
っ
と
思
え
な
い
」
・
「
負

担
で
利
益
た
し
」
・
「
将
来
に
わ
た
っ
て
の
職
業
能
力
を
の
ば
せ
る
よ
う

た
教
育
に
か
え
て
ほ
し
い
」
と
の
労
働
者
の
意
思
表
示
（
日
本
鉄
鋼
産
業

労
働
組
合
連
合
会
、
前
掲
調
査
）
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
機
械
体
系
の
発

展
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
職
業
技
術
に
照
応
し
て
は
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

　
Ｂ
　
道
又
健
治
郎
他
『
鉄
鋼
業
の
”
合
理
化
”
と
企
業
内
教
育
１
』

　
　
　
（
一
九
七
四
年
三
月
）

　
道
又
氏
等
の
企
業
内
教
育
論
は
、
企
業
内
教
育
が
精
神
教
育
の
み
に

留
ま
る
こ
と
な
く
、
技
術
教
育
と
精
神
教
育
（
資
本
の
手
に
よ
る
労
働
力

の
精
神
的
陶
冶
、
す
た
わ
ち
労
資
協
調
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
注
入
す
る
精
神
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
（
七
六
三
）
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（
１
２
）

育
）
と
の
両
者
の
統
一
に
お
い
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
の
論
証
に
－
、
そ

の
出
発
点
を
据
え
ら
れ
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
企
業
内
教
育
の
研
究
は
、
生
産
過
程
に
お
げ
る
労
働
過
程
の
側
面
を

無
視
し
て
は
、
一
面
的
な
分
析
に
終
わ
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
研
究
は
、

労
働
過
程
と
価
値
増
殖
過
程
と
の
対
立
物
の
統
一
と
し
て
の
、
資
本
主

義
的
生
産
過
程
の
矛
盾
構
造
に
着
目
し
て
、
展
開
さ
れ
な
げ
れ
ぽ
た
ら

た
い
。

　
「
資
本
主
義
的
大
工
業
」
は
「
工
場
法
の
教
育
条
項
を
見
て
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
総
合
技
術
教
育
実
施
の
た
め
の
物
質
的
技
術
的
基
礎
を

つ
く
り
出
す
だ
げ
で
な
く
、
　
『
労
働
の
杜
会
化
』
を
進
展
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
主
体
的
た
契
機
を
も
つ
り
出
す
（
っ
く
り
出
す
の
誤
植
と
思
わ

　
　
　
　
（
１
３
）

れ
る
ー
引
用
者
）
」
。
も
と
よ
り
「
大
工
業
の
労
働
過
程
的
側
面
」
は
「
資

本
主
義
的
機
械
制
大
工
業
の
も
つ
二
者
闘
争
的
た
矛
盾
構
造
の
存
在
ゆ

え
に
・
・
価
直
増
確
過
程
に
よ
っ
て
一
定
の
観
制
を
受
げ
ざ
る
を
得
な

（
１
４
）

い
」
。
と
は
い
え
「
大
工
業
の
本
性
」
は
「
遅
か
れ
早
か
れ
貫
徹
さ
れ

る
性
格
の
も
の
で
あ
る
」
。
な
ぜ
な
ら
「
『
労
働
の
杜
会
化
』
の
進
展
が

…
…
法
則
（
大
工
業
の
本
性
－
引
用
者
）
を
貫
徹
さ
せ
る
主
体
的
な
契
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

を
成
熟
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
」
。

　
こ
の
よ
う
た
分
析
視
角
を
提
起
す
る
道
又
氏
等
の
企
業
内
教
育
論
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
　
（
七
六
四
）

労
働
過
程
に
対
応
す
る
技
術
教
育
・
価
値
増
殖
過
程
に
対
応
す
る
精
神

教
育
と
の
措
定
と
相
倹
っ
て
、
企
業
内
教
育
が
「
技
術
教
育
と
精
神
教

　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

育
の
統
一
物
で
あ
る
」
と
の
論
理
を
導
き
う
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
道
又

氏
等
の
企
業
内
教
育
論
は
、
企
業
内
教
育
を
「
階
級
闘
争
と
階
級
意
識

の
抹
殺
の
た
め
の
、
独
占
資
本
の
と
ぎ
す
ま
さ
れ
た
毒
牙
で
あ
る
」
と
断

　
　
　
（
１
６
）

ず
る
見
解
の
批
判
と
し
て
は
、
そ
れ
な
り
の
意
義
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

　
だ
が
、
道
又
氏
等
の
企
業
内
教
育
論
は
技
術
教
育
の
側
面
が
、
機
械

体
系
の
発
展
に
適
合
し
て
絶
え
ず
充
実
傾
向
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

機
械
体
系
と
企
業
内
教
育
と
の
「
密
接
な
対
応
関
係
」
を
示
す
に
い
た

る
、
と
措
定
す
る
こ
と
に
ゆ
き
っ
か
ざ
る
を
え
た
い
。
婁
言
す
れ
ば
、

機
械
体
系
と
企
業
内
教
育
と
の
密
接
た
対
応
関
係
た
る
論
理
を
帰
結
さ

せ
る
原
因
が
、
技
術
教
育
と
精
神
教
育
と
の
統
一
物
で
あ
る
企
業
内
教

育
を
導
く
分
析
視
角
自
体
に
伏
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
さ
き
の
分
析
視
角
を
念
頭
に
置
い
て
整
理
す
れ
ば
、
次
の

諸
点
の
総
結
果
で
あ
る
。
０
Ｄ
労
働
過
程
に
対
応
す
る
技
術
教
育
と
価
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

増
殖
過
程
に
対
応
す
る
精
神
教
育
と
の
統
一
物
と
し
て
の
企
業
内
教
育
。

こ
の
措
定
に
よ
っ
て
技
術
教
育
と
価
値
増
殖
過
程
と
の
連
関
を
不
問
に

付
し
た
こ
と
。
の
「
大
工
業
の
本
性
」
は
資
本
主
義
の
も
と
で
二
定

の
観
制
を
受
げ
」
　
（
傍
点
は
引
用
者
）
る
に
と
ど
ま
り
「
遅
か
れ
早
か
れ



　
　
　
　
（
１
９
）

貫
徹
さ
れ
る
」
こ
と
。
ゆ
「
絶
え
ざ
る
技
術
進
歩
」
は
「
資
本
主
義
的

生
産
様
式
の
特
質
」
で
あ
り
、
科
学
・
技
術
革
命
は
「
現
代
国
家
独
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

資
本
主
義
の
も
と
で
」
急
速
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
。

　
こ
の
よ
う
に
措
定
さ
れ
た
分
析
視
角
が
、
機
械
体
系
と
企
業
内
教
育

と
の
「
密
接
た
対
応
関
係
」
な
る
措
定
に
１
ゆ
き
？
か
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
こ
と
は
、
実
証
分
析
の
随
所
に
示
さ
れ
る
。

　
た
と
え
ぱ
Ｏ
Ｊ
Ｔ
（
職
場
内
教
育
）
の
主
た
る
機
能
を
精
神
教
育
と
し

て
把
握
す
る
こ
と
か
ら
、
企
業
内
教
育
の
現
状
把
握
を
「
技
術
教
育
か

ら
緒
神
教
育
」
と
断
ず
る
見
解
に
対
す
る
批
判
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴

を
も
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
　
「
労
働
力
は
－
…
・
労
働
過
程
の
技
術
的
条

件
に
よ
っ
て
質
的
な
規
定
を
受
げ
る
。
…
－
・
そ
の
た
め
に
、
技
術
・
技
能

教
育
－
…
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
…
…
『
Ｏ
Ｊ
Ｔ
』
は
…
…
六

五
年
か
ら
七
〇
年
に
か
げ
て
急
速
た
上
昇
僚
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
『
Ｏ
Ｊ
Ｔ
』
の
動
き
は
、
こ
の
間
に
進
展
し
た
新
技
術
の
導
入
に

よ
る
労
働
過
程
の
ド
ラ
ス
チ
ヅ
ク
な
再
編
成
と
密
接
な
対
応
関
係
に
あ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
１
）

る
こ
と
は
問
違
い
た
い
」
（
傍
点
は
引
用
者
）
。

　
さ
ら
に
、
道
又
健
治
郎
他
に
よ
る
報
告
書
『
鉄
鋼
独
占
企
業
に
お
げ

る
”
合
理
化
”
と
企
業
内
教
育
の
展
開
過
程
１
』
は
、
膨
大
な
調
査
資

料
を
駆
使
し
た
詳
細
な
分
析
が
施
さ
れ
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
締
め

　
　
　
　
戦
後
に
お
げ
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）

括
ら
れ
て
い
た
。
　
「
新
し
い
教
育
体
制
」
の
「
最
大
の
特
徴
は
技
能
・

技
術
教
育
充
実
の
面
に
あ
る
。
…
…
し
か
し
…
－
・
技
能
・
技
術
教
育
の

体
系
化
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
労
働
者
の
自
己
啓
発
の
体
系
化
Ｈ
い
っ

そ
う
の
強
制
化
に
ほ
か
な
ら
な
い
…
…
。
だ
が
…
・
：
新
し
い
教
育
体
系

は
ま
だ
過
渡
的
・
流
動
的
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
今
後
ど
の
よ
う
に
変
容

し
て
い
く
か
、
ま
た
そ
の
な
か
で
如
何
な
る
機
能
を
果
す
か
を
み
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

と
は
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
」
。

　
こ
の
よ
う
に
。
道
又
氏
等
の
企
業
内
教
育
論
は
、
企
業
内
教
育
を
つ
う

じ
て
彩
成
さ
れ
る
職
業
技
術
が
、
機
械
体
系
の
発
展
と
「
密
接
な
対
応

関
係
に
あ
る
」
と
導
く
こ
と
で
、
労
働
者
の
職
業
技
術
教
育
要
求
の
形

成
を
包
括
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
分
析
視
角
に
よ
れ
ぱ
、
機
械

体
系
と
企
業
内
教
育
と
が
、
調
和
的
に
発
展
し
て
い
く
と
導
び
か
れ
る

か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
検
討
は
次
の
結
論
を
提
起
す
る
。
す
な
わ
ち
、
企
業
内
教
育

を
技
術
教
育
と
精
神
教
育
と
の
統
一
物
で
あ
る
と
提
起
し
た
茂
木
氏
あ

る
い
は
道
又
氏
等
の
企
業
内
教
育
論
は
、
機
械
体
系
と
企
業
内
教
育
と

の
調
和
的
発
展
と
措
定
し
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
労
働
者
の
提

起
す
る
職
業
技
術
教
育
の
要
求
を
包
括
し
う
る
分
析
視
角
を
提
起
す
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
企
業
内
教
育
を
思
想
教
育
で
あ
る
と
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
　
（
七
六
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

ず
る
見
解
も
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
思
想
攻
撃
体
系
の
一
環
と
し
て

企
業
内
教
育
を
検
討
す
る
ば
か
り
で
、
労
働
者
の
職
業
技
術
教
育
要
求

を
包
括
す
る
分
析
視
角
を
提
起
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
で
は
、
こ
う
し
た
弱
点
を
克
服
す
る
企
業
内
教
育
論
の
定
立
は
、
い

か
た
る
分
析
視
角
に
よ
っ
て
は
た
さ
れ
る
か
。

　
　
２
　
資
本
の
回
転
期
問
短
縮
と
企
業
内
教
育

　
独
占
的
大
企
業
は
、
利
潤
率
の
低
下
傾
向
に
対
抗
し
て
お
こ
な
わ
れ

る
資
本
の
回
転
期
問
の
短
縮
を
基
本
的
た
動
機
と
し
て
、
企
業
内
教
育

を
実
施
す
る
。
特
別
剰
余
価
値
の
取
得
を
目
的
と
し
て
展
開
さ
れ
る
資

本
主
義
的
技
術
革
新
は
、
資
本
の
技
術
的
構
成
に
規
定
さ
れ
た
資
本
の

有
機
的
構
成
を
高
度
化
し
、
利
潤
率
の
低
下
傾
向
を
も
た
ら
す
と
と
も

に
、
独
占
的
大
企
業
問
の
競
争
を
激
化
さ
せ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
、
独

占
的
大
企
業
は
、
作
業
速
度
の
加
速
化
と
生
産
期
問
の
短
縮
に
よ
っ
て
、

資
本
の
回
転
期
問
の
短
縮
を
企
図
す
る
。
す
た
わ
ち
、
資
本
の
風
転
期

問
の
短
縮
に
よ
っ
て
、
剰
余
価
値
量
を
拡
大
し
利
潤
率
の
低
下
傾
向
を

人
為
的
に
阻
止
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
際
、
独
占
的
大
企
業
は
、
資
本

主
義
的
技
術
革
新
を
基
礎
と
す
る
作
業
速
度
の
加
速
化
と
生
産
期
間
の

短
縮
に
労
働
者
を
対
応
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
資
本
主
義
的
技
術
革
新

に
条
件
づ
げ
ら
れ
た
が
ら
、
企
業
内
教
育
を
実
施
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
　
（
七
六
六
）

　
企
業
内
教
育
は
、
利
潤
率
の
低
下
傾
向
を
人
為
的
に
阻
止
す
る
目
的

で
提
起
さ
れ
る
資
本
の
回
転
期
問
の
短
縮
を
基
本
的
な
動
機
と
し
て
実

施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
狭
隆
な
内
容
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
す

た
わ
ち
、
企
業
内
教
育
に
必
要
と
さ
れ
る
教
育
支
出
は
、
可
能
な
か
ぎ

り
圧
縮
さ
れ
、
そ
の
分
だ
げ
利
潤
率
を
高
め
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
る
。

こ
の
結
果
、
企
業
内
教
育
を
っ
う
じ
て
彩
成
さ
れ
る
職
業
技
術
は
部
分

的
で
破
行
的
な
そ
れ
と
し
て
、
発
展
す
る
機
械
体
系
と
の
隔
絶
を
拡
大

す
る
方
向
に
お
い
て
の
み
、
彩
成
さ
れ
る
こ
と
に
た
ら
ざ
る
を
え
た
い
。

　
労
働
者
の
職
業
技
術
教
育
の
要
求
は
、
こ
の
よ
う
た
企
業
内
教
育
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

も
と
で
神
経
的
疲
労
の
増
大
を
媒
介
と
し
て
彫
成
さ
れ
る
。

　
資
本
主
義
的
技
術
革
新
に
よ
る
自
動
機
械
体
系
の
発
展
は
、
労
働
者

の
担
当
作
業
範
囲
の
拡
大
と
担
当
作
業
責
任
量
の
増
大
を
要
求
す
る
。

ま
た
、
そ
れ
は
自
動
機
械
体
系
の
発
展
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
科
学
的

で
体
系
的
な
職
業
技
術
の
移
成
を
要
求
す
る
。
他
方
、
企
業
内
教
育
の

も
と
に
お
げ
る
職
業
技
術
の
彩
成
は
、
部
分
的
で
肢
行
的
た
内
容
に
制

限
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
資
本
主
義
的
技
術
革
新
の
無
政
府
的
な
跳
梁
に

で
あ
う
と
、
総
合
技
術
的
基
礎
の
欠
嵌
を
ぱ
く
ろ
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

労
働
者
は
、
部
分
的
で
肢
行
的
た
職
業
技
術
を
過
度
の
精
神
的
緊
張
で

補
完
す
る
こ
と
に
ー
よ
っ
て
、
自
動
機
械
体
系
の
も
と
に
お
げ
る
担
当
作



業
範
囲
の
拡
大
と
担
当
責
任
量
の
増
大
に
、
た
ん
と
か
対
応
し
よ
う
と

す
る
。
過
度
の
精
神
的
緊
張
は
、
肉
体
的
疲
労
に
加
え
た
神
経
的
疲
労

を
累
積
さ
せ
る
。
労
働
者
は
、
部
分
的
で
破
行
的
な
職
業
技
術
の
彬
成

が
神
経
的
疲
労
の
増
大
に
帰
結
し
た
こ
と
か
ら
、
職
業
技
術
教
育
の
要

求
を
提
起
す
る
に
い
た
る
。
そ
れ
は
、
白
動
機
械
体
系
の
発
展
に
柔
軟

に
対
応
で
き
る
職
業
技
術
の
形
成
の
要
求
で
あ
る
。

　
本
稿
の
課
題
は
、
戦
後
日
本
資
太
主
義
の
高
蓄
積
過
程
に
お
げ
る
企

業
内
教
育
の
展
開
を
、
実
証
的
に
分
析
す
る
こ
と
を
っ
う
じ
て
、
現
段

階
に
お
い
て
提
起
さ
れ
る
労
働
者
の
職
業
技
術
教
育
の
要
求
を
確
定
す

る
こ
と
に
あ
る
。

　
尚
、
企
業
内
教
育
の
展
開
と
い
う
と
き
、
鉄
鋼
業
に
お
げ
る
企
業
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

教
育
を
念
頭
に
お
い
て
分
析
を
す
す
め
て
い
る
。
そ
れ
は
以
下
の
二
つ

の
理
由
に
も
と
ず
い
て
い
る
。
ま
ず
、
鉄
鋼
業
が
重
化
学
工
業
部
門
に

位
置
し
、
な
か
ん
ず
く
最
も
中
核
的
な
基
幹
産
業
で
あ
る
こ
と
、
こ
の

こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
た
く
日
本
の
労
働
者
階
級
の
基
幹
を
な
す
作
業

労
働
者
を
対
象
に
１
し
て
展
開
さ
れ
る
企
業
内
教
育
と
、
そ
の
も
と
で
提

起
さ
れ
る
労
働
者
の
職
業
技
術
教
育
の
要
求
を
、
最
も
典
型
的
に
把
握

し
よ
う
と
す
る
意
図
に
っ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
さ
ら

に
、
道
又
氏
等
の
研
究
が
新
目
本
製
鉄
室
蘭
製
鉄
所
を
調
査
対
象
に
設

　
　
　
　
戦
後
に
お
げ
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）

定
し
て
す
す
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
企
業
内
教
育
論
が
お
お
く
の
場
合
鉄

鋼
業
を
対
象
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
（
ユ
）
日
本
経
済
調
査
協
議
会
『
新
し
い
産
業
杜
会
に
お
げ
る
人
間
形
成
』

　
　
　
二
六
べ
－
ジ
。

　
（
２
）
　
日
本
経
済
調
査
協
議
会
、
前
掲
報
告
書
、
二
七
べ
ー
ジ
。

　
（
３
）
　
こ
こ
で
企
業
内
教
育
論
と
い
う
と
き
、
労
働
組
合
に
よ
る
職
業
技
術

　
　
　
教
育
闘
争
の
発
展
を
基
本
的
立
場
と
し
て
立
論
さ
れ
る
論
稿
に
限
定
さ

　
　
　
れ
て
い
る
。

　
（
４
）
　
た
と
え
ば
中
川
英
司
「
企
業
内
教
育
の
本
質
と
し
く
み
」
日
本
共
産
党

　
　
　
中
央
委
員
会
出
版
局
編
「
企
業
内
教
育
と
労
働
者
』
所
収
を
参
照
の
こ
と
。

　
（
５
）
新
規
入
職
者
に
対
し
て
は
特
別
の
企
業
内
教
育
体
制
が
と
ら
れ
、
配

　
　
　
置
転
換
さ
れ
た
労
働
者
に
は
な
ん
ら
の
配
転
教
育
も
な
さ
れ
な
い
と
の

　
　
　
分
析
は
、
こ
う
し
た
指
摘
に
基
礎
づ
げ
ら
れ
て
い
る
（
草
野
隆
光
・
藤

　
　
　
沢
健
二
「
鉄
鋼
独
占
企
業
に
お
け
る
『
合
理
化
』
と
企
業
内
教
育
の
展

　
　
　
開
過
程
」
、
北
海
道
大
学
教
育
学
部
産
業
教
育
計
画
研
究
施
設
「
鉄
鋼

　
　
　
業
の
『
合
理
化
』
と
企
業
内
教
育
１
」
所
収
、
二
一
四
べ
－
ジ
）
。

　
（
６
）
茂
木
一
之
「
企
業
内
教
育
管
理
」
長
谷
川
広
編
著
『
人
事
管
理
論
』

　
　
　
　
二
二
ニ
ペ
ー
ジ
。

　
（
７
）
茂
木
氏
は
企
業
内
教
育
論
の
構
成
に
あ
た
っ
て
熊
沢
誠
氏
の
「
労
働

　
　
　
単
純
化
」
論
に
全
面
的
に
依
拠
さ
れ
て
い
る
（
茂
木
一
之
、
前
掲
論
文
、

　
　
　
　
一
四
一
べ
－
ジ
）
。

　
　
　
　
と
こ
ろ
で
、
熊
沢
誠
氏
は
、
そ
の
立
論
の
「
傍
証
」
と
し
て
東
京
商

　
　
　
工
会
議
所
『
技
能
労
働
尊
重
に
関
す
る
企
業
の
意
向
と
実
情
調
査
』
（
以

　
　
　
下
東
商
『
調
査
』
と
略
称
す
る
）
を
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
明

　
　
　
確
な
作
為
に
基
づ
い
て
い
る
。
氏
の
「
労
働
単
純
化
」
論
は
、
◎
装
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
　
（
七
六
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

工
業
に
お
け
る
オ
ベ
レ
ー
タ
ー
の
労
働
の
単
純
化
と
工
場
全
体
に
ま
す

ま
す
不
可
欠
と
た
る
基
礎
知
識
の
技
術
者
へ
の
集
中
、
◎
装
置
工
業
に

普
及
し
た
高
校
卒
採
用
は
企
業
の
労
働
力
需
要
に
お
げ
る
質
的
要
請
か

ら
は
独
立
し
た
要
因
、
＠
労
働
者
の
学
歴
水
準
の
向
上
に
よ
る
「
過
剰

の
知
識
」
は
学
卒
就
職
者
の
離
職
率
の
顕
著
た
増
大
と
し
て
表
現
さ
れ

る
、
を
主
内
容
と
し
て
い
る
（
熊
沢
誠
「
『
労
働
単
純
化
』
の
論
理
と

現
実
」
目
本
労
働
協
会
雑
誌
二
二
五
号
、
一
九
～
二
ニ
ベ
ー
ジ
）
。
氏
は

立
論
の
「
傍
証
」
と
し
て
東
商
『
調
査
』
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。
「
技
術
革
新
の
進
ん
だ
…
－
・
大
企
業
で
は
『
教
育
訓
練
や
習
熟

を
必
要
と
す
る
職
種
』
の
『
技
能
労
働
』
が
『
不
足
し
て
い
な
い
』
こ

と
は
、
以
上
の
立
論
（
先
に
整
理
し
た
◎
～
◎
１
引
用
者
）
の
少
た
く

と
も
傍
証
に
は
た
る
だ
ろ
う
」
（
熊
沢
誠
、
前
掲
論
文
、
二
ニ
ペ
ー
シ
）
。

　
だ
が
、
東
商
『
調
査
』
の
中
で
技
能
労
働
者
の
不
足
の
い
か
ん
に
つ

い
て
報
告
し
た
統
計
表
で
あ
る
六
七
べ
ー
ジ
第
二
表
（
技
能
労
働
老
の

不
足
の
程
度
）
は
、
一
〇
〇
〇
人
以
上
規
模
に
お
い
て
、
「
や
や
不
足
」

五
〇
・
六
％
、
「
か
た
り
不
足
」
ニ
ハ
・
七
％
、
「
非
常
に
不
足
」
二
・

四
％
、
「
不
足
し
て
い
な
い
」
二
六
・
五
％
、
「
無
回
答
」
三
・
六
外
で

あ
る
、
と
報
告
し
て
い
る
。
熊
沢
氏
は
、
「
不
足
し
て
い
た
い
」
二
六
・

五
％
を
も
っ
て
大
企
業
で
は
技
能
労
働
に
不
足
し
て
い
た
い
と
結
論
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
東
商
『
調
査
』
の
は
た
は
だ
し
い
作
為
的
利
用

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
尚
、
東
商
『
調
査
』
で
は
技
能
労
働
者

を
「
教
育
訓
練
や
習
熟
を
必
要
と
す
る
職
種
に
従
事
す
る
者
と
、
訓
練

等
の
予
定
者
を
中
心
に
、
単
純
た
補
助
的
た
仕
事
に
つ
く
老
を
除
く
」

と
し
て
い
る
、
一
べ
ー
ジ
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
熊
沢
氏
は
、
東
商
『
調
査
』
の
作
為
的
た
利
用
に
よ
っ

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

（
ｎ
）

（
１
２
）

（
１
３
）

（
１
４
）

（
１
５
）

（
１
６
）

（
１
７
）

（
１
８
）

一
六
　
（
七
六
八
）

て
「
労
働
単
純
化
」
論
の
主
観
性
を
み
ず
か
ら
証
明
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
茂
木
一
之
、
前
掲
論
文
、
二
二
五
べ
ー
ジ
。

　
茂
木
一
之
、
前
掲
論
文
、
二
二
ニ
ベ
ー
ジ
。

　
茂
木
一
之
、
前
掲
論
文
、
二
二
九
、
一
四
一
べ
ー
ジ
。

北
海
道
大
学
教
育
学
部
産
業
教
育
計
画
研
究
施
設
「
鉄
鋼
業
の
『
合

理
化
』
と
企
業
内
教
育
１
」
は
、
次
の
諸
論
文
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

道
又
健
治
郎
『
企
業
内
教
育
分
析
序
説
』
、
草
野
隆
光
・
藤
沢
建
二
「
鉄

鋼
独
占
企
業
に
お
け
る
『
合
理
化
』
と
企
業
内
教
育
の
展
開
過
程
」
、

木
村
保
茂
『
戦
後
鉄
鋼
業
に
お
け
る
杜
外
工
制
度
の
全
面
的
展
開
と
企

業
内
教
育
』

　
北
海
道
大
学
教
育
学
部
産
業
教
育
計
画
研
究
施
設
、
前
掲
報
告
書
、

四
三
べ
ー
ジ
。

　
前
掲
報
告
書
、
二
八
べ
ー
ジ
。

　
前
掲
報
告
書
、
二
九
べ
ー
ジ
。

　
前
掲
報
告
書
、
一
〇
べ
ー
ジ
。

　
中
川
英
司
、
前
掲
論
文
、
九
べ
ー
ジ
。
　
　
　
／

　
北
海
道
大
学
教
育
学
部
産
業
教
育
計
画
研
究
施
設
、
前
掲
報
告
書
、

一
一
べ
ー
ジ
。

　
た
と
え
ぱ
次
の
叙
述
は
こ
う
し
た
前
提
に
基
礎
づ
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
労
働
過
程
に
お
け
る
合
目
的
的
な
労
働
の
役
割
を
ぬ
き
に
し
て
は
企

業
内
教
育
の
役
割
の
評
価
は
な
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
企
業

内
教
育
の
本
質
を
、
資
本
の
手
に
よ
る
精
神
教
育
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
攻

撃
と
し
て
し
か
と
ら
え
た
い
と
こ
ろ
の
一
面
的
た
見
解
は
、
労
働
力
商

品
が
資
本
に
購
入
さ
れ
る
の
は
そ
れ
が
労
働
過
程
に
お
い
て
剰
余
価
値

生
産
を
う
み
だ
す
特
殊
な
使
用
価
値
を
有
す
る
が
た
め
で
あ
る
、
と
い



（
１
９
）

（
２
０
）

（
２
１
）

（
２
２
）

（
２
３
）

う
自
明
の
理
を
忘
れ
、
庇
値
増
殖
過
程
の
側
面
の
み
を
一
面
的
に
強
調

し
た
謬
論
と
い
わ
た
け
れ
ば
な
ら
た
い
」
（
道
又
健
治
郎
「
企
業
内
教
育

の
実
態
と
能
力
主
義
管
理
」
『
経
済
』
八
八
号
所
収
、
九
七
べ
－
ジ
）
。

　
北
海
道
大
学
教
育
学
部
産
業
教
育
計
画
研
究
施
設
、
前
掲
報
告
書
、

二
九
べ
ー
ジ
。

　
前
掲
報
告
書
、
五
五
ぺ
－
ジ
。

　
前
掲
報
告
書
、
一
一
ぺ
ー
ジ
。

　
前
掲
報
告
書
、
二
五
ぺ
ー
ジ
。
尚
、
す
で
に
示
し
た
分
析
視
角
と
そ

の
諸
結
果
と
は
、
「
鉄
鋼
業
の
『
合
理
化
』
と
企
業
内
教
育
１
」
に
先

立
つ
一
連
の
研
究
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
た
と
え
ぱ
次
の
叙
述
を
参
照
の
こ
と
。
「
労
働
老
教
育
の
展
開
形
態

が
生
産
工
程
の
質
的
変
化
と
新
規
学
卒
労
働
力
不
足
と
い
う
二
つ
の
要

因
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の

二
つ
の
要
因
の
進
行
度
合
の
違
い
の
た
め
…
…
企
業
に
お
け
る
労
働
者

教
育
の
実
施
状
況
は
か
な
り
異
な
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
す
た
わ

ち
、
技
術
革
新
の
進
展
に
よ
っ
て
生
産
工
程
の
質
的
変
化
の
著
し
い
既

存
大
企
業
の
ぱ
あ
い
に
は
、
企
業
内
教
育
は
全
従
業
層
へ
の
実
施
と
い

う
彫
を
と
り
概
存
労
働
力
の
再
教
育
に
つ
い
て
も
配
慮
が
た
さ
れ
て
い

る
」
　
（
石
原
孝
一
、
道
又
健
治
郎
『
地
域
開
発
と
労
働
者
教
育
』
ニ
ハ

四
ぺ
－
ジ
、
傍
点
は
引
用
者
）
。

　
労
働
者
に
よ
る
職
業
技
術
教
育
の
要
求
や
運
動
は
、
機
械
体
系
の
発

展
自
体
に
■
よ
っ
て
彩
成
さ
れ
発
展
す
る
と
の
児
解
が
あ
る
。
「
科
学
Ｈ

技
術
革
命
の
急
速
な
進
展
の
な
か
で
、
職
業
技
術
教
育
…
…
運
動
は
国

際
的
レ
ベ
ル
で
大
き
な
ひ
ろ
が
り
を
み
せ
て
い
る
」
　
（
道
又
健
治
郎

『
企
業
内
教
育
の
実
態
と
能
力
主
義
管
理
』
二
一
〇
べ
－
ジ
）
。
「
絶
え

戦
後
に
。
お
げ
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）

（
２
４
）

ざ
る
技
術
進
歩
の
た
か
で
　
　
労
働
老
階
級
の
職
業
・
技
術
教
育
に
た

い
す
る
要
求
が
次
第
に
強
ま
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
」
　
（
北
海
道
大
学

教
育
学
部
産
業
教
育
計
画
研
究
施
設
、
前
掲
報
告
書
、
五
五
ぺ
ー
ジ
）
。

　
こ
う
し
た
見
解
は
、
職
業
技
術
教
育
の
要
求
に
も
と
づ
く
運
動
が
、

搾
取
の
発
展
に
基
礎
づ
げ
ら
れ
た
搾
取
に
反
対
す
る
多
様
な
闘
争
の
一

環
で
あ
る
こ
と
を
、
見
失
う
か
あ
る
い
は
軽
視
す
る
こ
と
に
な
る
。
た

と
え
ぱ
次
の
よ
う
に
で
あ
る
。
　
「
港
湾
関
係
で
は
…
…
人
べ
ら
し
『
合

理
化
』
の
到
来
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
…
…
金
属
機
械
産
業
も
、
職
務

へ
の
再
編
成
、
労
働
条
件
の
悪
化
な
ど
が
進
行
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
労
働
者
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
職
業
技
術
教
育
・
職
業
訓
練
を
自
己
防

衛
の
立
場
か
ら
も
要
求
し
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
」
　
（
道
又
健
治
郎
「
企

業
内
教
育
の
現
段
階
と
特
徴
」
『
経
済
』
一
〇
七
号
、
一
七
五
ぺ
ー
ジ
、

傍
点
は
引
用
者
）
。

　
尚
、
機
械
体
系
の
発
展
が
労
働
者
の
職
業
技
術
教
育
要
求
を
形
成
す

る
と
の
見
解
は
、
企
業
内
教
育
を
思
想
教
育
と
断
ず
る
人
々
に
も
共
通

し
て
い
る
こ
と
を
、
つ
げ
く
わ
え
て
お
く
。
「
た
え
ず
更
新
さ
れ
る
設

構
機
械
の
高
度
化
の
な
か
で
、
労
働
者
は
新
し
い
技
術
を
習
得
し
た
い

と
い
う
要
求
に
か
ら
れ
る
」
（
中
川
英
司
、
前
掲
論
文
、
二
二
ぺ
ー
ジ
）
。

　
資
料
の
制
約
上
鉄
鋼
業
の
作
業
労
働
者
に
限
定
し
え
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
そ
の
都
度
明
示
す
る
よ
う
努
め
た
。

１
１

養
成
教
育
と
し
て
の
企
業
内
教
育
の
出
発

　
１
　
経
験
的
熟
練
労
働
を
基
礎
と
す
る
企
業
内
養
成
教
育

企
業
内
教
育
は
、
敗
戦
に
よ
っ
て
き
わ
め
て
少
数
の
例
外
を
除
い
て

一
七
　
（
七
六
九
）



立
命
館
経
済
学
（
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・
六
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一
八

の設
施
則

育
捌

教
創

成
（

養
況

内
状

業
立

企
設

表イｎ

期時立ｕ倉名杜会

月４年
４
６

１
９

４８４

４９４
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４１５
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４４５
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庫
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丘
ハ
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
千

畑
津
崎
蘭
所
石
管
造
見
鋼
松
山
来
蘭
所
名
倉
鋼
鋼
畑
ス
崎
合
，
鋼
鉄
鉄

戸
粟
川
室
鋼
釜
鋼
　
鶴
　
若
歌
安
室
鋼
桑
小
　
　
広
レ
川
葺
多

属
作
管
鉄
　
鉄
属
鋳
管
製
属
和
属
鋼
製
属
属
鋳
製
鉄
ソ
所
（
知
製
砂
製

篤
欄
貰
貰
本
棚
同
蕊
篤
鰯
篶
本
陽
搬
抑
鱗
知
本
崎

日
小
日
富
神
富
住
目
日
大
目
住
日
日
住
日
住
日
山
富
目
小
川
　
愛
日
尼

１年
５
９

１
９（

剋

灘

後
を

幟
表

盟
刎

蟹篤
け
月

唯

は
殆
ん
ど
終
息
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
四
六
年
に
は
目
立
製
作
所
（
現

旦
↓
金
属
）
戸
畑
工
場
に
、
　
一
九
四
八
年
に
は
小
松
製
作
所
粟
津
工
場

で
、
企
業
内
養
成
教
育
が
開
始
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
む
し
ろ
例
外
的

な
存
在
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
企
業
内
教
育
は
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
、
目
本
鋼
管
川
崎
製
鉄
所
に

お
げ
る
設
立
を
画
期
と
し
て
、
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
（
皿
１
１
表
）
。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
に
よ
る
ド
ッ
ジ
ニ
フ
イ
ソ

の
強
行
を
契
機
と
す
る
、
従
来
の
財
政
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
に
よ
る
資

本
蓄
積
方
式
か
ら
、
生
産
過
程
に
お
げ
る
搾
取
に
基
礎
を
置
い
た
資
本

蓄
積
方
式
へ
の
転
換
の
一
環
と
し
て
開
始
さ
れ
た
。

ぽ
た
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
熟
練
労
働
者
は
、

義
の
顛
頭
的
発
展
か
ら
近
代
的
熟
練
労
働
力
の
広
汎
な
発
生
と
い
う
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

賂
を
へ
ず
に
熟
練
労
働
力
の
企
業
内
養
成
秒
態
に
の
み
依
存
し
て
き
た
。

の
戦
時
体
制
下
の
企
業
内
養
成
が
『
修
身
・
公
民
』
　
『
教
練
』
を
機
軸

と
し
て
の
み
組
織
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
に
つ
戦
時
体
制
下
に
お
げ
る

政
府
の
「
熟
練
工
養
成
」
政
策
が
僅
か
五
・
六
カ
月
の
短
期
養
成
を
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

図
し
て
い
た
に
す
ぎ
た
か
っ
た
。
↑
ｏ
敗
戦
後
、
企
業
内
養
成
教
育
が
イ

ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
政
策
に
よ
る
価
値
収
奪
に
依
存
し
た
傾
斜
生
産
方
式

の
も
と
で
終
息
状
態
に
お
か
れ
て
い
た
。
、
こ
れ
ら
に
起
因
し
て
独
占
的

大
企
業
の
必
要
を
大
幅
に
下
廻
る
絶
対
的
な
減
少
を
示
す
も
の
で
あ
っ

（
七
七
〇
）

　
こ
の
時
期
、
独
占
的
大
企
業

は
、
労
働
目
の
延
長
と
直
接
的

な
裸
の
労
働
強
化
を
主
要
な
手

段
と
す
る
生
産
期
問
の
短
縮
を

お
し
す
す
め
て
い
く
た
め
に
、

プ
ル
・
オ
ー
バ
ー
二
・
・
ル
に
代

表
さ
れ
る
復
旧
・
整
備
さ
れ
た

旧
来
の
機
械
体
系
に
一
定
数
の

熟
練
労
働
者
を
配
置
し
な
け
れ

　
　
　
０
Ｄ
戦
前
日
本
資
本
主



た
。
か
く
て
、
独
占
的
大
企
業
は
、
熟
練
労
働
者
の
養
成
を
目
的
と
し

て
編
成
さ
れ
る
企
業
内
養
成
教
育
に
の
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
こ
う
し
て
五
〇
年
代
前
半
開
始
さ
れ
た
企
業
内
養
成
教
育
は
、
戦
時

’
体
制
下
に
編
成
さ
れ
た
企
業
内
養
成
教
育
の
撤
廃
の
上
に
編
成
さ
れ
な

げ
れ
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
結
果
と
し
て
の
目
本
帝

国
主
義
の
崩
壌
と
、
敗
戦
を
契
機
と
す
る
一
連
の
「
民
主
化
」
は
、
こ

　
の
分
野
で
も
工
場
事
業
場
技
能
者
養
成
令
（
一
九
三
九
年
三
月
）
の
廃
止

と
労
働
基
準
法
の
制
定
と
し
て
表
現
さ
れ
た
。
戦
後
に
お
げ
る
企
業
内

養
成
教
育
開
始
の
先
が
げ
と
た
っ
た
目
本
鋼
管
で
は
、
次
の
よ
う
に
方

針
の
設
定
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
　
　
「
わ
が
杜
は
創
立
以
来
従
業
員
教
育
に
力
を
そ
そ
ぎ
－
…
・
従
業
員
の
知
識
の

　
向
上
、
技
術
の
習
得
お
よ
び
品
性
の
陶
冶
に
っ
と
め
た
。
…
－
二
〇
年
八
月
敗

　
戦
と
同
時
に
戦
争
協
力
を
自
ざ
す
精
神
教
育
の
支
柱
は
も
ろ
く
も
崩
潰
し
て
し

　
ま
っ
た
。
政
治
的
、
経
済
的
秩
序
の
急
激
な
変
革
と
民
主
主
養
一
同
揚
の
最
中
に

　
あ
っ
て
、
労
務
管
理
の
基
調
は
当
然
、
減
私
奉
公
か
ら
民
主
主
義
的
人
問
関
係

　
の
育
成
へ
と
変
化
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
教
育
訓
練
の
面
で
も

　
ま
た
お
の
づ
か
ら
、
戦
時
の
精
神
本
位
教
育
や
軍
隊
式
強
制
訓
練
を
捨
て
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
民
主
主
義
に
副
っ
た
教
育
訓
練
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
と
た
っ
た
」
。

　
　
所
謂
「
民
主
主
義
に
副
っ
た
教
育
訓
練
方
式
」
は
ま
ず
、
戦
時
体
制

下
に
お
げ
る
企
業
内
養
成
教
育
学
科
構
成
の
機
軸
を
た
し
た
『
修
身
・

公
民
』
・
『
教
練
』
の
撤
廃
に
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
戦
前
、
企
業
内
養

　
　
　
　
　
戦
後
に
お
け
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）

成
教
育
の
も
っ
と
も
盛
ん
で
あ
っ
た
日
本
製
鉄
に
お
げ
る
学
科
構
成
と

比
較
し
て
国
語
・
数
学
た
ど
の
基
礎
学
科
と
製
図
・
機
械
工
学
大
意
な

ど
の
専
門
学
科
の
充
当
時
間
数
の
大
幅
な
増
加
に
示
さ
れ
る
。
ま
た
、

全
体
と
し
て
み
た
充
当
時
間
数
の
画
期
的
な
増
大
に
示
さ
れ
る
（
１
Ｉ

２
表
）
。
こ
う
し
て
企
業
内
養
成
教
育
は
、
熟
練
労
働
者
の
養
成
を
戦

時
体
制
下
に
お
げ
る
そ
れ
と
は
著
し
く
異
な
る
内
容
で
実
施
さ
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
熟
練
労
働
者
の
養
成
は
、
特
定
職
種
へ
の
固
定
を
前
提
と
す

る
学
科
構
成
の
も
と
で
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
注
意
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な

い
。
敗
戦
を
契
機
と
し
た
「
民
主
化
」
は
、
戦
前
目
本
資
本
主
義
の
資

本
蓄
積
条
件
に
重
大
な
変
更
を
加
え
た
も
の
の
、
真
の
民
主
的
変
革
と

は
た
り
え
ず
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
に
従
属
し
た
目
本
独
占
資
本
主
義

の
「
復
活
」
過
程
と
、
結
合
さ
れ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
結

果
、
企
業
内
養
成
教
育
は
、
教
育
支
出
を
可
能
な
か
ぎ
り
圧
縮
し
そ
の

分
だ
け
利
潤
率
を
高
め
る
こ
と
に
お
い
て
、
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
学
科
構
成
に
検
討
を
か
ぎ
っ
た
場
合
に
１
お
い
て
さ

え
次
の
諾
点
に
表
現
さ
れ
る
。

　
第
一
に
、
国
語
・
数
学
た
ど
基
礎
学
科
が
、
資
本
の
必
要
と
す
る
範

囲
に
狭
く
限
定
さ
れ
、
倭
小
化
さ
れ
た
内
容
で
編
成
さ
れ
て
い
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
（
七
七
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

づ
育

基
教

に
成

法
養

準
内

４
４
３

４
２
２

０
８

８
４

基
業

４
，

働
企

３
Ｏ
，
６

労
く

丁
／
ｌ
Ｉ
Ｉ
「
ー
ノ
り
＾
０
ｎ
）
２
だ
ｏ
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ｏ
８

１
１
一
４
ｎ
ｚ
１
－
一
〇
）
ｏ
）
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ｏ

ｏ
ｏ
２
１
１
ｏ
ｏ
　
　
　
　
　
１

２
５
５

１

令
育

成
教

養
成

者
養

能
内

技
業

（
ｏ
　
　
４
０
）
　
ｏ
Ｏ

８
１

６
９

４
４

３

４

３

場
企

２
，
１

諦

場
基

工
に

科
民
練
会
育
語
学
学
理
語
学
学
業
学
意
学
学
学
図
意
料
意
意
要
要
要
科
技
ダ
数
－
樽
附
製
一
議
一
一
　
　
　
丁
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
種

計

学

修
教

基
礎
学
科

共
通
専
門
（
職
業
）
学
科

職
実

一
二
〇
　
（
七
七
二
）

３
９
成

ｃ
嶋
養

　
内

育
業

教
企
較

成
く
ヒ

養
づ
鮒

内
基
構

業
に
科

企
法
学

く
準
の

づ
基
と

基
働
）

に
労
管

令
と
鋼

成
　
　
本

養
瑚
目

者
釜
一

溌

業
一
〇
嶋

事
月

場
６
育

工
年
教

表↓
１
１

）

鞘
肚
づ
育

蝉
基
教

，
５
１
　
年
他
　
を
率

０
頁
材
　
カ
・
。
％
業

７
３
５
０
　
３
た
る
９
８
卒

）
〃
恥
詰
境

月
成
　
３
縮
制
１
９
ず
ら

驚
駕
年
は
鴛

灘
燕
鱗

剋
編
　
は
降
６
け
に
上

議
篭
農
猛

式
原
　
成
４
４
制
育
つ
７

株
桐
　
養
１
９
日
教
い
４
年

鉄
，
内
，
全
内
て
９
４

製
剤
　
業
年
は
業
し
１

鵜
籔
蟻

員
の
　
に
１
内
に
ご
９
４

委
管
　
令
後
業
令
年
却

集
鋼
　
成
の
企
成
逐
‘

灘
鰹
脇

株
井
成
業
て
準
業
４
５
数

鉄
折
作
事
し
基
事
１
９
者

製
，
り
場
と
働
業
に
業

本
表
よ
工
育
労
工
高
卒

目
１
８
頁
　
教
方
　
最
（

）注（

で
あ
る
。

　
た
と
え
ぽ
、
国
語
の
充
当
時
間
数
が
、
工
業
高
校
に
お
げ
る
そ
れ
と

比
較
し
て
決
定
的
に
少
た
い
（
後
老
の
三
八
％
）
こ
と
。
国
語
の
内
容
も

般
で
は
た
く
や
が
て
自
ら
の
研
鎮
に
よ
り
、

筋
肉
、
そ
れ
を
充
分
に
調
整
支
配
す
る
神
経
の
役
目
の
為
で
あ
る
」
。

　
第
二
に
、
技
術
学
的
知
識
に
関
す
る
学
科
が
、
職
種
ご
と
に
著
し
く

「
当
所
に
お
い
て
将
来
中

堅
工
と
牟
っ
て
種
々
の
記

録
・
報
告
等
を
な
す
場
合

の
習
練
と
、
自
已
の
意
志

を
他
に
対
し
て
う
ま
く
表

現
す
る
た
め
の
話
し
方
の

　
（
４
）

習
練
」
の
か
ぎ
り
で
あ
っ

た
こ
と
。
さ
ら
に
、
英
語

は
「
工
業
英
語
と
し
て
現

場
機
械
や
現
場
作
業
等
に

関
係
の
深
い
用
語
の
学
習

　
　
　
　
　
　
（
５
）

を
主
と
し
て
行
く
」
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
た
こ
と
。

こ
の
よ
う
に
「
関
連
学
科

の
求
め
る
も
の
は
、
各
々

の
学
科
本
来
の
内
容
の
全

仕
上
げ
ら
れ
る
血
の
通
う

　
　
　
　
　
　
　
（
６
）



細
分
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
鉄
鋼
業
に
お
げ
る
職
種
分
類
は
、
工
業
高
校
に
お
げ
る
そ
れ
が
機

械
・
電
気
・
化
学
と
大
分
類
さ
れ
て
い
た
の
と
は
対
照
的
に
、
製
鉄

工
・
ガ
ス
発
生
炉
工
・
製
鋼
工
・
圧
延
伸
張
工
・
計
測
器
工
な
ど
、
三

六
職
種
に
小
分
類
さ
れ
て
い
た
。
技
術
学
的
知
識
に
関
す
る
学
科
は
、

こ
の
職
種
小
分
類
に
対
応
し
て
編
成
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
製
鋼
工
で

は
、
鉄
冶
金
学
の
原
理
・
金
属
材
料
及
黙
処
理
・
実
際
製
鉄
法
．
鉄
鋼

鋼
材
・
鉄
鋼
加
工
・
実
用
金
属
材
料
・
耐
火
物
加
工
、
圧
延
伸
張
工
で

は
、
鋼
材
圧
延
法
・
鋼
片
加
熱
炉
・
工
業
窯
炉
・
熱
精
算
．
燃
焼
方
法

及
装
置
、
計
測
機
器
工
で
は
、
精
密
測
定
及
計
測
機
器
．
計
測
器
学
．

基
礎
力
学
・
機
械
運
動
学
・
材
料
強
弱
学
・
は
か
り
機
械
．
度
量
衝

学
・
計
測
法
全
集
・
機
械
工
学
測
定
法
・
計
量
心
得
集
（
教
科
書
．
参
考

書
名
で
示
す
）
。
し
た
が
っ
て
、
養
成
教
育
生
は
、
技
術
学
的
知
識
の
体

系
的
た
理
解
を
望
む
べ
く
も
た
く
、
特
化
さ
れ
た
熟
練
の
移
成
に
甘
ん

じ
た
げ
れ
ぼ
た
ら
た
か
っ
た
。

　
第
三
に
、
実
技
充
当
時
問
が
学
科
構
成
の
主
要
部
分
を
な
し
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
実
技
に
は
三
四
八
○
時
間
が
充
当
さ
れ
、
学
科
時
間
数

全
体
の
お
よ
そ
六
〇
％
、
基
礎
学
科
充
当
時
問
数
の
お
よ
そ
三
倍
、
工

業
学
科
充
当
時
問
数
の
二
倍
以
上
に
達
し
て
い
た
。
ま
た
、
実
技
は
、

　
　
　
　
戦
後
に
お
げ
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）

一
年
次
前
半
期
（
四
月
～
九
月
）
に
お
げ
る
仕
上
基
本
実
習
・
鐘
掛
実

習
・
鍛
造
基
本
実
習
・
機
械
実
習
・
熱
処
理
実
習
な
ど
二
八
八
時
問
の

共
通
基
本
実
習
の
終
了
以
降
、
充
当
時
問
数
の
殆
ん
ど
に
あ
た
る
三
一

九
二
時
問
に
互
っ
て
製
銑
工
・
ガ
ス
発
生
炉
工
・
製
鋼
工
な
ど
、
決
定

さ
れ
た
職
種
ご
と
に
各
工
場
へ
配
置
さ
れ
教
育
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

構
成
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
企
業
内
養
成
教
育
は
、
熟
練
労
働
者
を
特
定
の
職
種

に
特
化
さ
せ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
学
科
構
成
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
こ
の
学
科
構
成
は
、
戦
時
体
制
下
に
お
げ

る
企
業
内
養
成
教
育
の
機
軸
を
な
し
た
『
修
身
・
公
民
』
・
『
教
練
』
の

撤
廃
の
上
に
た
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
学
科
構
成
は
、

基
礎
・
専
門
学
科
充
当
時
問
の
大
幅
た
増
加
と
全
体
と
し
て
み
た
充
当

時
問
の
画
期
的
な
増
大
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
意

味
で
、
五
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
企
業
内
養
成
教
育
は
、
戦
時
体
制
下

に
お
け
る
そ
れ
と
は
異
な
っ
た
職
業
技
術
の
捗
成
を
保
障
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
だ
が
、
職
業
技
術
の
彩
成
は
、
資
本
の
必
要
と
す
る
範
囲
に
．

狭
く
限
定
さ
れ
籏
小
化
さ
れ
た
内
容
で
編
成
さ
れ
た
基
礎
学
科
．
体
系

性
を
無
視
し
て
細
分
化
さ
れ
た
専
門
学
科
の
も
と
で
、
部
分
的
で
肢
行

的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
養
成
教
育
生
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
　
（
七
七
三
）
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特
定
職
種
へ
の
生
涯
の
特
化
を
余
儀
た
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
２
　
新
規
高
卒
者
の
大
量
採
用
に
よ
る
企
業
内
養
成
教
育

　
　
　
　
の
縮
小

　
目
本
独
占
資
本
主
義
は
、
す
で
に
一
九
五
、
一
年
、
戦
前
工
業
生
産
水

準
（
一
九
三
六
～
三
八
年
平
均
）
を
突
破
し
、
ひ
き
っ
づ
き
五
五
年
末
、

戦
前
工
業
生
産
水
準
の
二
倍
を
達
成
す
る
に
い
た
っ
た
。

　
一
九
五
五
年
以
降
に
は
、
こ
れ
ら
の
生
産
の
回
復
を
足
掛
り
と
し
て
、

機
械
体
系
の
変
化
を
積
秤
と
す
る
戦
後
目
本
資
本
主
義
の
高
蓄
積
過
程

が
進
行
す
る
。
こ
の
時
期
に
お
げ
る
機
械
体
系
は
、
そ
れ
の
復
旧
・
整

備
と
い
う
第
一
次
合
理
化
期
（
一
九
五
一
～
五
五
年
）
の
方
式
に
か
わ
っ

て
、
外
国
技
術
の
導
入
を
中
心
と
し
た
新
設
を
特
徴
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
鉄
鋼
業
に
つ
い
て
い
え
ぱ
、
大
型
化
さ
れ
た
高
炉
に
お
げ
る
原

料
装
入
作
業
の
自
動
化
た
い
し
は
計
器
に
よ
る
操
作
。
平
炉
に
か
わ
る

純
酸
素
上
吹
転
炉
（
Ｌ
Ｄ
転
炉
）
の
導
入
と
自
動
制
御
装
置
の
採
用
。
回

転
炉
・
熱
風
炉
・
コ
ー
ク
ス
炉
に
お
け
る
ガ
ス
圧
力
の
自
動
調
節
・
自

動
燃
焼
制
御
・
自
動
切
換
の
採
用
。
プ
ル
・
オ
ー
バ
ー
；
・
ル
に
か
わ

る
ス
ト
リ
ッ
プ
・
、
ミ
ル
の
導
入
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
生
産
期
間
短
縮
の

主
要
な
手
段
で
あ
る
労
働
生
産
性
の
上
昇
は
、
顕
著
な
動
勢
を
示
す
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
　
（
七
七
四
）

の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ぽ
、
圧
延
部
門
に
お
げ
る
圧
延
能
率
（
材
料
圧

延
高
／
ロ
ー
ル
運
転
時
問
）
は
、
プ
ル
・
オ
ー
バ
ー
；
・
ル
当
時
二
・
八

ト
ソ
で
あ
っ
た
の
に
較
べ
、
ホ
ヅ
ト
・
ス
ト
リ
ッ
プ
（
半
連
続
式
）
で
は

二
九
五
ト
ソ
に
達
し
て
い
た
。

　
独
占
的
大
企
業
は
、
こ
う
し
た
労
働
生
産
性
の
上
昇
を
企
業
内
養
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
拡
大
と
は

）人位単（
数用採リ

ロ
刀
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Ｊ
ｏ
）

１
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一
１
↓
１
■
一
１
↓
１
・
一
１
↓
１
１
一
１
・
一

代現座講『」化変
成
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
る

構
　
　
　
　
よ

の
　
。

　
　
　
　
に

級
用

階
借
　
　
成

　
　
。
　
作

者
を
　
　
　
　
の

繍
灘

剃
　
は
の
よ

籔
鱗

圃
駄
鐙

「
所
新
義
，

延
２
は
は
所

安
』
工
他
鉄

木
論
成
の
製

栗
金
養
そ
Ｋ

　
賃）注（

異
た
っ
た
手
段

の
媒
介
に
、
よ
っ

て
達
成
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
企
業
内

養
成
教
育
は
、

五
〇
年
代
前
半

と
比
較
し
て
取

り
分
け
た
変
化

を
示
す
こ
と
な

く
継
続
さ
れ
た
。

そ
の
観
模
は
、

養
成
工
採
用
数



の
横
這
い
（
一
九
五
五
年
一
一
一
名
、
五
六
～
五
九
年
に
か
げ
て
い
ず
れ
も
一

二
〇
名
）
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
状
維
持
の
ま
ま
で
あ
っ
た
（
皿
１

３
表
）
。
ま
た
、
そ
の
内
容
も
、
実
技
時
間
数
が
学
科
時
問
数
全
体
の
過

半
を
依
然
亡
し
て
占
め
続
げ
た
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
基
本
的
と

評
価
し
う
る
ほ
ど
の
変
化
を
も
っ
も
の
で
は
な
か
っ
た
（
１
Ｉ
４
表
）
。

後
者
の
側
面
は
、
目
本
鋼
管
鶴
見
製
鉄
所
に
お
け
る
養
成
工
の
次
の
よ

Ｏ０１８４０，６

う
な
意
志
表
示
に
－
も
示
さ
れ
て
い
る
。
実
技
で
ぱ
「
起
董
機
の
操
作
・

運
転
は
教
え
る
が
、
そ
の
構
造
や
原
理
に
つ
い
て
は
何
も
教
え
ら
れ
て

い
な
い
。
計
器
が
正
常
か
ど
う
か
見
と
ど
げ
る
こ
と
に
っ
い
て
は
一
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

教
え
る
が
そ
れ
以
上
立
ち
入
っ
て
計
器
の
原
理
ま
で
は
教
え
な
い
」
。

　
さ
ら
に
企
業
内
養
成
教
育
は
、
六
〇
年
代
に
入
る
と
規
模
の
絶
対
的

な
縮
小
さ
え
示
し
た
（
Ｋ
製
鉄
所
に
お
け
る
養
成
工
採
用
数
は
六
〇
年
九
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

　
　
　
　
　
　
名
、
六
一
年
八
八
名
、
六
二
年
八
月
五
八
名
）
。
こ
の
こ
と
は

　
　
　
）

　
　
　
間

と
の
時

育
育

教
教
位

成
成
　
単

養
養
（

内
内

業
業

企
企

く
　
く

づ
づ

基
基
較

に
に
比

法
法
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準
練
問

基
訓
時

働
業
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労
職
学
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杜
体
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英
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礎
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１
ｌ
Ｉ
１
１
－
－
－
＼
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４
４
だ
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（
ｏ

４
４
ｏ
Ｊ
ｏ
リ

ー
■
■
■

９
６
９
６
９
６
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工
丁

２
６
６
２
２
８
８
８

９
９
９
７
７
４
４
４

ユ
図
意
料
意
意
要
要
要
意
法
焼

鰍
轟
雛

製
機
工
電
工
製
製
圧
鉄
機
燃

共
通
専
門
学
科

Ｏ
）
Ｏ
）

一
〇
〇
）

４
（
０

８
「
ｏ

３
４

　
３

Ｏ
Ｏ

Ｏ
０

１
■
１
■
一

２
０

一
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｆ
ｏ
４

　
３

科
技学門専男種

職
実

Ｏ０１８４０６計

折
　
成
基

　
　
養
に

頁
　
内
）

５
１
　
業
月

　
　
企
７

』
１
　
　
の
年

集
　
管
５
８

定
　
鋼
１
９
。

規
　
本
（
る

育
　
日
法
あ

教
一
は
燃
で

・
成
育
訓
の

系
作
教
業
も

体
り
成
職
の

育
よ
養
，
鉄

教
頁
内
り
製

社
４
８
業
あ
崎

鷺
片
削

鉄
２
４
づ
～
育

“
，
基
月
教

盟
文
に
４
成

連
論
法
年
養

鋼
掲
準
４
９
内

鉄
前
基
１
９
業

本
向
働
（
企

日
日
労
育
く

　
井
　
教
づ

）注（

戦
後
に
お
げ
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）

目
本
鉄
鋼
連
盟
が
次
の
よ
う
に
、
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か

ら
み
て
、
一
独
占
企
業
に
お
げ
る
動
向
に
と
ど
ま
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
　
「
技
術
革
新
の
進
展

に
よ
り
」
「
中
卒
者
の
養
成
が
減
っ
て
」
お
り
、
こ
の

傾
向
は
今
後
共
強
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
た
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

っ
て
こ
の
傾
向
は
、
企
業
内
教
育
の
「
曲
り
角
」
と
も

い
う
べ
き
も
の
に
他
な
ら
な
い
、
と
指
摘
し
た
こ
と
が

そ
れ
で
あ
る
。

　
で
は
、
企
業
内
養
成
教
育
の
シ
」
う
し
た
動
向
と
対
比

し
て
み
る
と
き
、
労
働
生
産
性
上
昇
を
保
障
し
た
労
働

力
問
題
に
お
げ
る
基
本
的
な
変
化
は
、
い
か
た
る
も
の

で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
、
基
幹
労
働
者
が
企
業
内
養
成

　
　
　
　
　
　
一
二
三
　
（
七
七
五
）
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教
育
終
了
の
労
働
者
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
校
卒
の
若
年

労
働
者
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
こ
と
に
転
換
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
徴

侯
は
、
企
業
内
養
成
教
育
が
取
り
分
げ
た
発
展
を
示
す
こ
と
た
く
継
続

さ
れ
た
五
〇
年
代
後
半
、
す
で
に
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
転
換
は
、
臨
海
新
設
工
場
で
高
卒
者
の
割
合
が
過
半
を
越
え
て
い

た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
六
〇
年
代
初
頭
、
歴
然
た
る
傾
向
と
し

て
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
転
換
は
、
以
下
の
諾
点
の
結

果
と
し
て
お
し
す
す
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
高
校
進
学
の
一
般
化
傾
向
は
、
高
校
教
育
改
革
と
相
侯
っ

て
高
卒
者
の
労
働
力
価
値
を
低
下
さ
せ
、
独
占
的
大
企
業
を
し
て
彼
等

の
大
量
か
つ
安
価
な
採
用
を
可
能
た
ら
し
め
た
こ
と
で
あ
る
。
、

　
高
校
教
育
の
改
革
は
、
す
で
に
五
〇
年
代
前
半
か
ら
次
の
よ
う
に
着

手
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
目
本
経
営
者
団
体
連
盟
は
『
新
教
育
制

度
の
再
検
討
に
関
す
る
要
望
』
（
一
九
五
二
年
一
〇
月
）
を
手
初
め
に
『
当

面
教
育
制
度
改
善
に
関
す
る
要
望
』
（
五
四
年
士
百
）
、
『
新
時
代
の
要

請
に
対
応
す
る
技
術
教
育
に
関
す
る
意
見
』
（
五
六
年
十
一
月
）
、
『
科
学

技
術
教
育
振
興
に
関
す
る
意
見
』
（
五
七
年
士
百
）
を
あ
い
つ
い
で
発

表
し
、
公
教
育
体
系
に
お
げ
る
技
術
教
育
の
「
振
興
」
を
逼
る
も
の
で

あ
っ
た
。
な
か
で
も
『
新
時
代
の
要
請
に
対
応
す
る
技
術
教
育
に
関
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四
　
（
七
七
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

る
意
見
』
は
、
機
械
体
系
の
変
化
が
「
技
能
者
の
計
画
的
た
養
成
教
育
」

を
避
げ
ら
れ
な
い
も
の
に
し
て
い
る
と
し
て
、
公
的
技
能
者
養
成
制
度

の
改
革
・
技
能
連
携
制
度
の
新
設
・
普
通
高
校
ｑ
圧
縮
と
工
業
高
校
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

拡
充
・
工
業
高
校
に
お
げ
る
「
産
業
人
と
し
て
の
人
格
教
育
・
撲
教
育
」

の
強
化
を
、
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
中
央
教
育
審
議
会
は
、
こ
う
し

た
独
占
資
本
の
意
を
体
し
て
『
科
学
技
術
教
育
の
振
興
方
策
に
つ
い
て
』

（
五
七
年
十
一
月
）
を
採
択
し
、
高
校
に
お
げ
る
数
学
・
理
科
・
産
業
教

育
の
強
化
、
進
路
指
導
、
普
通
課
程
の
転
換
な
い
し
新
設
に
よ
る
職
業

課
程
わ
げ
て
も
工
業
課
程
の
増
設
を
、
実
施
に
う
つ
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
高
校
進
学
率
は
、
六
・
三
・
三
・
四
制
の
単
線
型
学
校
教
育

体
系
の
も
と
で
、
一
九
五
〇
年
四
二
％
、
五
五
年
五
一
・
五
％
、
六
一

年
六
二
・
三
％
と
、
急
激
な
上
昇
を
辿
る
も
の
で
あ
っ
た
（
丈
部
省
『
学

校
教
育
基
本
調
査
』
）
。

　
独
占
的
大
企
業
は
、
高
卒
者
を
機
械
体
系
の
最
も
発
展
し
た
臨
海
新

設
工
場
・
工
程
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
工
業
高
校
の
拡
充
・
技
能
教
育

の
「
振
興
」
進
学
率
の
上
昇
、
こ
れ
ら
を
背
景
と
し
て
す
す
む
高
校
労

働
力
価
値
の
低
下
を
最
大
限
に
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
定
時
制
高
校
へ
の
通
学
が
、
企
業
内
養
成
教
育
に
対
す
る

養
成
工
の
自
然
発
生
的
反
抗
と
し
て
、
広
範
に
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
で



定
況

の
状

生
学

育
就

教
の

成
へ
）

養
校
鋼

内
高
製

業
制
戸

企
時
榊

表｛
１
１

率学就数者学就籍在年学

％
１
３＼ノ７人

５
４

４
５

２
１

４
７

６
６

２
７

４
１

年
年
年

－
人
　
ｎ
６
　
３

７

８
．

３
５
５２４ユ計

系
頁

体
６
４

育
－

教
）

土
月

↓
千

箪

鉄
９
６

『
Ｇ
　
。

盟
』
用

連
－
皆

鋼
集
を

鉄
定
表

本
規
率

日
育
学

　
教
就

）注（

あ
る
（
Ｈ
…
５
表
）
。

　
こ
の
こ
と
が
い
か
に
企

業
内
養
成
教
育
の
存
廃
に
■

か
か
わ
る
重
大
事
項
で
あ

っ
た
か
は
、
大
内
経
雄
、

折
井
日
向
氏
を
は
じ
め
と

し
て
企
業
内
教
育
の
発
展

を
基
本
的
立
場
と
す
る
研

究
者
が
、
養
成
工
の
定
時

制
通
学
に
ー
つ
い
て
お
し
な
べ
て
主
要
な
関
心
を
払
っ
て
い
た
こ
と
に
も

　
　
　
（
１
２
）

示
さ
れ
る
。

　
も
と
よ
り
、
養
成
工
の
通
学
は
、
企
業
内
養
成
教
育
が
養
成
工
の
希

望
し
て
い
た
基
礎
学
科
の
充
実
と
基
礎
学
力
の
向
上
に
、
答
え
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
基
礎
づ
げ
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
独
占
的
大
企

業
は
、
養
成
工
の
通
学
を
次
の
よ
う
な
意
義
に
お
い
て
の
み
確
認
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
わ
が
国
の
あ
る
製
鋼
会
杜
で
、
技
能
者
養
成
に
投
畦
ら
れ
た
費
用

と
、
生
徒
の
実
習
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
収
益
と
を
比
較
対
照
し
た
表
を

作
り
、
養
成
期
間
中
に
既
に
黒
字
を
出
し
て
い
る
事
実
を
発
見
し
、
大

　
　
　
　
戦
後
に
お
げ
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）

い
に
教
育
に
自
信
を
得
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
経
営
の
教

育
に
対
す
る
理
解
を
増
す
上
に
も
、
大
い
に
役
立
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

（
１
３
）

る
」
。
だ
が
「
養
成
さ
れ
て
い
る
技
能
工
の
ほ
と
ん
ど
全
部
の
者
が
、

附
近
の
定
時
制
高
校
に
通
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
大
部
分
の
者
が
無

理
が
重
っ
て
病
気
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
会
杜
に
し
て

み
れ
ぱ
、
折
角
多
額
の
金
を
か
け
て
養
成
し
た
技
能
工
が
、
成
業
問
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

に
、
バ
タ
バ
タ
倒
れ
ら
れ
た
の
で
は
や
り
き
れ
な
い
の
で
あ
る
」
。
あ

る
い
ば
、
通
学
が
「
現
実
の
二
重
通
学
と
な
っ
て
、
年
少
者
を
し
て
徒

ら
に
肉
体
的
・
精
神
的
の
負
担
を
加
重
し
、
ひ
い
て
は
健
康
を
損
ね
、

成
績
を
低
下
し
、
や
や
も
す
れ
ぱ
実
習
の
安
全
に
も
影
響
す
る
結
果
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

招
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
。

　
こ
の
よ
う
に
独
占
的
大
企
業
は
、
定
時
制
高
校
へ
の
通
学
を
、
企
業

内
養
成
教
育
に
対
す
る
費
用
負
担
効
率
の
問
題
と
し
て
の
み
確
認
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
独
占
的
大
企
業
は
、
基
幹
労
働
者
を
養

成
工
に
－
か
わ
る
安
価
で
大
量
の
高
卒
労
働
力
に
１
よ
っ
て
充
足
し
う
る
諸

条
件
が
整
う
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
方
向
に
進
ん
で
転
換
す
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
、
定
時
制
高
校
へ
の
通
学
の
増
大
を
契
機
と
し
て
示
す
も

の
で
あ
っ
た
。

　
第
三
に
、
実
技
充
当
時
間
が
学
科
構
成
時
間
全
体
の
過
半
を
越
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
　
（
七
七
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

企
業
内
養
成
教
育
で
は
、
機
械
体
系
の
急
速
た
発
展
の
も
と
に
お
げ
る

機
械
運
転
・
制
御
労
働
と
の
隔
絶
を
深
化
さ
せ
ざ
る
を
え
た
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

　
実
技
は
、
１
）
機
械
体
系
の
実
際
的
た
取
扱
い
方
法
を
教
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
狭
く
隈
定
さ
れ
嬢
小
化
さ
れ
た
基
礎
学
科
と
細
分
化
さ
れ
た

専
門
学
科
と
を
補
充
す
る
、
の
養
成
期
問
の
早
い
時
期
に
費
用
負
担
を

回
収
し
利
潤
率
を
高
め
る
、
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
充
当
時
問
は
可
能
た
か
ぎ
り
拡
大
さ
れ
た
げ
れ
ば

た
ら
ず
、
現
に
五
〇
年
代
を
つ
う
じ
て
学
科
構
成
全
体
の
過
半
を
越
え

る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
機
械
体
系
の
実
際
的
な
取
扱
い
方
法
の
教

授
に
よ
っ
て
学
科
の
狭
隆
性
を
補
完
す
る
こ
と
は
、
機
械
運
転
・
制
御
労

働
と
の
隔
絶
を
遅
か
れ
早
か
れ
暴
露
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
か
と
い
っ
て
、

実
技
時
間
の
短
縮
は
利
潤
率
の
低
下
を
も
た
ら
す
。
独
占
的
大
企
業
は
、

こ
の
ジ
レ
ソ
マ
を
利
潤
率
の
低
下
に
結
果
し
た
い
方
法
、
す
な
わ
ち
高

卒
労
働
力
の
採
用
に
よ
っ
て
「
解
決
」
し
よ
う
と
努
め
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
企
業
内
養
成
教
育
は
、
六
〇
年
代
初
頭
、
絶
対
的
た
縮
小

を
示
す
こ
と
に
た
る
。
そ
れ
は
、
生
産
期
問
の
短
縮
を
媒
介
と
す
る
利

潤
率
の
上
昇
を
保
障
す
る
た
め
の
、
機
械
体
系
へ
の
熟
練
労
働
者
の
配

置
を
目
的
と
し
て
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六
　
（
七
七
八
）

用
負
担
を
で
き
る
か
ぎ
り
圧
縮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
潤
率
を
高
め
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
編
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
高
卒
労
働
力
の
採
用
に

よ
る
労
働
力
構
成
の
変
化
に
と
っ
て
変
わ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
（
１
）
風
早
八
十
二
「
生
産
力
拡
充
と
熟
練
工
養
成
問
題
　
　
二
、
三
の
基

　
　
　
本
的
論
点
を
中
心
に
」
　
『
財
政
経
済
時
報
』
第
二
呵
巻
第
八
号
三
八
～

　
　
　
四
三
べ
－
ジ
。

　
（
２
）
山
田
準
三
「
戦
時
中
の
労
働
者
」
『
現
代
目
本
資
本
主
義
大
系
』
Ｖ

　
　
　
労
働
、
六
四
べ
ー
ジ
。

　
（
３
）
赤
坂
武
編
『
日
本
鋼
管
株
式
会
杜
四
〇
年
史
』
五
六
八
～
九
ぺ
－
ジ
。

　
（
４
）
折
井
目
向
「
日
本
鋼
管
の
養
成
工
教
育
」
桐
原
孫
見
編
『
技
能
者
養

　
　
　
成
』
二
四
九
～
五
〇
ぺ
－
ジ
。

　
（
５
）
　
折
井
日
向
、
前
掲
論
文
、
二
五
〇
ぺ
ー
ジ
。

　
（
６
）
中
村
一
男
「
技
能
者
養
成
」
労
働
省
婦
人
少
年
局
『
年
少
労
働
者
の

　
　
　
教
育
と
訓
練
』
一
四
ニ
ベ
ー
ジ
。

　
（
７
）
　
労
働
調
査
協
議
会
『
職
業
技
術
教
育
と
労
働
者
』
八
○
べ
ー
ジ
。

　
（
８
）
栗
木
安
延
「
『
重
化
学
工
業
化
』
と
労
働
者
階
級
の
構
成
変
化
」
金

　
　
　
子
ハ
ル
オ
他
編
『
講
座
現
代
賃
金
論
』
２
所
収
、
二
七
五
べ
ー
ジ
。

　
（
９
）
　
日
本
鉄
鋼
連
盟
『
鉄
鋼
各
杜
教
育
体
系
・
教
育
規
定
集
１
』
ま
え
が

　
　
　
き
。

　
（
１
０
）
　
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
『
新
時
代
の
要
請
に
対
応
す
る
技
術
教
育
に

　
　
　
関
す
る
意
見
』
横
浜
国
立
大
学
現
代
教
育
研
究
所
編
『
増
補
中
教
審
と

　
　
　
教
育
改
革
』
一
九
七
ぺ
ー
ジ
。

　
（
ｕ
）
　
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
、
前
掲
意
見
書
、
一
九
八
べ
－
シ
。

　
（
１
２
）
　
た
と
え
ば
、
大
内
経
雄
「
経
営
と
技
能
者
養
成
」
桐
原
裸
見
編
、
前



（
１
３
）

（
１
４
）

（
１
５
）

掲
書
。
折
井
日
向
、
前
掲
論
文
を
参
照
。

　
大
内
経
雄
、
前
掲
論
文
、
五
三
べ
ー
ジ
。

　
大
内
経
雄
、
前
掲
論
文
、
四
四
ぺ
－
ジ
。

　
折
井
日
向
、
前
掲
論
文
、
二
八
五
べ
ー
ジ
。

ＩＩＩ

学
歴
構
成
の
変
化
を
基
礎
と
す
る
集
合
教
育
の

展
開

　
　
１
　
集
合
教
育
の
展
開

　
戦
後
目
本
資
本
主
義
は
、
一
九
五
七
～
五
八
年
の
過
剰
生
産
恐
慌
を

転
期
と
し
て
、
そ
れ
に
つ
づ
く
六
〇
年
代
前
半
に
も
、
五
〇
年
代
後
半

を
上
廻
る
経
済
「
成
長
率
」
（
実
質
年
率
）
を
達
成
し
た
（
一
九
五
五
～
六

〇
年
八
・
九
％
、
六
〇
～
六
五
年
一
〇
・
○
％
）
。

　
こ
の
時
期
、
独
占
的
大
企
業
は
、
企
業
内
教
育
に
対
す
る
基
本
的
動

機
を
一
層
強
め
る
に
至
っ
た
。
独
占
的
大
企
業
は
、
生
産
期
問
短
縮
に

よ
る
利
潤
率
の
上
昇
を
確
保
す
る
た
め
に
。
、
鉄
鋼
第
二
次
合
理
化
実
績

五
三
〇
〇
億
円
を
六
〇
％
も
上
廻
る
総
額
八
二
五
〇
億
円
の
膨
大
た
設

備
計
画
（
一
九
六
〇
～
六
五
年
）
を
策
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
計

画
は
、
設
備
面
に
お
い
て
従
来
み
ら
れ
な
か
っ
た
大
型
の
溶
鉱
炉
、
Ｌ

Ｄ
転
炉
か
ら
最
新
の
圧
延
設
備
、
モ
ニ
タ
ー
（
着
視
装
置
）
と
デ
ー
タ
ｉ
・

　
　
　
　
戦
後
に
お
げ
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）

ロ
ー
ガ
ー
（
作
表
機
）
と
の
併
用
に
よ
る
デ
ー
タ
処
理
装
置
の
設
置
と

し
て
、
次
々
と
実
施
に
う
っ
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
資
本

主
義
的
技
術
革
新
は
、
固
定
資
本
投
下
量
の
増
大
を
と
お
し
て
利
潤
率

の
低
下
傾
向
に
抽
車
を
か
け
る
と
と
も
に
、
独
占
的
大
企
業
問
の
競
争

を
激
化
さ
せ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
独
占
的
大
企
業
は
、
作
業
速
度
の
加

速
化
に
よ
っ
て
資
本
回
転
期
問
を
短
縮
さ
せ
、
拡
大
さ
れ
た
規
模
で
の

剰
余
価
値
量
を
取
り
込
も
う
と
企
図
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
企
業
内
教
育
は
、
資
本
主
義
的
技
術
革
新
を
基
礎
と
し
て
加
速
化
さ

れ
た
作
業
速
度
に
労
働
者
を
対
応
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
、
一
層
の
切
迫

性
を
以
っ
て
提
起
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
た
と
え
ぱ
、
ラ
イ
ソ
・
ア
ソ

ド
・
ス
タ
ヅ
フ
制
を
前
提
と
Ｌ
た
企
業
内
教
育
体
系
の
設
定
に
い
ち
は

や
く
の
り
だ
し
た
八
幡
製
鉄
（
現
新
日
本
製
鉄
）
で
は
、
労
働
生
産
性
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

上
昇
を
「
大
き
た
破
綻
を
来
た
す
」
こ
と
な
く
遂
行
す
る
た
め
に
は
、

拡
大
さ
れ
た
規
模
で
の
企
業
内
教
育
の
展
開
が
不
可
欠
で
あ
る
、
と
し

て
次
の
よ
う
に
提
起
さ
れ
た
。

　
　
「
現
在
、
わ
が
国
の
鉄
鋼
界
に
お
げ
る
技
術
の
振
興
と
い
う
も
の
は
、
非
常

に
急
速
な
進
歩
を
示
し
ま
し
て
、
機
械
の
輸
入
、
技
術
導
入
、
管
理
技
法
の
採

用
、
そ
う
い
う
よ
う
な
直
接
的
な
措
置
に
よ
っ
て
、
推
し
進
め
ら
れ
て
、
鉄
鋼

　
の
生
産
性
向
上
と
い
う
も
の
は
著
し
く
向
上
し
て
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
長
期

的
観
点
に
た
っ
た
場
合
に
、
上
記
の
直
接
的
な
諸
施
設
と
相
並
び
ま
し
て
、
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
　
（
七
七
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

術
革
新
の
体
制
に
対
処
Ｌ
ま
す
た
め
に
、
生
産
に
従
事
し
ま
す
技
術
者
、
技
能

者
の
教
育
、
長
期
人
材
養
成
計
画
の
問
題
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
従
来
や
や
も
し

ま
す
と
、
設
備
計
画
は
資
金
的
に
最
も
膨
大
と
な
り
ま
す
の
で
、
非
常
に
重
要

視
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
技
術
革
新
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
に
よ
る
、
技

術
研
究
開
発
計
画
、
長
期
人
材
育
成
計
画
、
こ
う
い
う
も
の
を
含
め
て
、
総
合

計
画
を
組
ま
な
い
と
、
計
画
実
施
面
に
大
き
な
破
綻
を
来
た
す
も
の
だ
と
考
え

　
　
　
　
（
１
）

　
て
お
り
ま
す
」
。

　
こ
う
し
て
企
業
内
教
育
は
、
一
層
大
観
模
に
編
成
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
か
く
て
、
六
〇
年
代
前
半
の
高
蓄
積
の
時
期
に
お
げ
る
企
業
内

教
育
は
、
五
〇
年
代
に
お
げ
る
企
業
内
養
成
教
育
と
較
べ
て
次
の
よ
う

次
特
徴
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
第
一
に
、
ラ
イ
ソ
部
門
に
所
属
す
る
作
業
労
働
者
全
体
を
包
括
す
る

体
系
と
し
て
設
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
企
業
内
教
育
は
、

新
規
採
用
者
を
対
象
と
す
る
『
導
入
教
育
』
　
『
入
門
技
能
教
育
』
に
始

ま
っ
て
、
採
用
後
三
年
を
経
過
し
た
労
働
者
を
対
象
と
す
る
『
前
期
専

門
職
務
教
育
』
、
さ
ら
に
一
〇
年
を
経
過
し
た
労
働
者
を
対
象
と
す
る

『
後
期
専
門
職
務
教
育
』
（
以
上
八
幡
製
鉄
）
の
よ
う
に
、
ラ
イ
ソ
の
教

育
体
系
と
し
て
編
成
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
し
た

独
占
的
大
企
業
の
企
業
内
教
育
に
対
す
る
基
本
的
動
機
の
強
ま
り
を
基

礎
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
　
（
七
八
○
）

　
　
「
経
営
は
常
に
、
現
在
お
よ
び
将
来
の
目
的
遂
行
に
必
要
な
従
業
員
の
能
力

を
確
保
し
た
け
れ
ぼ
た
ら
な
い
。
各
管
理
者
は
、
自
ら
目
常
業
務
を
通
じ
て
部

下
従
業
員
の
教
育
指
導
に
当
る
と
と
も
に
、
適
期
に
従
業
員
を
必
要
た
教
育
過

程
に
投
入
し
て
教
育
し
、
部
門
の
機
能
遂
行
に
最
適
な
従
業
員
能
力
を
常
時
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

保
す
る
よ
う
教
育
を
計
画
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
」
。

　
第
二
に
、
企
業
内
教
育
の
主
要
部
分
が
技
術
学
的
知
識
に
の
み
限
定

さ
れ
た
う
え
で
、
編
成
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
「
と
く
に
ラ
イ
ソ
の
教
育
に
お
い
て
は
、
分
担
す
る
作
業
に
関
す
る

技
能
及
び
専
門
知
識
の
習
得
そ
の
も
の
が
教
育
目
標
で
あ
り
、
ま
た
基

本
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
現
場
作
業
と
離
れ
た
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

育
は
あ
り
得
ず
、
ま
た
教
育
の
内
容
も
具
体
的
・
特
殊
的
」
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
集
合
教
育
が
製
銑
・
鋼
管
・
鋼
板
・
電
気
・
検
査
・
機

械
製
図
・
計
測
・
潤
滑
・
金
属
材
料
等
、
職
務
部
門
ご
と
の
独
立
し
た

講
座
と
し
て
組
織
さ
れ
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
（
皿
１
１
表
）
。
さ
ら
に
、

こ
の
こ
と
は
、
集
合
教
育
が
、
職
務
部
門
の
軽
重
に
従
っ
て
差
別
的
に

序
列
化
さ
れ
た
う
え
で
組
織
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
た
。

小
出
隆
八
幡
製
鉄
教
育
課
長
は
、
さ
き
の
報
告
に
つ
づ
げ
て
次
の
よ
う

に
述
べ
た
。

　
「
教
育
対
象
の
い
か
ん
に
よ
り
ま
し
て
、
所
要
の
教
育
水
準
に
達
す

る
ま
で
の
教
育
の
内
容
・
方
法
・
時
間
た
ど
が
非
常
に
異
た
っ
て
く
る



要概の育教合集表１■ＩＩＩ
要
概

系
業
作
堅
員
中
杜

系
産
）
業
生
係
作
（
関
般
員
転
一
杜
運

系
習
受
保
業
修
未
備
）
作
（
練
整
係
般
員
訓
の
関
一
杜
生
講
全

系
入
業
新
作
（
般
員
）
一
杜
層

系
修
業
除
作
（
）
入
員
生
新
杜
習

系
傭
）
業
整
係
作
（
関
入
員
全
新
杜
保

座
講
術
技
門
専

座
講
術
技
礎
基

補
員
業
作
育
入
教
新
習

育
教
者
入
新

習
修
全
保
練
備
訓
整
生

層
階

中
　
堅
・
一
　
般
　
層

新
　
　
　
入
　
　
　
層

』要概育教員社系業作匿
艦

管鋼本
日
　
　
る

　
　
あ

頁
　
　
て

５
６一

　
４
、

砺
　
加

１』
　
　
育

１
３
　
教

成
　
合

大
　
集

集
　
　
た

料
　
　
し

資
　
　
と

営
　
象

経
　
対

『
　
を

編
　
長

会
　
工

学
策
　
長

政
　
業

営
　
作

経
本
用
し

日
借
但

　
を）注（

　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

も
の
で
あ
り
ま
す
」
。

な
ぜ
な
ら
「
個

六
の
職
務
に
っ
い
て
そ
の
職
務
及
び
職

能
が
明
確
に
規
定
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
資

格
要
件
を
分
析
し
、
確
立
し
、

そ
れ
ら

に
基
づ
い
て
教
育
の
対
象
、
ど
ん
な
仕

事
が
で
き
れ
ぱ
よ
い
の
か
。
範
囲
、

そ

れ
に
－
っ
い
て
は
ど
の
範
囲
ま
で
教
育
す

れ
ぱ
よ
い
か
。
程
度
、

仕
事
の
質
量
に

っ
い
て
ど
の
程
度
ま
で
期
待
で
き
る
よ

う
に
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
ま
し
て
、

教
育
の
時
問
・
教
育
の
順
序
た
ど
を
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

定
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
」
。

こ
の
よ
う
に
、
企
業
内
教
育
の
主
要

部
分
は
、
職
務
の
必
要
に
狭
く
細
分
化

さ
れ
た
技
術
学
的
知
識
に
限
定
さ
れ
た

う
え
で
、
編
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
三
に
、
企
業
内
教
育
は
、

高
卒
程

度
の
学
力
を
前
提
と
し
て
編
成
さ
れ
る

こ
と
を
と
お
し
て
、
一
層
安
価
に
、

、

カ

戦
後
に
お
け
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）

二
九
　
（
七
八
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

一
三
〇
　
（
七
八
二
）

つ
短
時
間
。
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

「
こ
こ
五
・
六
年
前
か
ら
わ
が
杜
の
作
業
職
杜
員
は
、
特

殊
の
職
種
を
除
い
て
全
部
高
卒
で
あ
り
ま
す
。
高
卒
程
度
を

前
提
と
し
て
、

教
育
内
容
・
方
法
た
ど
に
っ
い
て
教
え
る
こ

と
が
で
き
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
…

（
６
）

－
・
」
。

こ
の
結
果
ま
ず
、
製
銑
・
鋼
管
な
ど
技
術
学
的
知
識
に
か

か
わ
る
講
座
の
充
当
時
間
が

、
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
に
い
た

間期育教の者用採卒高と者

の位単（

用採
卒
較

中
比

表２－ＩＩＩ

計
よ

お
年

年
４

３
び

上
満

以
未

年
年

２
３上

以
満

月
未

カ
年

＾
０
９
一

月
満カ

６
未

Ｏ０１

ＯＯ１

６
８

０
ｏ
　
　
　
’
Ｏ

２
５

１
７

４

７
７

者
　
者

卒
　
卒

中
　
高

３年３６９１（』査調

を学化機電器機

靹
篠

の
り
・

育
よ
械

教
　
　
機

内
ｕ
　
，

業
一
属

企
皿
金

『
頁
・

村
５
７
鋼
◎

中
，
鉄
業

，
５
　
，
造

地
一
は
製

宮
皿
象
る

，
頁
対
す

内
５
１
査
と

倉
）
調
心

　
月
　
　
中

）注（

た
（
孤
－
２
表
）
。

さ
ら
に
、
数
学
・

英
語
・
物
理
た
ど

の
基
礎
学
科
（
皿

１
３
表
）

が
、
企

業
内
教
育
体
系
の

た
か
で
は
副
次
的

た
位
置
へ
と
堕
す

と
と
も
に
、
労
働

時
間
外
に
お
い
て

の
み
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

）鉄製崎ｏ容内の育教工般一期前表３一ＩＩＩ

容内科学

の
の
グ

正
式
と

，
，
数

式
凹
函

例
算
次

比
計
一

と
の
Ｖ

比
式，

皿
式

合
　
程

割
式
方

，
程
次

用
方
一
一

使
立
，

の
連
係

字
，
関

文
式
の

１
程
例

　
方
比

算
次
，

演
一
根

則
元
方

四
一
平

の
　
，
ｗ

間
…

時
算
式
フ

，
計
数
ラ

数
の
分
グ

分
式
，
と

，
皿
解
数

数
　
分
函

小
数
数
次

，
の
因
一
一

数
負
，
，

整
，
開
フ

○
数
展
ラ

式数

，

彩辺四行平と線方平
皿
理

　
定

積
の

面
根

の
方

形
平

図
三

彩
比

角
角

多
三

と
ｖ円，

質

彬
性

角
の

四
円

と
　
，

移
形

角
似

三
相，

皿
角

と
形

線
図

直
間

－
空形図

数
方
文

い
構

使
ｗの

書
）

辞
皿，

の

音
そ

発
，

の
１

語
の

単
そ

皿
（

　
語

字
用マ

鉄
一
製

口，
方

音
み

発
読

の
の

字
号

文
記，

音

ト
発

ツべ
語

ア
用

フ
る

ル
す

ア
関

１
に

語英

の
用
モ
変
と
温
華
，

水
作
の
な
量
ｗ
昇
達

，
，
力
ろ
質
　
　
，
伝

重
い
皿
い
，
量
化
の

比
合
　
ろ
性
動
液
力

，
り
力
い
慣
運
，
動

度
つ
つ
，
，
，
化
，

密
の
さ
性
度
動
気
率

，
力
ま
そ
速
運
，
事

力
二
，
と
加
体
固
仕

浮
，
用
性
，
流
凝
と

，
素
利
弾
度
，
と
事

力
要
の
ｗ
速
動
解
仕

圧
三
面
　
　
，
運
溶
ｗ

と
の
斜
り
さ
円
，
関

積
力
，
わ
速
，
張
温
機

体
皿
き
す
Ｖ
動
膨
保
燃

の
　
ら
の
　
運
の
，
内

体
積
た
体
さ
の
体
方
，

液
体
は
物
強
子
気
り
ソ

，
と
の
と
の
振
体
移
ビ

た
力
面
心
せ
，
液
の
一

か
圧
斜
重
合
動
，
熱
タ

り
の
，
，
組
運
張
，
気

わ
体
彩
軸
と
下
膨
態
蒸

伝
気
辺
輸
料
落
熱
三
と

の
，
四
，
材
Ｍ
と
の
関

力
用
行
車
，
度
質
機

圧
利
平
滑
則
力
温
物
気

，
の
の
，
法
と
，
気
蒸

力
圧
力
こ
の
度
熱
蒸
，

圧
気
，
て
ク
速
比
水
一

と
大
用
，
ツ
加
，
の
ギ

さ
，
作
ソ
フ
，
熱
中
ル

重
面
反
ト
，
量
と
気
ネ

ー
表
と
一
彩
重
度
空
工

理物

分
原
気

，
Ｖ
電

号
　
Ｋ

記
み

子
く
塩

原
し
，

，
の
素

物
子
塩

合
原
，

混
ｗ
酸

，
　
ｗ

物
算

合
計
離

化
の
電

，
式
と

体
応
液

単
反
溶
。

，
学
ｗ

価
化

子
皿
化

原
　
変

，
元
の

子
還
態

原
と
状

，
化
の

子
酸
体
属

分
－
気
金

，
Ｍ
非

ち
式
　
と

た
応
き
属

り
反
つ
金

な
学
び
Ｘ

の
化
す

質
，
む
学

物
式
の
化

－
子
子
の学化

　
と
　
ｏ

　
育
る

　
教
あ

　
工
が

　
般
告

　
一
報

　
期
の

　
前
と

　
　
た

。
お
い

用
な
て

借
。
れ

を
る
さ

容
あ
設

内
で
開

育
明
で

教
不
点

工
は
時

般
次
月
。

一
年
１
０
副
．

期
な
年
２

前
確
６
１
６

，
正
１
９
１
』

噸
議

５
１
定
科
育

－
椴
学
教

，
カ
礎
一

榛
育
基
系

料
教
た
体

驚
熱

前
一
定
土

・
闘
設
勧

編
前
て
鋼

会
る
し
鉄

学
け
含
『

策
お
包
盟

擦

日
　
一
日

　
　
同
（

）注（



　
　
「
最
近
入
杜
し
ま
し
た
作
業
杜
員
は
全
部
高
校
卒
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

将
来
の
幹
部
工
、
中
堅
工
の
教
育
と
い
う
も
の
は
こ
う
い
う
人
た
ち
で
十
分
で

あ
り
ま
す
。
あ
え
て
…
…
新
制
中
学
卒
業
者
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
か
な
け

れ
ぼ
な
ら
な
い
必
要
は
認
め
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
し
か
し
従
来
か
ら
の

人
の
そ
う
し
た
レ
ベ
ル
ァ
ッ
プ
の
観
点
か
ら
努
力
し
て
学
ぽ
う
と
す
る
も
の
に

　
チ
ャ
ソ
ス
を
与
え
る
と
い
う
意
味
で
現
在
も
残
し
て
お
る
わ
げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

　
こ
の
教
育
は
全
く
定
時
制
で
、
勤
務
時
間
外
で
一
〇
ヵ
月
や
っ
て
お
り
ま
す
」

（
傍
点
は
引
用
者
）
。

　
基
幹
労
働
者
や
職
制
に
は
高
卒
者
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

中
卒
者
を
対
象
と
し
た
基
礎
学
科
講
座
は
、
副
次
的
な
位
置
に
と
ど
め

て
お
い
て
よ
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
六
〇
年
代
前
半
に
お
げ
る
企
業
内
教
育
は
、
ラ
イ
ソ
部
門

に
１
所
属
す
る
作
業
労
働
者
全
体
を
対
象
と
し
た
、
ラ
ィ
ソ
の
教
育
体
系

と
し
て
編
成
さ
れ
た
も
の
の
、
職
務
の
必
要
に
狭
く
細
分
化
さ
れ
た
技

術
学
的
知
識
に
限
定
さ
れ
る
な
ど
、
職
階
的
秩
序
の
う
え
に
立
脚
し
て

編
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
　
２
　
集
合
教
育
の
「
効
率
化
」

　
以
上
の
特
色
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
た
六
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
企
業

内
教
育
は
、
労
働
の
場
か
ら
離
れ
た
箇
所
に
労
働
者
を
集
合
さ
せ
た
う

え
で
講
義
を
っ
う
じ
て
教
育
す
る
方
法
を
、
主
要
な
手
段
と
し
て
い
た
。

　
　
　
　
戦
後
に
お
げ
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）

こ
の
こ
と
は
、
職
業
技
術
の
彬
成
が
、
経
験
的
熟
練
労
働
の
消
滅
と
そ

れ
に
代
わ
る
機
械
運
転
．
制
御
労
働
の
登
場
に
条
件
づ
げ
ら
れ
て
、
経

験
的
た
伝
達
で
は
不
可
能
に
な
り
っ
っ
あ
っ
た
こ
と
に
起
丙
し
て
い
た
。

　
独
占
的
大
企
業
は
、
六
〇
年
代
前
半
に
つ
づ
く
六
〇
年
代
中
葉
、
集

合
教
育
の
「
効
率
化
」
を
提
起
し
な
が
ら
、
企
業
内
教
育
の
一
層
大
規

模
な
展
開
に
す
す
ん
で
い
っ
た
。

　
独
占
的
大
企
業
は
、
資
本
主
義
的
技
術
革
新
に
伴
う
固
定
資
本
投
下

量
の
増
大
の
結
果
と
し
て
進
む
利
潤
率
の
低
下
傾
向
を
人
為
的
に
阻
止

す
る
た
め
に
、
資
本
回
転
期
問
の
短
縮
に
対
す
る
熱
望
を
強
め
、
拡
大

さ
れ
た
規
模
で
の
企
業
内
教
育
の
展
開
に
乗
り
だ
す
も
の
で
あ
っ
た
。

同
時
に
、
そ
れ
は
、
従
来
採
用
さ
れ
て
き
た
方
法
の
再
検
討
な
し
に
す

す
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
独
占
的
大
企
業
の
費
用
負
担
を
増
大
さ
せ
、

利
潤
率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
た
り
か
ね
な
い
。

　
そ
こ
で
、
集
合
教
育
は
、
そ
の
教
育
目
標
・
教
育
「
必
要
点
」
・
教

育
内
容
、
さ
ら
に
教
育
目
標
の
達
成
度
と
そ
の
測
定
方
法
等
に
わ
た
っ

て
、
詳
細
に
再
検
討
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
検
討
は
、
自
杜
版
テ

キ
ス
ト
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
習
の
採
用
、
講
義
の
レ
ポ
ー
ト
、
宿
題
に
よ

る
代
替
等
に
と
し
て
結
実
さ
れ
た
（
皿
１
４
表
）
。
そ
の
う
ち
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
学
習
は
次
の
よ
う
に
し
て
採
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
一
　
（
七
八
三
）



立
命
館
経
済
学
（
策
二
十
四
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

）％位単（
化率効の育教合集表イｎＩ

月７年
７
０

１
９

月
月

１
０
９

年
年

６
２
６
３

１
９
～

期時

７

９
・

５

９

３
・

６

３

５
・

１

２

２
・

２

６
■

３２

６

５
・

４

１
．

ｕ
〕４

１
一

６

３
・

２

〕

４

１
一

２

５８７

２

４
一

１

５

８
一

２

２

４
．

１
Ｏ
　
Ｏ

２

４
．

１

議
義
覚
習
究
法
養
他

　
　
　
　
　
研
技
修

　
　
聴
　
　
　
演
　
　
の

　
　
　
　
　
例
ｕ
神

　
　
　
　
　
　
圭
口

会
講
視
実
事
役
精
そ

ム一ゲスネジビ

グソニレトイテ
習
式
題
軍

ビ
学
方
宿

イ
ム
ド
・
行

テ
ラ
　
　
　
ト
　
・

シ
グ
ッ
一
禅

ン
　
ロ
リ
ポ

セ
ブ
グ
レ
座

　
す
た
わ
ち
、
独
占
的
大
企
業
は
、
計
測
制
御
整
備
部
門
労
働
者
を
対

象
と
し
た
集
合
教
育
の
「
欠
陥
」
を
確
認
し
て
、
行
動
分
析
に
基
礎
づ

げ
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
習
シ
ス
テ
ム
の
設
計
を
、
ま
ず
以
下
の
よ
う

に
提
起
し
た
。

　
　
「
わ
れ
わ
れ
が
、
従
来
と
も
す
れ
ぱ
お
ち
い
り
が
ち
な
考
え
方
つ
ま
り
自
動

制
御
の
整
備
工
を
養
成
す
る
に
は
、
制
御
理
論
と
そ
の
実
際
の
機
器
と
に
つ
い

て
の
講
義
と
実
習
を
行
え
ぱ
よ
い
と
い
う
考
え
方
が
教
育
の
内
容
方
法
の
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二
　
（
七
八
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ぱ
、
極
め
て
杜
撰
た
考
え
方
で
あ
る

～
』
　
も
営
　
年
す
。

２
６
状
　
の
経
　
７
０
合
る
　
　
　
　
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
理
論
は
そ
れ
自
体
の

）
現
　
力
本
　
　
１
９
場
い

月
の
　
協
目
　
　
，
の
で
　
　
　
　
体
系
で
無
限
に
発
展
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
必
ず
し
も

１
１
育
　
の
は
　
属
者
ん

年
教
　
長
』
　
金
前
合
　
　
　
　
整
備
に
必
要
な
も
の
ぱ
か
り
で
な
く
、
余
分
の
も
の
一
を
包

６
５
内
　
部
状
　
　
・
尚
を

１
９
業
　
蕃
現
　
鋼
。
者
　
　
　
　
含
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
…
…
単

（
企
　
総
の
　
鉄
る
働

”
の
　
会
育
　
で
あ
労
。
　
　
純
に
す
ぐ
自
動
制
御
の
理
論
を
与
え
、
そ
の
実
際
を
経
験

Ｇ
国
　
協
教
　
点
で
務
い

憶
幾
。
嚇
駿
れ
＾
雛
汽
け
＾
讐
篶
讐
ギ

副
会
よ
産
の
る
年
金
の
に

業
協
表
本
掴
あ
６
３
・
者
０
０
　
　
　
し
て
、
人
間
が
い
か
た
る
と
ら
え
方
を
す
る
か
、
…
…
と

瞳
畿
蝋
薫
鍋
箭
　
い
う
見
地
か
ら
分
析
し
：
ま
り
理
論
と
か
実
習
と
か

盟
業
１
９
”
　
調
１
０
鉄
る
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

驚
剃
誰
幾
い
う
前
提
を
お
か
な
い
の
で
あ
る
、

一
一
灘
簸
一
讐
一
顯
整
讐
讐
一

　
２
７
Ｇ
　
と
者
　
７
べ

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
気
・
制
御
・
計
測
の
各
講
座
を
解
体
し
た
う
え
で
、

注（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
習
シ
ス
テ
ム
を
以
っ
て
実
施
さ
れ
る

　
　
　
　
　
に
い
た
っ
た
。
そ
の
際
、
電
気
・
制
御
・
計
測
の
各
講
座
と
も
に
共
通

　
　
　
　
　
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
、
数
学
・
電
気
・
磁
気
・
電
流
理
論
・
電
子
工

　
　
　
　
　
学
・
電
気
図
面
・
電
気
機
器
・
自
動
制
御
・
電
気
測
定
・
整
備
作
業
の

　
　
　
　
　
体
験
技
能
検
定
（
以
上
す
べ
て
学
科
名
で
示
す
）
は
、
数
学
．
電
気
．
電

　
　
　
　
　
子
・
回
路
・
製
図
工
作
に
縮
減
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
他
の
ラ
イ
ソ
部
門
の
労
働
者
を
対
象
と
す
る
集
合
教
育
が
「
効
率



化
」
の
結
果
と
し
て
ど
の
よ
う
に
再
編
成
さ
れ
た
か
は
、
ラ
イ
ソ
部
門

の
教
育
体
系
に
お
い
て
相
対
的
に
独
自
た
体
系
と
し
て
成
立
し
た
整
備

　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

部
門
の
集
合
教
育
に
し
て
こ
の
よ
う
に
あ
れ
ぱ
、
も
は
や
論
ず
る
ま
で

も
な
か
ろ
う
。

　
こ
う
し
て
集
合
教
育
は
、
一
層
狭
く
限
定
さ
れ
た
技
術
学
的
知
識
に

お
い
て
実
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
（
１
）
小
出
隆
「
ラ
イ
ソ
部
門
に
お
げ
る
技
術
教
育
」
日
本
産
業
訓
練
協
会

　
　
　
　
『
産
業
訓
練
資
料
』
三
八
－
三
号
、
四
四
べ
－
ジ
。

　
（
２
）
　
日
本
鉄
鋼
連
盟
『
鉄
鋼
各
杜
教
育
体
系
・
教
育
規
定
集
１
』
三
～
四

　
　
　
べ
ー
ジ
。

　
（
３
）
小
出
隆
、
前
掲
報
告
書
、
四
九
べ
ー
ジ
。

　
（
４
）
小
出
隆
、
前
掲
報
告
書
、
四
八
べ
－
ジ
。

　
（
５
）
小
出
隆
、
前
掲
報
告
書
、
四
九
べ
ー
ジ
。

　
（
６
）
小
出
隆
、
前
掲
報
告
書
、
四
八
べ
ー
ジ
。

　
（
７
）
　
小
出
隆
、
前
掲
報
告
書
、
五
三
べ
ー
ジ
。

　
（
８
）
　
能
力
開
発
工
学
セ
ソ
タ
ー
『
企
業
内
教
育
に
お
げ
る
学
習
シ
ス
テ
ム

　
　
　
の
開
発
』
七
四
ぺ
ー
ジ
。

　
（
９
）
　
こ
の
こ
と
は
、
皿
１
１
表
に
み
る
よ
う
に
、
教
育
期
間
が
一
年
に
及

　
　
　
ん
だ
こ
と
に
示
さ
れ
る
。

戦
後
に
お
げ
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）

　
　
　
Ｗ
　
「
教
育
投
資
の
効
率
化
」
と
し
て
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
制
度

　
　
　
　
　
化
を
つ
う
ず
る
職
業
技
術
の
形
成

　
　
１
　
０
Ｊ
Ｔ
の
制
度
化

　
独
占
的
大
企
業
は
、
六
〇
年
代
後
半
、
資
本
主
義
的
技
術
革
新
を
格

段
の
規
模
と
ス
ピ
ー
ド
で
お
し
す
す
め
る
に
い
た
っ
た
。
鉄
鋼
業
に
お

け
る
設
備
投
資
額
は
、
一
九
六
一
～
六
四
年
平
均
二
、
一
五
四
億
円
で

あ
っ
た
の
に
比
べ
、
一
九
六
五
～
六
九
年
平
均
三
、
五
一
五
億
円
へ
と

飛
躍
的
に
増
大
し
た
（
通
産
省
産
業
構
造
審
議
会
資
料
）
。
こ
れ
に
伴
っ
て

粗
鋼
年
生
産
は
、
一
九
七
〇
年
時
点
で
九
二
四
〇
・
六
千
ト
ソ
に
。
達
し
、

六
〇
年
時
点
の
三
倍
以
上
、
六
五
年
時
点
の
二
倍
以
上
に
達
す
る
に
至

っ
た
（
通
産
省
産
業
構
造
審
議
会
資
料
）
。

　
か
か
る
加
速
度
的
な
資
本
主
義
的
技
術
革
新
の
推
転
は
、
資
本
の
技

術
的
構
成
に
、
規
定
さ
れ
た
有
機
的
構
成
を
急
速
に
高
度
化
し
、
利
潤
率

の
低
下
傾
向
に
一
層
抽
車
を
か
げ
る
と
と
も
に
、
独
占
的
大
企
業
相
互

の
競
争
を
激
化
さ
せ
た
。
競
争
激
化
の
結
果
は
、
六
大
鉄
鋼
独
占
体
の

生
産
シ
ェ
ア
ー
の
変
化
に
端
的
で
あ
る
。
一
九
五
五
年
以
前
に
お
い
て

は
、
八
幡
製
鉄
・
富
士
製
鉄
・
日
本
鋼
管
の
い
わ
ゆ
る
先
発
三
杜
が
、

各
分
野
に
お
い
て
大
き
な
シ
ェ
ァ
ー
を
占
め
て
い
た
が
、
川
崎
製
鉄
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
三
　
（
七
八
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

住
友
金
属
・
神
戸
製
鋼
の
い
わ
ゆ
る
後
発
三
杜
が
銑
鋼
一
貫
作
業
体
制

を
整
備
す
る
過
程
に
お
い
て
、
地
位
の
著
し
い
上
昇
を
確
保
す
る
に
い

た
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
も
と
で
、
独
占
的
大
企
業
は
、
企
業
系
列
の
再

編
成
と
い
う
移
で
中
小
資
本
の
収
奪
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
作
業
速

度
の
極
度
の
加
速
化
、
生
産
期
問
の
短
縮
に
よ
っ
て
、
剰
余
価
直
総
量

の
増
大
を
媒
介
と
す
る
利
潤
率
の
上
昇
を
取
込
も
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
企
業
内
教
育
は
、
独
占
的
大
企
業
の
資
本
回
転
期
問
の
短
縮
に

対
す
る
渇
望
の
強
ま
り
に
対
応
し
て
、
一
層
の
切
迫
性
を
も
っ
て
提
起

さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
一
九
六
四
～
六
五
年
「
不
況
」
を
転
期
と
す
る
六
〇

年
代
後
半
の
時
期
に
策
定
さ
れ
た
企
業
内
教
育
方
針
と
、
六
〇
年
代
前

半
の
そ
れ
と
を
比
較
対
照
す
る
と
き
、
歴
然
た
る
傾
向
と
し
て
確
認
さ

れ
う
る
。
ま
ず
、
六
〇
年
代
前
半
、
製
銑
、
製
鋼
、
圧
延
の
三
部
門
の

全
国
平
均
拡
大
率
を
著
し
く
上
廻
っ
て
達
成
し
た
川
崎
製
鉄
で
は
、
次

の
よ
う
に
企
業
内
教
育
方
針
の
設
定
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　
「
企
業
が
現
在
の
技
術
革
新
の
過
半
に
あ
っ
て
激
し
い
競
争
に
耐
え

た
が
ら
そ
の
存
続
発
展
を
期
す
る
に
は
、
こ
れ
を
推
進
す
る
原
動
力
で

あ
る
人
的
要
素
の
完
成
を
は
か
る
こ
と
が
そ
の
根
源
で
あ
る
こ
と
は
い

　
　
　
　
（
１
）

う
ま
で
も
た
い
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
四
　
（
七
八
六
）

　
と
こ
ろ
が
、
六
〇
年
代
後
半
の
時
期
に
お
げ
る
企
業
内
教
育
方
針
は
、

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

「
人
的
要
素
の
完
成
」
が
、
独
占
的
大
企
業
問
の
激
化
す
る
競
争
に
う

　
　
　
　
（
３
）

ち
か
つ
「
根
源
」
で
あ
る
こ
と
を
所
与
の
前
提
と
し
て
確
認
し
た
う
え

で
、
さ
ら
に
、
そ
れ
が
「
内
外
の
き
び
し
い
企
業
競
争
に
備
え
」
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

「
緊
急
の
課
題
で
あ
り
、
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
」
と
し
て
、
次
の
よ

う
に
提
起
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

　
「
企
業
の
繁
栄
は
、
い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
全
従
業
員
の
能
力
水

準
と
そ
の
発
揮
に
か
か
っ
て
い
る
。
企
業
が
、
あ
ら
ゆ
る
経
営
活
動
の

場
に
、
お
い
て
全
従
業
員
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
、
そ
の
成
果
を

効
果
的
に
経
営
目
的
に
結
集
す
る
た
め
、
業
務
に
必
要
た
知
識
・
技
能

の
向
上
、
創
造
性
の
開
発
、
協
同
精
神
の
酒
養
を
計
り
、
有
能
な
人
材

の
育
成
に
努
め
る
こ
と
は
、
緊
急
の
課
題
で
あ
り
、
最
大
の
関
心
事
で

　
（
５
）

あ
る
」
。

　
企
業
内
教
育
に
は
不
断
の
関
心
を
払
っ
て
き
た
の
だ
が
、
六
〇
年
代

後
半
に
い
た
っ
て
は
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
な
お
一
段
の
編
成
が
な
さ

れ
た
げ
れ
ぽ
な
ら
な
い
、
と
い
う
わ
げ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
企
業
内
教
育
は
、
六
〇
年
代
前
半
に
比
し
、
さ
ら
に
緊

切
な
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
企
業
内
教
育
の
主
要
な
方

法
は
、
労
働
の
場
か
ら
離
れ
た
箇
所
に
労
働
者
を
集
合
さ
せ
て
教
育
す



る
集
合
教
育
か
ら
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
（
○
ニ
プ
ユ
ｏ
＝
邑
己
畠
職
場
内
教
育
）
の

制
度
化
へ
と
変
化
す
る
に
い
た
っ
た
。
独
占
的
大
企
業
は
、
企
業
内
教

育
の
大
規
模
な
展
開
に
伴
う
費
用
負
担
増
大
の
不
可
避
性
を
、
主
要
方

法
の
転
換
に
よ
る
費
用
圧
縮
と
利
潤
率
増
大
と
に
お
い
て
解
決
し
よ
う
、

と
企
図
し
た
の
で
あ
る
。
Ｏ
Ｊ
Ｔ
へ
の
転
換
は
、
遊
休
時
問
を
利
用
し

た
企
業
内
教
育
の
実
施
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。　

で
は
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
主
要
方
法
と
し
て
一
層
大
規
模
に
編
成
さ
れ
た
企

業
内
教
育
は
、
い
か
な
る
特
徴
を
示
し
な
が
ら
展
開
さ
れ
た
の
か
。

　
第
一
に
、
労
働
者
の
遊
休
時
問
を
利
用
し
て
実
施
さ
れ
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
は
、

そ
の
内
容
が
機
械
体
系
の
実
際
的
な
操
作
方
法
習
得
に
限
定
さ
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
先
発
メ
ー
カ
ー
の
一
角
を
構
成
し
て
い
た
富
士
製
鉄

（
現
新
日
鉄
）
室
蘭
第
二
製
鋼
工
場
転
炉
掛
炉
前
職
場
を
対
象
と
し
た
調

査
は
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

　
炉
前
職
場
で
は
、
新
規
採
用
者
が
配
属
さ
れ
た
場
合
、
ま
ず
三
～
五

目
問
は
常
昼
勤
務
で
作
業
長
や
安
全
専
任
者
が
安
全
教
育
を
中
心
に
作

業
の
流
れ
を
教
え
、
工
場
の
零
囲
気
に
馴
れ
さ
せ
る
。
そ
の
後
三
交
替

勤
務
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
　
一
人
ひ
と
り
に
「
世
話
役
」
（
ネ
ッ
ト
要
員
化

さ
れ
て
い
る
）
が
っ
い
て
、
　
マ
ン
・
ツ
ー
・
マ
ソ
で
全
部
の
仕
事
が
教

　
　
　
　
戦
後
に
お
げ
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）

え
ら
れ
る
。
最
初
の
三
週
問
は
、
見
習
い
期
問
と
し
て
ネ
ヅ
ト
要
員
外

に
お
か
れ
、
炉
前
の
中
心
作
業
で
あ
る
吹
錬
作
業
を
除
く
す
べ
て
の
作

業
が
教
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
簡
単
な
作
業
か
ら
順
に
、
測
温
、
サ
ソ

プ
リ
ソ
グ
、
合
図
、
炉
煩
動
、
ラ
ソ
ス
操
作
、
副
原
料
投
入
操
作
と
す

す
み
、
次
い
で
計
算
尺
を
使
っ
て
配
合
計
算
・
脱
酸
剤
計
算
・
吹
錬
計

算
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
る
。
計
算
尺
に
よ
る
こ
れ
ら
の
計
算
を
だ
い
た

い
マ
ス
タ
ー
し
た
段
階
で
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
教
育
が
四
日
問
位
実
施
さ

加
、
コ
ソ
ピ
ュ
ｉ
タ
に
よ
る
計
算
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
る
。
最
後
に
フ

レ
ー
ム
及
び
火
花
の
判
定
法
（
酸
素
吹
止
期
及
成
分
判
定
法
）
に
つ
い
て

教
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
三
週
間
で
実
際
の
吹
錬
作
業
を
除
く
す
べ

て
の
作
業
が
ひ
と
と
お
り
教
え
ら
れ
る
。
要
員
化
さ
れ
た
後
、
炉
傾
動

や
合
図
作
業
を
し
な
が
ら
、
遊
休
時
問
に
他
の
作
業
を
教
え
ら
れ
る
。

実
際
の
吹
錬
作
業
に
つ
い
て
の
教
育
は
、
要
員
化
後
一
カ
月
以
上
経
過

し
た
後
開
始
さ
れ
、
通
算
六
カ
月
位
を
要
し
て
吹
錬
作
業
の
締
め
く
く

　
一
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
６
一

り
で
あ
る
酸
素
吹
止
期
判
定
を
マ
ス
タ
ー
し
て
終
了
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
は
、
「
炉
前
工
の
労
働
」
が
「
電
気
・
機
械
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

の
基
礎
知
識
を
必
要
と
す
る
も
の
に
な
っ
て
き
た
」
も
と
で
、
機
械
体

系
の
実
際
的
な
操
作
方
法
習
得
に
局
限
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
、
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
機
械
体
系
の
技
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
五
　
（
七
八
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

学
的
原
理
を
包
含
し
た
知
識
の
教
育
と
し
て
実
施
さ
れ
た
集
合
教
育
と

比
し
、
特
徴
的
た
相
違
で
あ
っ
た
。

　
第
二
に
、
こ
の
よ
う
た
特
徴
を
も
っ
た
Ｏ
Ｊ
Ｔ
自
体
が
、
人
べ
ら
し

と
労
働
強
化
の
も
と
で
、
し
ぱ
し
ば
実
施
さ
え
お
ぽ
つ
か
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
さ
き
の
調
査
は
労
働
者
の
意
見
と
し
て
次
の
よ
う
に
紹
介

し
て
い
る
。

　
「
今
要
員
た
り
な
い
か
ら
、
つ
き
っ
き
り
は
で
き
な
い
わ
け
さ
。
だ
か
ら
い
ろ

ん
た
面
で
そ
の
人
（
世
話
役
）
が
主
体
に
な
っ
て
や
る
ぐ
ら
い
で
す
ね
。
い
ろ
ん

な
問
題
が
あ
っ
た
ら
そ
の
人
に
聞
い
て
や
っ
て
く
れ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

話
役
の
人
も
ネ
ッ
ト
に
入
っ
て
い
る
か
ら
」
。
「
忙
が
し
い
の
と
人
が
い
な
い
の

と
で
、
た
か
な
か
そ
の
辺
（
『
故
障
時
の
対
処
・
修
理
』
を
含
め
た
『
運
転
作
業
の

習
得
』
１
引
用
者
）
ま
で
手
が
ま
わ
ん
な
い
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
そ
の
職
場
に

入
っ
て
身
を
も
っ
て
覚
え
る
と
い
う
か
た
ち
が
主
で
す
ね
。
…
…
新
し
い
設
備

　
で
、
今
ま
で
の
設
傭
と
違
う
わ
げ
で
す
よ
。
ト
ラ
ソ
ジ
ス
タ
た
ん
か
多
く
使
わ

　
れ
て
…
…
。
で
す
か
ら
本
当
は
そ
う
い
う
こ
と
ま
で
ガ
ッ
チ
リ
マ
ス
タ
ー
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

き
や
な
ら
た
い
が
、
た
か
た
か
そ
こ
ま
で
手
が
ま
わ
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
」
。

　
独
占
的
大
企
業
は
、
職
務
分
析
、
動
作
研
究
、
標
準
時
問
の
設
定
た

ど
、
Ｉ
Ｅ
手
法
に
よ
る
要
員
査
定
人
員
削
減
を
お
こ
た
い
、
そ
の
わ
く

の
な
か
で
、
資
本
主
義
的
技
術
革
新
を
基
礎
に
、
労
働
強
化
を
強
制
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
実
施
に
必
要
な
時
間
が
、

労
働
者
の
遊
休
時
間
の
剥
奪
を
つ
う
じ
て
、
極
度
に
狭
隆
化
さ
せ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
六
　
（
七
八
八
）

た
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
の
結
果
、
労
働
者
は
、
職
業
技
術
が
「
職
場

．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
一
　
．
　
．
　
．
（
１
０
）

に
入
っ
て
身
を
も
っ
て
覚
え
る
」
（
傍
点
は
引
用
者
）
と
い
う
彩
態
で
形

成
さ
れ
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。

　
第
三
に
、
遊
休
時
間
の
剥
奪
に
よ
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
実
施
時
間
の
狭
隆
化
の

も
と
で
、
職
制
の
「
教
育
責
任
」
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
「
教
育
訓
練
は
部
下
従
業
員
と
の
対
話
か
ら
始
ま
る
こ
と
を
再
認
識

し
、
職
場
の
長
は
教
育
必
要
点
を
適
確
に
把
握
し
、
現
在
職
場
に
あ
る
種

々
の
制
約
条
件
を
乗
り
越
え
て
、
目
常
業
務
を
通
し
た
教
育
を
更
に
徹

底
し
て
行
た
わ
れ
た
い
。
自
已
申
告
や
個
人
面
接
た
ど
に
よ
り
、
チ
ャ

レ
ソ
ジ
ソ
グ
な
個
人
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
目
標
達
成
を
期
す
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

に
、
意
識
的
・
計
画
的
に
教
育
指
導
す
る
…
…
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
」
。

　
独
占
的
大
企
業
は
、
固
定
資
本
投
下
量
の
増
大
に
よ
る
利
潤
率
の
低

下
傾
向
に
対
し
て
、
生
産
期
間
の
一
層
の
加
速
化
に
よ
る
資
本
回
転
期

問
の
短
縮
を
さ
ら
に
お
し
す
す
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
独

占
的
大
企
業
は
、
資
本
主
義
的
技
術
革
新
の
も
と
で
、
資
本
回
転
期
間

の
短
縮
に
対
応
す
る
企
業
内
教
育
の
一
層
の
展
開
を
企
図
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
だ
が
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
要
員
の
削
減
、
労
働
強
化

は
、
い
っ
さ
い
の
遊
休
時
問
の
剥
奪
を
つ
う
じ
て
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
実
施
に
必

要
な
時
問
を
極
度
に
狭
隆
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
独
占



的
大
企
業
は
、
職
制
の
「
教
育
責
任
」
を
強
調
す
る
こ
と
に
。
よ
っ
て
、

削
減
さ
れ
た
要
員
と
労
働
強
化
の
枠
内
で
、
た
ん
と
か
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
実
施

に
必
要
な
時
問
を
捻
出
し
よ
う
と
企
図
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
独
占
的
大
企
業
の
思
惑
ど
お
り
に
進
む
も
の
で
た
か
っ
た

こ
と
は
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
実
施
の
責
任
を
課
せ
ら
れ
た
職
制
に
よ
っ
て
次
の
よ

う
に
話
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
端
的
に
表
現
さ
れ
る
。
。
　
「
カ
マ
を
か

え
し
た
り
（
炉
傾
動
）
合
図
し
た
り
は
も
う
一
人
前
に
で
き
る
か
ら
、
そ

の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
す
き
ま
が
あ
っ
た
ら
ラ
ソ
ス
を
み
た
り
、
副
原

料
み
た
り
、
吹
錬
者
の
計
算
す
る
の
を
み
た
り
で
、
教
え
て
い
る
ひ
ま

　
　
　
　
　
（
１
２
）

が
た
い
ん
で
す
よ
」
。

　
こ
う
し
て
、
六
〇
年
代
後
半
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
は
、
し
ば
し
ば
実
施
さ
れ
ず
、

た
と
え
実
施
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
機
械
体
系
の
実
際
的
な
操
作

方
法
の
習
得
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
２
　
学
歴
構
成
変
化
の
促
進

　
独
占
的
大
企
業
は
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
が
企
業
内
教
育
の
主
要
方
法
と
し
て
採

用
さ
れ
は
じ
め
た
時
期
、
労
働
者
の
定
時
制
課
程
へ
の
通
学
「
奨
励
」

を
お
こ
な
っ
て
い
た
（
ｗ
ｌ
１
表
）
。
ま
た
、
集
合
教
育
を
部
分
的
に
で

あ
れ
拡
大
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
一
九
六
五
年
頃
一
五
．
三
％
、
一
九
七
〇

年
頃
二
〇
・
八
％
、
目
本
産
業
訓
練
協
会
『
わ
が
国
の
企
業
内
教
育
の
現
状
』
）
。

　
　
　
戦
後
に
お
げ
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）

見意の業企るす対に学通意任のへ科部学問夜程課制時定表イ
ー
Ｖ

法方の励奨的極積

の
そ
他

宵
た

業
勤

残
夜
し

時
上

業
繰

終
問
げ

金
与学

奨
貸

金
給学

奨
支

対反

数杜

由理の成賛

の
そ
他

は
い

対
な

反
し

務
ス
○

欝綴

成賛

数杜

答回

数杜
種業

４１１

）％６

５
．

（

１
０

８
）

８
・

¢

４

５
）

３
・

ｃ

４
５
）

３
・

ｃ

）
）

７
％
％

１
４
０

　
４
．
１
０

ｏ
（剃

１
８
０
０

は
鋼鉄

成作りよ表バ月３年
６
４

１
９（

０
』
　
　
Ｏ

い
る

扱
え

取
こ

の
を

生
％

業
ｏ
ｏ

卒
－

科
は・

計

部
合

学
で

間
の

夜
る，

あ

程
が

課
の

制
も

時
る

定
い

る
て

け
し

お
複

に
重

業
は

企
由

丁
理

連
の

経
成

日
賛

）注（

）％

■
　
，

位単（来将と在現の用採易歴学の者働労業作表づ
１
Ｖ

来将）日－年
１
２年

６
６

１
９（在現

答
し

回
な他のそ

ら
か
い

わ
な

び
卒及

中
高卒高卒中

答
し

回
な他のそ

び
卒及

唐
卒高卒中

種業

”〕〃
７

３
。

ユ６

２
．

７

〃”
９０１９

３
．

４０

７
．

３業鋼鉄

二
二
七
　
（
七
八
九
）

りよ２１
，の表

１
９）月６年

６
７

１
９（』要概果結査調るす関に等者能技者術技『会議協策対用雇

央
。

中
成

　
作）注（



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

こ
れ
ら
は
、
労
働
者
の
職
業
技
術
彩
成
の
う
え
で
は
、
資
本
主
義
的
技
術

革
新
を
基
礎
に
加
速
化
さ
れ
る
生
産
期
問
短
縮
の
も
と
で
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の

補
完
的
位
置
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
。
い
い
か
え
れ
ぱ
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
が
拡
大

さ
れ
た
規
模
で
の
企
業
内
教
育
の
主
要
方
法
と
し
て
展
開
さ
れ
る
た
め

に
は
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
る
教
育
が
機
械
体
系
の
実
際
的
な
操
作
方
法
に
隈

定
さ
れ
た
こ
と
、
し
か
も
、
要
員
の
削
減
、
労
働
強
化
に
よ
る
い
っ
さ
い

の
遊
休
時
問
の
剥
奪
の
も
と
で
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
さ
え
し
ぱ
し
ば
実
施
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
定
時
制
通
学
を
は
じ
め
と
し
て
集
合
教
育
の
も
と

で
の
職
業
技
術
彩
成
に
よ
っ
て
、
補
足
さ
れ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。

　
同
時
に
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
が
企
業
内
教
育
の
主
要
方
法
と
し
て
展
開
さ
れ
た

前
提
に
は
、
労
働
者
の
学
歴
構
成
の
高
度
化
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ

移推の数徒生ｕ牙科学校高表↓
１
Ｖ

科

９
０
３
０
８
１
１
８

業工
７
４
０
０
３
６
４
３
６
０
０
０
３
８
肱

１
１
１
１
２
２
２

１
科

２
０
９
０
１
９
９
９

業農

８
９
０
０
０
６
９
６
９
６
０
４
蛆
飢

１

１

１
■
１
１
一
１
１
一

１
科

０
０
３
１
２
４
７
９

通普
１
０
２
８
４
８
７
一
５
．
８
０
２
１
２
４
７
９

１
１
一
１
１
一
１
・
一
１
１
一
１
１
一
１
・
一
１
１
一

１
年
０
５
０
１
２
３
４
５
５
５
６
６
６
６
６
６

９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１

文
則

山
３

書
年

告
６
６

報
１
９

査
＾

調
詞

本
統

基
育

校
教
。

学
の
成

『
本
作

省
日
り

部
『
よ

文
省
表

　
部
６

）注（

と
で
あ
る
。

　
す
で
に
、
一
九

六
五
年
工
業
高
校

卒
男
子
の
七
二
・

三
％
が
作
業
労
働

者
ど
し
て
配
置
さ

れ
る
と
と
も
に
、

高
卒
作
業
労
働
者

移推の数徒生ｕ易科学小
－

校高業工表イ
ー
Ｖ

業
鉱

芸
工

維
繊

Ｏ
０
０
１
０
５
ｕ
１
■
１
１
一
１
■
１
■

属
金

Ｏ
０
８
９
９
２
０
６
ユ
２
６
”
　
１

係
関
学
化

学
業
化
工
－
業
学
工
化

一
一
撲
１

測
計

Ｏ
〇
一
７
４
８
１
１
２
”
　
１

子
電

Ｏ
０
９
５
１
７
０
５
１
■
　
０
４
一
Ｌ
０

気
電

Ｏ
Ｏ
０
９
．
５
７
３
５
１
↓
１
１
↓
ｏ
Ｏ

０
０
９
０
２
１
７
８
１
１
”
　
１

＾
係
関
械
機

船
造
却
動
－
自

Ｏ
０
９
８
ｕ
０
７
１
３
∴
　
１

械
機

Ｏ
０
１
０
５
７
０
８
１
■
１
１
１
１
一
〇
〇

年
年
年
年
５
３
５
５
６
０
６
５
１
９
凹
１
９
１
９

二
二
八
　
（
七
九
〇
）

　
　
総
数
の
六
〇
％
が
工
業
高
校
卒
業

　
　
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
に
い
た

　
　
っ
て
い
た
。
ま
た
、
一
九
六
四
～

氏
作りよ表

７
０

，

頁
５
５

～頁
５
４１』計統育教の本叩省部

．
文』査調本基育教校学『省部文）注（

六
五
年
の
「
不
況
」
を
歴
た
直
後
、

新
規
学
卒
者
採
用
の
過
半
以
上
は
、

高
卒
者
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
に
い

た
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
以
降
、

高
卒
者
を
主
と
し
て
採
用
す
る
傾

向
は
一
層
拡
大
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
（
Ｖ
Ｉ
２
表
）
。

　
こ
う
し
た
傾
向
は
、
工
業
高
校

・
工
業
学
科
生
徒
数
の
著
増
、
さ

ら
に
は
工
業
学
科
に
お
げ
る
技
能

教
育
の
強
化
を
背
景
と
し
て
、
現

実
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
（
ｗ

－
３
表
）
。
し
か
も
、
工
業
学
科
生

徒
数
の
著
増
は
、
鉱
業
・
工
芸
・

繊
維
関
係
小
学
科
生
徒
数
の
減
少

な
い
し
横
這
い
傾
向
と
、
計
測
を



筆
頭
に
機
械
・
電
気
・
電
子
・
化
学
・
金
属
関
係
小
学
科
生
徒
数
の
著

増
を
、
そ
の
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
Ｖ
１
４
表
）
。
ま
た
、
工
業
学

科
を
構
成
す
る
小
学
科
が
、
一
層
細
分
化
さ
れ
た
こ
と
を
も
内
容
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
六
六
年
時
点
で
、
す
で
に
二
一
二
小
学
科
に
細

分
化
さ
れ
て
い
た
工
業
学
科
は
、
二
二
四
（
六
七
年
）
、
一
三
五
（
六
八
年
）
、

一
三
九
（
七
〇
年
）
と
、
追
年
的
に
細
分
化
を
重
ね
る
も
の
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
電
子
・
電
子
工
業
・
電
子
工
学
・
電
子
技
術
．
電
子
応
用

）％位単（
数者職就牙連関のと業作表寸

１
Ｖ

他のそ

も
い

と
な

ん
え

陰
連

関
い

く
な

康

関
い

り
な

ま
が

臨
が

連
る

関
あ

科学

け蝸
５

１
．

１３

４
．

２７

７
・

５科業工

○成作りよ表７頁６）版年
７
０

１
９（』査調育教業産『省部文）注（

・
無
線
通
信
・
通
信
工
業
・
電
波
・
電
波
通
信

・
電
気
通
信
・
通

信
（
電
子
関
係
）
、

情
報
工
学
・
電
子

計
算
機
・
情
報
技

術
（
情
報
技
術
関
係
）
、

工
業
計
測
・
電
気

計
測
・
電
子
計
測

・
計
測
工
業
・
自

動
制
御
（
計
測
関

係
）
、
機
械
・
第
一

機
械
・
第
二
機
械

・
機
械
工
作
・
機
械
仕
上
・
機
械
丁
学
・
機
械
技
術
・
生
産
機
械
・
機

械
電
気
・
機
械
電
子
・
機
電
・
機
械
製
図
・
精
密
機
械
・
時
計
計
器
・

原
動
機
械
・
原
動
機
工
学
・
産
業
機
械
・
設
計
計
測
（
機
械
関
係
）
等
々
。

　
独
占
的
大
企
業
は
、
こ
れ
ら
工
業
学
科
の
拡
充
と
小
学
科
の
細
分
化

の
も
と
で
教
育
さ
れ
た
高
卒
者
を
、
高
校
に
お
げ
る
特
定
の
技
能
教
育

と
密
接
に
関
連
し
た
職
務
に
配
置
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
Ｖ
Ｉ
５
表
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
制
度
化
は
、
強
化
さ
れ
た
技
能
教
育
の
も

と
で
送
り
出
さ
れ
る
高
卒
者
の
大
量
配
置
を
前
提
と
し
て
は
じ
め
て
実

つ
別

立役
位

に
　
単

業
（

作
訳

の
内

在
の

現
そ

で
と

科
の

学
も

の
る

校
い

高
て表イ

ー
Ｖ

学

６

７

７

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

－

ｉ

ｉ
０
８
・

一
１
０
一

０

７
．
９
・
２
．
＾
Ｏ
　
（
Ｚ

０
・
Ｏ

８
．
６
・
２
．
８
．
８
・

４

ヒ
イ

３

ユ

６

２
．
ユ

ユ
、

気

２

Ｏ

８

Ｏ

‘

‘
３
＆

ｉ

’

ｉ
３
８
・

ｉ
２
３
．

一

一

ｉ
３

９
．

１
．
９

０
．
Ｏ

８
・

電

ｎ
Ｚ
　
（
０

８

ユ
、

械

４

８

８

Ｏ

一
２

５

３

３

９

５

７

２

５

４

６

５

機
６
・
９
．
３
．
「
ｏ
　
３

０
．
Ｏ

７
．
７
．
０
．
０
．
２
１
１
４
，
５
３
３
　
ユ
　
ユ
　
ー
２

ユ
ー

通

２

４

４

Ｏ

２

２

４

６

２

ｉ

■

ｉ

一

ｉ

’
４

１

１
．
４
．

４
．

０
・
Ｏ

０
．
１

９
・
２
．

０
・
２
・

普

３

６

５
　
２
　
３

ユ

１
１

科

目

る
い
答

語
学
理
学
語
作
図
料
般
営
測
他
答

学

科

な
　
回

計

工
製
材
一

経
計

た
つ

械
計
械
気
業
業

の
回

く

立役

あ
全
無

国
数
物
化
英
機
設
機
電
工
工
そ
無

二
二
九
　
（
七
九
一
、
）

　
　
　
○

る
６
８
　
　
い
電
人
～

え
１
９
　
な
，
９
９
０
０

訴
』
　
ら
属
“
５

賊
濤
旨

業
の
　
％
機
０
０
３
・

現
使
。
０
　
　
，
２

卒
労
成
０
・
ば
む
上
。

隔
川
鵬
鰯
以

嫡
卜
蛆
脈
蟻
順
ム
∞
脇

研
ぐ
，
答
職
尚
，
５
・

査
さ
１
７
回
在
。
て
岨

調
を
表
重
の
る
し
剛

議
動
頁
多
者
あ
と
そ

会
行
４
１
は
働
で
め

岐
と
～
訳
労
学
じ
弧

勇
識
４
０
内
業
化
は
９

性
意
）
の
作
，
を
皿

蛙
初
５
月
榊
辞
織
鋤
９
人
．

　
一
年
　
　
気
趾
９
９

勘
（

戦
後
に
お
け
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

施
さ
れ
え
た
も
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
的
技
術
革
新
を
基
礎
と
し
て
加

速
化
さ
れ
た
生
産
期
問
の
短
縮
に
労
働
者
を
対
応
さ
せ
て
い
く
た
め
に

は
、
企
業
内
教
育
の
主
要
た
方
法
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
も

と
で
移
成
さ
れ
る
職
業
技
術
を
補
う
意
味
か
ら
、
強
化
さ
れ
た
技
能
教

育
の
も
と
で
送
り
出
さ
れ
る
高
卒
者
の
配
置
が
必
要
で
あ
っ
た
。
高
校

に
お
い
て
彩
成
さ
れ
る
職
業
技
術
が
、
機
械
体
系
の
実
際
的
た
操
作
方

法
の
習
得
に
限
定
さ
れ
た
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
も
と
で
の
職
業
技
術
移
成
の
前
提

と
し
て
位
置
づ
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
Ｖ
Ｉ
６
表
）
。

　
日
本
鉄
鋼
連
盟
が
次
の
よ
う
に
述
べ
る
時
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
制
度
化
に
か

か
る
こ
の
よ
う
な
泰
情
が
顕
現
す
る
。
　
「
鉄
鋼
業
が
他
産
業
に
先
が
け

て
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
に
高
卒
者
を
採
用
し
た
こ
と
は
…
：
・
結
果
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

技
術
変
化
の
波
に
乗
っ
た
良
策
で
あ
っ
た
」
。

　
　
３
　
職
業
技
術
的
形
成
の
不
安
と
離
職
の
増
大

　
こ
の
よ
う
に
独
占
的
大
企
業
は
、
六
〇
年
代
後
半
、
資
本
主
義
的
技

術
革
新
を
基
礎
と
し
て
加
速
化
さ
れ
る
生
産
期
問
の
短
縮
に
。
労
働
者
を

対
応
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
高
卒
者
の
配
置
を
前
提
と
す
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の

制
度
化
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
こ
れ
ら
の
も
と
で
移
成
さ
れ
た
職
業
技
術
は
、
機
械
体
系
の

無
政
府
的
な
躍
如
に
。
あ
う
と
、
こ
れ
に
適
応
し
う
る
よ
う
た
総
合
的
た

一
四
〇

　
　
）

別
　
％

足充
靴

杯
（黙締れ功

剤
数

教
者

校
職

高
就

表イ
ー
Ｖ

れ
さ
る
足
い
充
て

１
１
一
　
１
■
２
０
１
３

６
１
６

計
１

Ｏ
）
　
Ｏ
）
７
９
８
６

１
４
３
．
８
．

育
教
通
－
普

５
　
　
ｏ
）
ｕ
１
５

ハ
Ｏ
　
ｏ
０
２
６
４
２

７
１
３
－
５
３
４
１

一
Ｌ
０
　
７
‘
３
　
１
．
４
　
ｏ
ｏ

科
学

科
科
通
業
普
工

５
３
７
１
計

○

成作りよ表８頁６）版年
７
０

１
９（』査調育教業産ｒ省部文）注（

た
、
採
用
さ
れ
配
置
さ
れ
て
以
降
に
お
げ
る
職
業
技
術
の
形
成
は
、

Ｊ
Ｔ
の
も
と
で
は
機
械
体
系
の
実
際
的
な
操
作
方
法
に
隈
定
さ
れ
な
げ

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
、
労
働
者
は
、
資
本
主
義
的
技
術
革

新
を
基
礎
と
す
る
作
業
速
度
と
生
産
期
問
短
縮
の
加
遼
化
の
も
と
で
、

職
業
技
術
の
形
成
に
対
す
る
不
安
感
を
う
っ
積
せ
ざ
る
を
え
な
・
か
っ

た
。

（
七
九
二
）

技
術
的
基
礎
の
欠
如
を
ば
く
ろ

せ
ざ
る
を
え
た
い
。
そ
れ
は
都

分
的
で
破
行
的
な
職
業
技
術
に

他
な
ら
な
か
っ
た
。
す
次
わ
ち
、

学
科
の
細
分
化
と
技
能
教
育
の

強
化
の
も
と
で
送
り
だ
さ
れ

る
高
卒
者
は
、
　
『
職
業
基
礎
知

識
』
を
は
じ
め
と
し
て
『
職
業

関
係
技
術
』
　
『
普
通
教
育
』
に

対
す
る
要
求
を
充
足
さ
れ
な
い

ま
ま
に
、
独
占
的
大
企
業
に
採

用
さ
れ
工
程
に
配
置
さ
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
（
Ｖ
Ｉ
７
表
）
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
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０
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９
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９
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９
３
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Ｆ
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３
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９
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０
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５
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目
司
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．
０
４
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３
５
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耕
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Ｕ

Ｏ
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６
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家
１
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３

Ｆ
Ｏ
　
　
Ｆ
０
　
　
１
■
ｎ
■
一
　
１
１
　
　
１
↓

３
５

、

－

８
ｉＶ

１

後
後
後

年
年
年

計

１
・
一
　
２
　
３

力
　
　
月
３
１

能
　
　
３
月

の
　
　
年
８

代
　
　
６
７
年

・
時
　
　
１
９
７
１

新
　
　
，
１
９

『
　
　
在
は

会
　
　
現
降

議
　
　
日
以

審
　
　
１
０
卒

済
　
。
月
月

経
成
６
３

。
作
年
年

べ
り
６
９
６
８

調
よ
１
９
１
９

一
表
は
　
，

タ
２
０
て
在

ン
頁
い
現

セ
３
１
つ
日

場
」
に
３
１

市
祉
卒
月

働
福
月
８

労
働
３
年

省
労
年
７
０
　
。

働
と
６
６
１
９
在

労
発
１
９
は
現

　
開
　
　
卒
日

）注（

　
し
た
が
っ
て
、
現
場
に
い
た
と
き
に
は
、
『
仕
事
と
い
う
も
の
は
、

　
も
の
た
の
だ
』
と
自
分
を
納
得
さ
せ
、
不
安
を
感
じ
た
が
ら
も
、

　
く
や
っ
て
き
た
。
や
が
て
仕
事
に
も
、
人
問
関
係
に
も
た
れ
、

　
し
、
将
来
の
こ
と
を
考
え
る
余
裕
が
で
て
く
る
と
と
も
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

　
気
持
が
つ
の
っ
て
く
る
」
。

　
労
働
者
は
、
資
本
主
義
的
技
術
革
新
を
基
礎
と
す
る
作
業
速
度
と
生

・
産
期
間
の
加
速
化
さ
れ
る
も
と
で
、
職
業
技
術
彩
成
に
対
す
る
不
安
感

を
う
つ
積
さ
せ
、
比
較
的
短
期
問
に
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
戦
後
に
お
げ
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）

　
「
職
場
で
の
職
業
技
術
教

育
の
進
め
方
は
、
上
か
ら
職

務
と
し
て
課
題
を
お
し
つ
げ

て
く
る
、
と
い
う
感
じ
だ
っ
．

た
。
基
礎
的
・
理
論
的
な
知

識
が
た
げ
れ
ば
（
た
い
ま
ま

に
の
誤
植
と
思
わ
れ
る
－
引

用
者
）
こ
の
課
題
を
与
え
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
き

な
精
神
的
負
担
に
な
る
し
、

そ
れ
は
や
が
て
不
安
感
焦
燥

感
に
変
り
、
遂
に
は
投
げ
や

　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

り
に
な
っ
て
し
ま
う
」
。
「
企

業
で
の
職
業
技
術
教
育
の
内

容
は
、
高
校
卒
業
の
学
力
で

は
充
分
こ
な
し
切
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
う
し
う

　
　
　
　
　
　
た
だ
何
と
な

　
　
　
　
　
周
囲
を
見
ま
わ

　
　
　
　
や
め
た
い
と
い
う

る
（
Ｖ
Ｉ
８
表
）
。

　
こ
の
こ
と
は
、
生
産
期
問
の
短
縮
に
対
応
し
て
拡
大
さ
れ
た
六
〇
年

代
後
半
の
企
業
内
教
育
が
、
部
分
的
で
破
行
的
な
職
業
技
術
の
彩
成
を

も
た
ら
す
以
外
の
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

（
ユ
）
「
川
崎
製
鉄
株
式
会
杜
に
お
け
る
教
育
訓
練
目
的
と
方
針
」
日
本
鉄

　
　
鋼
連
盟
『
鉄
鋼
各
杜
教
育
体
系
・
教
育
規
定
集
１
』
三
七
べ
ー
ジ
。

（
２
）
「
川
崎
製
鉄
株
式
会
杜
に
お
げ
る
教
育
訓
練
目
的
と
方
針
」
前
掲
書
、

　
　
三
七
ぺ
ー
ジ
。

（
３
）
「
川
崎
製
鉄
株
式
会
杜
に
お
け
る
教
育
訓
練
目
的
と
方
針
」
前
掲
書
、

　
　
三
七
べ
－
ジ
。

（
４
）
　
「
川
崎
製
鉄
株
式
会
杜
に
お
け
る
教
育
基
本
規
程
」
日
本
経
営
政
策

　
　
学
会
編
『
経
営
資
料
集
大
成
！
３
』
五
三
ぺ
－
ジ
。

（
５
）
　
「
川
崎
製
鉄
株
式
会
杜
に
お
げ
る
教
育
基
本
規
程
」
前
掲
書
、
五
三

　
　
ぺ
ー
ジ
。

（
６
）
以
上
は
、
草
野
隆
光
・
藤
沢
健
二
「
鉄
鋼
独
占
企
業
に
お
げ
る
『
合

　
　
理
化
』
と
企
業
内
教
育
の
展
開
過
程
」
北
海
道
大
学
教
育
学
部
連
業
教

　
　
育
計
画
研
究
施
設
「
鉄
鋼
業
の
『
合
理
化
』
と
企
業
内
教
育
１
」
二
一

　
　
二
～
二
ニ
ベ
ｉ
ジ
を
筆
者
な
り
に
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
７
）
草
野
隆
光
・
藤
沢
健
二
、
前
掲
論
文
、
二
西
ぺ
ー
ジ
。

（
８
）
草
野
隆
光
・
藤
沢
健
二
、
前
掲
論
文
、
二
一
四
べ
－
ジ
。

（
９
）
草
野
隆
光
・
藤
沢
健
二
、
前
掲
論
文
、
二
ニ
ハ
ベ
ｉ
ジ
。

（
１
０
）
草
野
隆
光
・
藤
沢
健
二
、
前
掲
論
文
、
二
ニ
ハ
ペ
ー
ジ
。

（
ｕ
）
　
日
本
鉄
鋼
連
盟
『
昭
和
四
五
年
度
鉄
鋼
各
杜
教
育
訓
練
計
画
』
五
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一
　
（
七
九
三
）



（
１
２
）

（
１
３
）

（
１
４
）

（
１
５
）

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

べ
－
ジ
。

　
草
野
隆
光
・
藤
沢
健
二
、
前
掲
論
文
、
二
一
四
べ
－
ジ
。

　
日
本
鉄
鋼
連
盟
『
鉄
鋼
十
年
史
』
五
八
べ
ー
ン
。

　
日
本
鉄
鋼
産
業
労
働
組
合
連
合
会
『
最
近
の
鉄
鋼
産
業
に
お
げ
る
職

業
訓
練
』
六
六
べ
－
ジ
。

　
日
本
鉄
鋼
産
業
労
働
組
合
連
合
会
『
最
近
の
鉄
鋼
産
業
に
お
け
る
職

業
訓
練
』
六
六
べ
ー
ジ
。

　
　
　
Ｖ
　
「
能
力
主
義
管
理
」
の
支
柱
と
し
て
の
「
自
己
啓

　
　
　
　
　
発
」
へ
の
移
行

　
　
１
　
「
自
己
啓
発
」
の
進
展

　
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
企
業
内
教
育
の
方
針
は
次
の
よ
う
に
提
起
さ

れ
る
に
い
た
っ
た
。

　
「
合
理
化
に
挑
戦
し
、
ま
た
時
代
を
先
取
り
す
る
た
め
に
は
、
単
に

与
え
ら
れ
る
教
育
の
み
で
は
真
の
能
力
開
発
は
期
待
で
き
な
い
。
む
し

ろ
、
自
か
ら
問
題
を
予
見
し
、
そ
れ
を
解
決
す
る
意
欲
を
基
盤
と
し
た

能
力
が
と
み
に
要
請
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
杜
員
一
人
ひ
と
り
の
曹

発
意
欲
を
喚
起
し
て
、
自
か
ら
啓
発
目
標
を
明
ら
か
に
し
、
自
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

努
力
に
よ
り
能
力
を
開
発
し
う
る
施
策
を
拡
大
す
る
」
。

　
「
有
能
な
人
材
の
育
成
」
が
「
企
業
の
繁
栄
」
に
と
っ
て
「
緊
急
の

）％位単（
法方な要主の育教内業企るげおに近最表１Ｖ
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１
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．
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０２６
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０
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０
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ナ
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用

状
　
　
利

現
　
　
を

の
　
　
標

育
。
指

教
い
の

内
な
育

業
ら
教

企
な
合

の
に
集

国
ｏ
ｏ
別

が
１
層

わ
は
階

『
計
は

会
合
て

協
め
い

練
た
つ

訓
の
に

業
答
育

産
回
教

本
重
合

目
多
集

）注（

一
四
二
　
（
七
九
四
）

　
　
（
２
）

　
課
題
」
で
あ
る
と
し
た
前
の
時
期
の

方
針
は
、
さ
ら
に
発
展
し
て
、
「
杜
員

一
人
ひ
と
り
の
啓
発
意
欲
」
の
「
喚

起
」
に
よ
る
能
力
開
発
が
「
合
理
化

に
挑
戦
し
」
　
「
時
代
を
先
取
り
す
る

た
め
に
」
要
請
さ
れ
て
い
る
と
い
う

わ
げ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
方
針
に
基

づ
い
て
、
企
業
内
教
育
は
、
　
「
自
已

啓
発
」
（
「
杜
員
の
自
己
啓
発
意
欲
を
喚

起
・
助
長
し
、
企
業
の
人
的
能
力
基
盤
を

　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

拡
大
．
強
化
す
る
教
育
」
）
を
、
．
主
要
な

方
法
と
し
て
位
置
づ
げ
た
が
ら
展
開

さ
れ
る
に
い
た
っ
た
（
Ｖ
－
１
表
）
。

　
で
は
、
企
業
内
教
育
の
こ
う
し
た

変
化
は
、
い
か
な
る
基
礎
的
条
件
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
。

　
第
一
に
、
独
占
的
大
企
業
は
、
増

大
す
る
生
産
力
と
最
終
的
消
費
と
の

あ
い
だ
の
矛
盾
の
拡
大
に
よ
る
市
場



問
題
の
激
化
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
ツ
ヨ
ソ
、
さ
ら
に
国
際
通
貨
体
制
の
矛

盾
の
拡
大
と
国
際
通
貨
危
機
の
深
化
な
ど
、
戦
後
高
蓄
積
過
程
が
う
み

だ
し
た
諸
矛
盾
を
突
破
す
る
た
め
に
。
、
ま
す
ま
す
高
度
の
資
本
蓄
積
を

追
求
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
独
占
的
大
企
業
は
、
国
家
へ
の
従
前
に
も
増
し
た
寄
生
に
よ
る
資
本

蓄
積
を
継
続
し
な
が
ら
、
資
本
主
義
的
技
術
革
新
を
基
礎
と
す
る
作
業

速
度
と
生
産
期
問
の
極
端
た
加
速
化
に
よ
っ
て
、
資
本
の
回
転
期
間
を

さ
ら
に
短
縮
さ
せ
た
。
鉄
鋼
業
に
お
げ
る
設
備
投
資
は
、
一
九
六
八
年

四
、
五
〇
四
億
円
、
六
九
年
五
、
四
一
五
億
円
に
ひ
き
つ
づ
き
、
七
〇
年

六
、
六
七
七
億
円
、
七
一
年
八
、
二
〇
六
億
円
、
七
二
年
六
、
五
ニ
ハ
億

円
、
七
三
年
六
、
〇
二
五
億
円
と
、
飛
躍
的
な
増
大
傾
向
を
示
す
も
の

で
あ
っ
た
（
但
し
七
三
年
の
み
実
績
見
込
、
通
産
省
産
業
構
造
審
議
会
資
料
）
。

か
か
る
傾
向
は
、
資
本
の
有
機
的
構
成
を
さ
ら
に
高
度
化
し
、
利
潤
率

の
低
下
傾
向
に
さ
ら
に
抽
車
を
か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
。
た
い

し
、
独
占
的
大
企
業
は
、
Ｉ
Ｅ
に
よ
る
要
員
査
定
な
ど
の
方
法
に
よ
っ

て
要
員
を
き
り
っ
め
た
う
え
で
、
作
業
速
度
と
生
産
期
問
を
極
度
に
加

速
化
さ
せ
た
。
し
か
も
、
独
占
的
大
企
業
は
、
労
働
者
が
自
動
機
械
体

系
の
も
と
で
加
速
化
さ
れ
た
作
業
速
度
に
受
動
的
に
対
応
す
る
だ
け
で

は
満
足
せ
ず
、
労
働
強
度
を
増
大
さ
せ
る
組
織
的
手
段
を
動
員
し
て
、

　
　
　
　
戦
後
に
お
げ
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）

か
れ
ら
が
積
極
的
に
生
産
性
向
上
に
た
ち
む
か
う
こ
と
を
期
待
し
た
。

　
企
業
内
教
育
は
、
労
働
者
を
か
か
る
白
動
機
械
体
系
の
も
と
で
加
速

化
さ
れ
た
作
業
速
度
に
、
た
ち
む
か
わ
せ
て
い
く
た
め
に
再
編
成
さ
れ

る
に
い
た
っ
た
。

　
第
二
に
、
独
占
的
大
企
業
は
、
企
業
内
教
育
の
主
要
方
法
を
Ｏ
Ｊ
Ｔ

か
ら
「
自
己
啓
発
」
に
転
換
す
る
さ
い
、
労
働
者
の
自
主
的
な
職
業
技

術
の
彩
成
要
求
の
昂
揚
を
、
　
「
自
己
啓
発
」
と
い
う
欺
ま
ん
的
な
彬
態

法
％

跡
位

割
蝉ゆ
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％
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れ
る
こ
と
の
う

ち
に
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
第
一
に
、
Ｑ
Ｃ
・
Ｉ
Ｅ
な
ど
生
産
管
理
や
労
務
管
理
に

関
す
る
講
座
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
（
Ｖ
Ｉ
４
表
）
。

　
た
と
え
ぱ
高
炉
五
杜
の
一
角
に
位
置
し
て
い
る
川
崎
製

鉄
の
な
か
で
も
粗
鋼
年
産
能
力
九
〇
〇
万
ト
ソ
（
一
九
七

　
　
　
戦
後
に
お
け
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）

理管務労理管産生表↓Ｖ

度年１７９ユ

的目
■

容内名ス

　
　
　
　
　
　
　
成

　
　
　
　
　
　
　
養

　
　
得
発
　
与
与
の

　
　
修
啓
　
付
付
員

与
与
の
己
　
の
法
導

付
付
法
自
　
法
技
指

の
の
技
，
め
技
・
の

法
法
・
与
と
・
識
め
入

手
手
識
付
ま
識
知
た
導

と
と
知
の
総
知
理
の
な

方
方
連
識
の
の
管
入
滑

え
え
関
知
理
理
務
導
円

考
考
な
な
管
管
労
な
に

な
な
要
要
務
務
・
滑
心

的
的
必
必
労
労
理
円
中

礎
礎
に
に
・
・
管
の
を

基
基
行
行
理
理
産
員
要

の
の
遂
遂
管
管
生
杜
概

Ｃ
Ｅ
務
務
業
産
級
入
杜

Ｑ
Ｉ
職
職
作
生
初
新
会

　
　
）

　
　
等

　
　
理

　
　
管

　
　
価

　
　
原

　
　
（
　
　
　
　
　
育

　
　
座
　
　
　
　
教

座
座
講
会
育
育
育
員
育

一
欝
蟻

Ｑ
Ｉ
中
総
作
後
前
新
新

一
四
五
　
（
七
九
七
）

発
　
度
教

開
　
　
年
た

力
　
　
４
６
し

能
　
　
和
結

社
　
　
昭
直

各
　
　
ぴ
に

鋼
　
　
」
動

鉄
　
施
活

皮
　
実
産

年
　
き
生

４
９
　
続
，

和
　
　
引
ど

昭
　
　
に
な

『
　
　
皮
）

同
　
　
年
Ｅ

。
　
前
－

頁
５
１
　
等
Ｃ

～
　
育
Ｑ

５
０
　
教
（

』
。
Ｅ
法

画
る
１
技

計
あ
ｑ
理

練
で
Ｑ
管

Ｈ
Ｈ
ｕ
「
「
１

司
一
仮

育
事
。
。

教
の
た
た

○るいてせさ存併てし定設を系体新てしと

杜
所
れ
れ
九
置

各
鉄
さ
さ
頁
措

鋼
製
施
施
５
３
行

鉄
島
実
実
』
移

皮
水
に
に
画
他

年
社
と
と
計
の

４
６
会
も
も
発
系

和
式
の
の
開
休

昭
株
針
針
力
旧

『
鉄
方
方
能
の

盟
製
の
の
社
記

連
崎
次
次
各
上

鋼
川
は
は
鋼
は

鉄
は
度
皮
鉄
度

本
れ
年
年
度
年

日
こ
７
１
７
４
年
７
４

　
　
　
４
９

）注（



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

一
四
六
　
（
七
九
八
）

置位るげおに育教内業企の

育教術技るよこサ」発啓己自「

法方間期象対容内的目項

一
般
募
集
に
よ
る
選
定
、
日
本
技
能
教
育
開
発
セ
ソ
タ
ー
（
通
信
制
）
に
よ
る
自
学
自
習
お
よ
び

課
題
報
告
終
了
テ
ス
ト

全
杜
統
一
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

学
習
、
自
学
自
習
方
式

週９
Ｏ
）
　
Ｏ
）

０
）
　
’
Ｏ

６

１
２

１
２

１
２

９
１
５

１
５

ｕ

庇
１
５

１
５

Ｏ
Ｊ
　
Ｏ
Ｊ

Ｏ
）
　
＾
０

９

６
１
５

１
５

轍
鴇
欝
員
で
基
礎
学
科
合
格
の
学
力
を
有
す
る
者
で
職
務
遂
冥
当
該
科
目
の
知
識
を
必

　
　
格
　
屈

論
　
観
　
座

概　
　
理
　
動
　
般
キ

類
　
処
　
振
　
　
一
ツ

種
　
熟
　
　
　
　
錬
メ

　
　
　
　
仇
　
製
，

械
　
駄
　
曲
　
鉄
出

機
　
試
　
　
　
非
押

　
　
　
　
グ

定
　
観
　
じ
　
般
管

測
識
種
　
ね
　
　
鋼

・
知
，
　
　
　
法

作
礎
織
　
縮
　
鋼
般

工
基
組
般
圧
般
製

・
の
，
一
　
，
一
　
，
法

し戻焼れ入焼

般法

般
し
般
作

一
ま
一
工

素
気
料
図
張
定
銑
延
造
な
造
械

要
電
材
製
引
測
製
圧
鍛
焼
鍛
機

般法業作上仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ

　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
ソ

　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
ラ
　
　
タ

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
ユ

　
　
　
　
　
　
観
業
　
　
管
　
ピ

　
　
　
導
　
圧
法
作
　
　
空
　
ソ

　
　
　
誘
　
電
，
手
　
　
真
　
コ

　
　
　
　
　
　
，
験
，

　
　
　
気
　
カ
試
工
　
　
器

　
　
　
磁
　
電
料
加
　
　
流
　
ダ

　
　
令
，
　
，
材
り
　
　
整

　
　
法
流
　
量
，
ぐ
　
　
　
　
レ

　
　
係
交
　
容
性
中
　
観

　
　
関
，
　
電
磁
　
　
　
圧
　
Ｖ

　
　
，
流
　
静
，
盤
　
　
変
　
丁

　
般
接
直
　
　
縁
ル
）

法
　
溶
，
相
量
絶
一
ダ
　
機
　
魯

接
法
ク
論
三
容
　
ボ
ソ
般
動
　
通

溶
工
一
概
，
導
抗
，
ハ
　
電

，
加
ア
関
論
誘
低
ス
　
図
　
　
器

法
ス
，
機
理
，
　
イ
キ
製
機
一
機

金
レ
ス
燃
流
抗
線
ラ
ガ
気
電
タ
子

板
ブ
ガ
内
交
低
電
フ
ケ
電
発
ス
電

語

　
用

鋼灘

う
礎

使
基

く
，

よ
方

で
み

場
読

現
，，

ト

育
ツ

教
べ

種
ア

各
フ

内
ル

杜
ア

程工造製の所当と造製鋼鉄

方え考な的量数理原と方い使の尺算計

業
務
に
関
連
し
た
知
識
の
修
得
お
よ
び
レ
ベ
ル
ア
ッ
ブ

技
能
教
育
の
下
地
に
な
る

基
礎
学
力
の
向
上

論
論
料
図
学
法
法
法
法
法
法
法
）
法
）
法
法
法
緒
論
測
料
法

鶉
力
造
造
理
作
繍
作
編
工
肛
鵬
理
計
材
作

鮭
料
定
総
造
処
造
艦
材
接
鰯
気
気
気
紅

機
電
材
製
材
測
製
鋼
鍛
熱
鋳
機
（
機
（
板
プ
溶
内
電
電
電
電

図
電
　
電
　
　
級
級

製
・
・
科
初
初
術
餓
簸
図
尺

　
器
　
学
　
学
学
語
技
製
の
の
　
算

気
機
用
工
器
　
数
英
　
鋼
気
械

　
気
応
気
機
礎
｛
礎
鉄
電
機
製
計

電
電
気
電
子
基
　
　
基

眺
製
こ

葉
。

千
る

た
て

ま
え。

加

る
を

あ
室

で
教

の
理

も
物

る
礎

あ
基

に
　
，

定
室

予
教

講
語

開
英

次
礎

順
基，

に

く
、
ｂ

な
さ

は
年

で
同

座
，

講
り

た
お

し
て

ざ
し

め
設

を
開

施
に

実
で

面
す

当
を

は
室

図
教

製
尺，

算

礎
計

基
，

の
室

械
教

機
学



育教術技るよ
．
に」発啓己自「表５■Ｖ

育教術技の外以」発啓己自「

法

－
方

間期象対容内的目項

一
般
募
集
に
よ
る
全
日
制
教
育

日５

３

１
０

１
０

１
０

５
１
０

１
０

〔
Ｕ
　
一
Ｌ
●

Ｅ
ｏ
　
Ｆ
ｏ

一
Ｌ
０
　
■
１
０

ｏ
ｏ
　
　
６

Ｆ
〇
　
　
　
一
Ｌ
０

５

技
能
職
掌
杜
員
で
業
務
遂
行
上
必
要
と
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
）
操
流
操

　
　
　
　
　
　
　
　
乍
　
　
　
習
一
　
本
　
の
　
本

　
　
　
　
　
　
　
　
本
　
　
　
実
タ
　
基
物
　
基

　
　
　
　
　
　
　
　
基
　
　
　
路
ス
　
び
　
た
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
盤
　
　
　
回
リ
　
よ
　
し
　
）

　
　
成
　
　
育
　
成
ス
　
　
習
本
イ
　
お
　
と
　
ル

　
　
作
　
　
教
　
構
イ
　
　
実
基
サ
　
み
　
し
　
イ

ス
方
の
　
育
得
　
路
ラ
育
　
に
び
，
　
く
　
中
　
オ
　
カ

一
み
品
　
教
取
　
回
フ
教
　
び
よ
一
　
し
　
を
　
　
　
く

レ
読
製
業
得
許
　
・
．
再
ら
お
〃
の
備
ス
働
法

ト
．
種
作
取
免
　
一
、
一
盤
者
　
な
方
ジ
　
御
　
設
　
　
　
に
作

の
方
各
本
許
グ
　
組
削
得
　
験
見
ソ
　
制
　
の
　
　
　
ら
操

素
見
の
基
免
ソ
解
形
取
実
，
　
量
他
グ
れ
炉

要
の
で
管
業
ジ
分
・
許
・
み
け
流
の
（
こ
び

械
面
ま
配
作
ウ
接
器
盤
免
　
識
く
，
習
，
　
そ
　
法
　
　
よ

機
図
法
る
用
ガ
溶
機
り
・
　
知
し
ド
実
御
　
　
　
油
　
構
お

て
て
開
よ
応
，
の
体
ぐ
育
　
礎
の
一
路
制
　
延
　
給
　
機
み

じ
じ
展
に
，
接
板
単
中
教
　
基
ス
オ
回
力
　
圧
　
　
　
び
く

通
通
り
用
業
溶
鋼
，
盤
備
育
る
ソ
イ
，
圧
　
　
　
み
　
よ
し

を
を
よ
使
作
，
向
礎
ル
準
教
す
ヶ
ダ
識
，
　
鋼
　
く
　
お
の

格
素
業
具
本
断
上
基
一
得
得
関
一
（
知
御
製
　
し
　
素
象

規
要
作
工
基
切
・
の
ボ
取
取
に
シ
体
礎
制
　
　
　
　
の
　
要
現

図
械
本
種
上
ス
向
圧
盤
許
許
気
気
導
基
度
　
鉄
　
滑
　
械
焼

製
機
基
各
仕
ガ
下
油
旋
免
免
電
電
半
の
温
作
製
れ
潤
作
機
燃

業
務
に
密
着
し
た
知
識
・
技
能
・
技
術
の
修
得

図
図
缶
管
立
接
接
器
作
機
け
礎
面
路

製
読
　
　
組
溶
溶
機
工

械
械
　
　
上
ス
気
圧
械
重
掛

基
図
回

気
気
子

機
機
製
配
仕
ガ
電
油
機
機
玉
電
電
電

測計

法造製鋼鉄

滑潤

学
炉工械

熱

機
加

作
　
・
数

り
　
　
株
思
楚

よ
　
基
基

）
　
　
の
，

２
頁
孔
気
室

ま
穣

・
。
肋
け
数

搬
驚

麟
稿
携

燃
擦
灘

盟
－
崎
鉄
製
時

鱗
撚

日
ｒ
上
所
よ
１

　
　
鉄
の

）注（

戦
後
に
お
け
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）

一
四
七
　
（
七
九
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

二
年
現
在
）
と
最
大
の
規
模
を
誇
る
水
島
製
鉄
所
で
は
一
九
七
一
年
度

に
開
設
さ
れ
て
い
た
九
コ
ー
ス
は
、
三
年
後
の
七
四
年
度
に
。
は
、
は
や

く
も
お
よ
そ
二
倍
の
一
七
コ
ー
ス
に
拡
大
さ
れ
た
。
ま
た
、
作
業
労
働

者
を
対
象
と
す
る
コ
ー
ス
が
、
　
『
中
堅
掛
員
専
門
コ
ー
ス
』
の
継
続
を

は
じ
め
『
中
堅
杜
員
教
育
』
『
中
堅
Ｑ
Ｃ
講
座
』
『
中
堅
Ｉ
Ｅ
講
座
』
の

新
設
な
ど
、
特
に
拡
充
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
労
働
者
を
思
想
的
に
武

装
解
除
さ
杜
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
Ｑ
Ｃ
運
動
・
Ｚ
Ｄ
運
動
拡
大
の
理
論

的
保
障
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
（
一
九
六
九
年
九
月
で
実
施
会
杜
数
二
九
、

実
施
事
業
所
数
一
〇
二
、
サ
ー
ク
ル
数
二
〇
三
七
一
で
あ
っ
た
Ｑ
Ｃ
運
動
は
、
七

三
年
九
月
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
四
一
、
一
四
六
、
二
九
、
五
四
二
に
拡
大
さ
れ
る
に
。

至
っ
て
い
る
。
目
本
鉄
鋼
連
盟
自
主
管
理
活
動
委
員
会
『
鉄
鋼
業
に
お
け
る
自
主

管
理
活
動
の
あ
ゆ
み
』
）
。
同
時
に
、
そ
れ
ら
は
、
自
動
機
械
体
系
の
も
と

で
新
た
に
加
速
化
さ
れ
た
作
業
速
度
と
生
産
期
問
の
短
縮
に
労
働
者
を

た
ち
む
か
わ
せ
る
保
障
で
あ
っ
た
。

　
第
二
に
、
企
業
内
教
育
を
っ
う
じ
て
提
供
さ
れ
る
技
術
学
的
知
識
の

拡
大
が
、
　
「
自
己
啓
発
」
形
態
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る

（
Ｖ
－
５
表
）
。

　
川
崎
製
鉄
の
た
か
で
は
さ
き
の
水
島
に
っ
づ
い
て
第
二
の
規
模
を
も

つ
千
葉
製
鉄
所
（
一
九
七
二
年
現
在
、
粗
鋼
年
産
能
力
六
〇
〇
万
ト
ソ
）
の
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八
　
（
八
Ｏ
○
）

業
内
教
育
は
、
　
「
業
務
に
密
着
し
た
知
識
・
技
能
・
技
術
の
修
得
」
の

た
め
の
集
合
教
育
と
、
　
「
職
務
に
関
連
し
た
知
識
の
習
得
お
よ
び
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
」
の
た
め
の
「
自
已
啓
発
」
と
で
編
成
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
自
動
機
械
体
系
に
お
げ
る
機
械
監
視
労
働
の
も
と
で
体
系
的
な
職

業
技
術
の
彬
成
を
必
要
と
し
た
労
働
者
が
、
技
術
学
的
知
識
の
拡
大
を

以
っ
て
設
定
さ
れ
た
「
自
已
啓
発
」
の
各
講
座
に
主
体
的
に
取
組
ま
な

け
れ
ば
た
ら
な
い
こ
と
を
、
意
味
し
て
い
た
。
す
た
わ
ち
、
労
働
者
が

「
業
務
に
密
着
し
た
知
識
・
技
能
」
の
「
修
得
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
業

務
に
関
連
し
た
知
識
の
修
得
」
に
よ
っ
て
、
か
れ
の
職
業
技
術
の
「
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
」
を
は
か
る
た
め
に
は
、
　
「
自
己
啓
発
」
の
も
と
に
設
定

さ
れ
た
講
座
を
す
す
ん
で
受
講
し
た
げ
れ
ぱ
な
ら
た
か
っ
た
。
同
時
に
、

「
自
己
啓
発
」
の
各
講
座
に
お
け
る
技
術
学
的
知
識
の
拡
大
と
は
い
っ

て
も
、
　
「
職
務
遂
行
上
」
必
要
と
さ
れ
る
知
識
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
企
業
内
教
育
は
、
職
務
の
必
要
に
狭
く
限
定
さ
れ
た
各

講
座
に
労
働
者
が
主
体
的
に
参
加
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
た
い
よ
う
に
編
成

さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
職
業
技
術
の
「
レ
ベ
ル
ァ
ッ
プ
」
に
よ
っ
て
、

自
動
機
械
体
系
の
も
と
で
極
度
に
加
速
化
さ
れ
た
作
業
速
度
と
生
産
期

問
の
短
縮
に
、
労
働
者
を
対
応
さ
せ
る
た
め
の
企
業
内
教
育
び
整
備
を



況状易問時の育教内業企表イＶ

ｌ
６
表
）
。

）
％

４

６

７

無
回
答

２

１

３

位単（

み

３

７

３

７

時
問
外
の

４
４

９
４

２
４

０
４

＼
〃

に
か
げ
て

１

５

Ｏ

５

ら
時
間
外

時
間
内
か

２
２

４
２

６
２

０
２

－

２

８

１

２

仏
時
間
内

Ｊ
■

１
３

Ｆ
ｏ
２

０
３

５
３

八止

者

才
才
上

動
イ

２
９
３
９
以

、
ク

労

～

～

才

業

０
３

０
４

Ｕ
■

作

年
令
別

』
　
　
乍

練
　
　
ｆ

ｌ
Ｉ
　
　
で

弓
　
の

育
。
巧

漱
賊
－

戸
ｆ
■

業
り
牙
、

企
よ
ま
し

『
９
合
な

「
１
も
し

　
Ｑ蒜

簑

連
５
働
も

崎
苅

猟
饒

業
９
７
に
況

産
ｏ
況
状

鋼
」
状
の

鉄
査
別
者

本
調
令
働

日
識
年
労

　
意
　
　
業

注（

　
　
　
　
そ
の
際
、
半
年
に
及
ぶ
講
座
も
含
め
て
、

続
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る

に
お
い
て
「
自
己
啓
発
」
と
し
て
設
定
さ
れ
る
講
座
は
、

十
時
問
か
ら
五
十
時
間
、
期
問
に
し
て
三
カ
月
か
ら
六
カ
月
に
１
お
よ
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

の
を
通
例
と
し
て
い
る
と
い
う
。
し
か
も
、
労
働
者
は
、
講
座
の
内
容

を
理
解
し
そ
の
進
行
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
自
宅
に
お
げ
る
補
習

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
（
Ｖ
ｌ
８
表
）
。
こ
の
よ
う
に
「
自
己
啓
発
」

は
、
労
働
者
に
労
働
時
間
の
延
長
を
も
た
ら
す
こ
と
を
っ
う
じ
て
の
み

　
　
　
　
戦
後
に
お
け
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
當
）

意
味
し
て
い
た
。

　
第
三
に
、
　
「
白
已
啓

発
」
に
よ
っ
て
労
働
者

は
、
労
働
時
問
の
延
長
、

賃
金
削
減
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。　

ま
ず
、
労
働
時
問
外

に
お
げ
る
実
施
が
「
自

己
啓
発
」
の
主
た
る
傾

向
と
な
っ
て
い
る
（
Ｖ

　
　
か
た
り
の
期
問
継

（
Ｖ
Ｉ
７
表
）
。
鉄
鋼
業

　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
二

実
施
さ
れ
る
べ
く
編
成
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
独
占
的
大
企
業
に
お
げ
る
「
白
己
馨
発
」
は
、
労
働
者
の

費
用
負
担
を
伴
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
（
Ｖ
Ｉ
９
表
）
。
こ
の
場
合
、
五

〇
〇
〇
人
以
上
規
模
で
は
、
コ
ー
ス
数
に
し
て
五
コ
ー
ス
以
上
が
最
も

多
く
、
ま
た
、
労
働
者
一
人
当
り
負
担
額
も
一
万
円
以
上
を
含
む
五
千

円
以
上
が
約
半
数
を
占
め
る
な
ど
、
大
規
模
に
編
成
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
　
「
自
己
啓
発
」
へ
の
参
加
に
対
し
て
時
問
外
手
当
が
ほ
と

ん
ど
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
（
Ｖ
－
１
０
表
）
と
相
侯
っ
て
、
労
働
老
に
実
質

的
た
賃
金
削
減
を
強
い
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
　
「
自
己
啓
発
」
は
、
職
制
に
よ
る
参
加
の
督
促
や
昇
進
・

昇
格
と
の
結
合
を
条
件
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
労
働
者
の
犠
牲
を
拡
大
す
る
こ
と
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
「
白
已
啓

発
」
は
、
　
「
当
面
の
作
業
に
必
要
な
だ
け
の
教
育
の
み
で
あ
る
」
・
「
系

統
だ
っ
た
教
育
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
い
」
・
「
勤
務
時
問
外
・
休
日
に

お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
」
な
ど
、
企
業
内
教
育
に
対
す
る
労
働
者

の
多
様
た
不
満
を
累
積
さ
せ
る
（
Ｖ
－
ｕ
表
）
。
こ
れ
に
た
い
し
、
独
占

的
大
企
業
は
、
自
動
機
械
体
系
を
基
礎
と
す
る
加
速
化
さ
れ
た
作
業
速

度
へ
の
労
働
者
の
対
応
を
至
上
命
令
と
し
て
、
職
制
に
よ
る
参
加
の
督

促
や
昇
進
・
昇
格
と
の
結
合
を
手
段
と
す
る
「
白
己
啓
発
」
の
実
施
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
　
（
八
〇
一
）



立
命
館
経
済
学
（
靖
二
十
四
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜
－
べ
洲
　
淳
糠
罪
国
卓
戸
滞
譜
吠
ざ
か
吟
嚇
冴
薄
域
◎
｝
宵
（
茸
口
灘
＞
轟
）

（
八
〇
二
）

灘
　
域
　
鞘
一
繭

ｕ
　
　
　
　
　
メ

曲

冴

暗

蟄
　
国
・
謀
　
轄

洋
畑
軍
嚇
腓
轟
ｕ
ｌ
×

－
露
識
煎
怜

鋤
「
』
諜
隔
（
曹
簿
）

掛
「
』
灘
隔
（
廿
簿
）

滞
薄
望
講
諜
黒

醐
欧
◎
巌
轟

藩
爵
◎
巌
轟

寺
淋
串
鵠
ｅ
桝
轟

醐
斯
諜
隔

嚢
讃
轟
獅
＾

斗
－
、
１
◎
醐
舟
斗
灘
瞬

騨
歯
鱈
康
識
隔

　
　
　
　
耀
癖
ｕ
ー
メ

　
　
　
｛

　
　
　
　
旨
Ｈ
誌
紛
ｕ
ー
メ

　
　
　
　
耕
劃
禽
溺
〕
ー
メ

・
』
ノ
瞭
蟷
ｕ
－
メ

　
尊
無

　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
×
辻
ｕ
ー
メ

　
　
　
　
詩
用
ｕ
ー
メ

藩
薄
ヌ
川
一
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
－

墨
籔
腎
よ

誉
Ｈ
琳
購
ｕ
－
メ

魯
浦
ｕ
－
メ

図
国
◎
迦
斗
・
醐
岬
斗
ｕ
１
×

陣
迦
～
ｒ
べ
良
糊
洋
諦
難
呼
薗
蹴
叫
ぴ

巾
申
靹
万
前
耳
か
卦
難
蛛
ｅ
諜
跡
呼
箭
〔
洋
ラ
陣
畑
～
Ｆ
べ
ｅ
詰
揮
◎
欝
汁

呼
図
び

蔚
諾
轟
洋
迦
～
ぺ
べ
轟
踏
隣
饒
ト
良
糊
洋
淋
轟
審
柵
「
』
杏
難
一
鮮
諮
呼
瞭
翁

眺
埠
ぴ
～
～
か
石
萌
渚
◎
紐
「
』
鮮
誌
可
ト
◎
汁
浄
ｅ
耕
達
呼
６
〈
び

く
１
、
＼
メ
呼
陶
覇
眺
弗
闘
苅
貼
毒
ｅ
痢
叫
二
升
藩
蔚
誌
呼
亘
ト
映
咋
ぴ

蹄
雌
酷
轟
◎
奔
商
フ
霜
叫
戸
浸
糊
洋
鋤
「
』
鮮
諾
ｅ
可
ト
呼
再
サ
ぴ

巾
繭
斗
－
、
」
茸
（
理
解
斗
１
、
－
呼
聴
茸
ピ
ベ
審
轟
洋
芭
罫
呼
↓
叫
汁

浮
戸
良
糊
洋
癖
轟
杏
難
呼
牟
中
叫
ぴ
～
～
か
（
一
小
ざ
ｅ
ヲ
由
蟄
薄
呼
薗
ピ

ベ
斗
－
、
１
呼
璃
茸
叫
ぴ
け
呼
６
斗
眺
埠
か

癖
歯
ｅ
鱈
臨
戸
溜
叫
ぴ
詳
紛
書
書
難
◎
瞭
載
帥
薗
－
事
踊
戸
瑠
叫
び
闘
難
呼

霜
浮
び

鍵
艦
石
前
ラ
ベ
奔
薄
・
÷
瞭
潤
ｅ
ｄ
昧
ぴ
辮
轟
購
諾
呼
牟
中
斗
び

誉
Ｈ
琳
熊
戸
良
糊
洋
淋
轟
杏
難
一
鮮
諾
呼
牟
中
斗
ぴ
呼
奪
中
ピ
鮮
誌
可
ト
酎

再
サ
ぴ

巾
繭
鳶
贈
吉
喉
暑
洋
魯
誹
寺
淋
◎
ｗ
げ
洋
欝
書
冒
轡
沖
魯
浦
一
鮮
誌
行
６
７

（
桝
融
曹
難

蹄
雌
簸
飾
◎
藤
薄
図
邑
窃
醐
浮
魂
栂
洋
図
国
法
醐
ｑ
び
鮮
諮
ひ
茸
中

８
堺
理
・
熟
腸
輩

◎
。
罫
理
・
誠
腱
輩

饗
嚢

ざ
珊
理
・
諦
蝿
謹

一
一
一
鑓
一
議
謹
．

き
罫
国
・
諦
鵬
静
弗
と
酋

轟
華
襲

Ｎ
口

い
口

Ｎ
口

一
回

－
口

Ｈ
ロ

ー
迎

一
〕

ｏ
◎
皿

執
蝿
謹

一
Ｈ
Ｏ
塀
囲
・
静
弗
と
壁
※

ｏ
。
◎
堺
国
・
誠
胆
童

８
再
理
・
誠
蝿
酋



半
簿
癬
製
欝
ｕ
－
×

半
黒
濡
製
欝
Ｎ
簿
繭
屏
ｅ
鳶
陣
呼
奪
中
ピ
理
欝
岬
い
吟
兼
吠
卑
ぴ

旨
罫
垂
・
静
俸
ミ
吏
一
※

芸
壇
垂
垂
ｕ
－
×

斗
鮮
駕
嘉
◎
〕
．
茸
卦
溝
購
嘉
呼
祈
〔
洋
ご
〔
良
燭
洋
洋
註
コ
ｄ
書
難
◎
絆
轟
呼

Ｏ
．
Ｏ
事
雪
・
諜
弗
と
童
※

ミ
中
斗
か

鋼
“
掌
繍
藩
〕
－
メ

ｕ
＼
冗
Ｐ
－
、
上
い
Ｏ
ラ
ベ
ｅ
繁
吟
呼
嵩
講
眺
由
び
～
～
芒
ｎ
膏
簿
三
〔
○

ら
再
雪
・
議
俸
と
垂

ラ
ベ
◎
除
轟
呼
牟
中
叫
び

洪
轟
嚇
革
ｕ
ー
メ

ロ
ー
４
廿
〕
ー
メ

廿
喉
薄
繭
隔
ｅ
癖
轟
俳
ｄ
呼
奪
中
叫
び

欝
嚇
ｕ
ー
メ

鳶
闇
ｕ
－
メ

吉
嚇
〕
ー
メ

蟻
丁

（
時
）

コ
持
察
冊
菌
一
帝
〕
淋
淳
璽
宵
吟
寓
吟
除
『
帥
枠
蟄
－
蝋
粕
血
〔
汁
ｑ
か
今
枯
薄
ヰ
ｓ
冷
蠕
』
（
－
ｏ
べ
ｃ
ｏ
へ
１
Ｈ
あ
）

※
「
－
ｅ
ｕ
１
×
一
汁
二
筈
皇
主
〔
轟
茅
俳
～
一
黒
雪
享
一
〔
訪
片
ト
ｄ
つ
ひ
。

仁
～
０
測
汁
Ｃ
寺
薄
。

．
　
　
）

兄
％

洲
帥

備
単

準
（

のめたの育教内業企表弍Ｖ

無
回
答

一

一
ｊ
　
１
４
　
０
　
０

４
０

は
な
い
す
る
必
要

１
１
４

ｏ
◎
　
Ｏ
ム
　
＾
０
２
５
１
２
１
０

６
１
４

る
た
ま
に
す

３
　
　
ｎ
ｚ
　
ｏ
ｏ
５
０
４
９
４
５

０
８
５

９
８
５

す
る
し
ほ
し
ほ

９
　
ｏ
リ
　
９
＾
２
３
３
７
４
３

程
工
幹
基

才
才
上
２
９
３
９
以
一
～
才
　
３
０
４
０

計

訓
。
基

・
成
は

育
作
に

教
り
別

内
よ
令

業
２
１
年

企
Ｑ
こ
　
。

坦
意

会
５
　
，
を

合
）
む
種

連
６
月
合
職

篤
驚

働
９
７
付
務

労
Ｇ
役
事

業
」
は
　
，

産
査
に
全

鋼
調
程
保

鉄
識
工
　
，

本
意
幹
程

日
』
基
工

　
練
　
　
幹

）注（

戦
後
に
お
げ
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）

の
り
だ
す
。

　
「
自
己
啓
発
」
の
「
実
際
は
自
主
参
加
た
ん
ぞ
で
あ
ら
へ
ん
。
上
役

か
ら
”
積
極
的
に
や
ら
ん
と
昇
進
に
ひ
び
く
ぞ
オ
”
と
い
わ
れ
た
り
し

て
、
い
や
い
や
や
っ
て
い
る
の
も
結
構
多
い
わ
。
会
杜
の
勤
労
課
の
課

員
が
各
グ
ル
ー
プ
の
キ
ャ
ッ
プ
を
握
っ
て
お
り
、
リ
モ
コ
ソ
し
と
る
わ

　
　
（
５
）

け
や
な
」
。

　
こ
の
よ
う
に
労
働
者
は
、
　
「
自
已
啓
発
」
に
参
加
し
な
か
っ
た
場
合
、

職
制
か
ら
「
な
ぜ
参
加
し
な
か
っ
た
の
か
」
な
ど
と
聞
か
れ
、
変
た
目

で
み
ら
れ
る
と
か
、
あ
る
い
は
、
職
制
の
心
証
を
損
じ
て
将
来
の
昇

進
・
昇
格
や
賃
金
・
一
時
金
の
成
績
考
課
に
，
ハ
ソ
デ
ィ
を
加
え
ら
れ
る

　
　
　
　
（
６
）

わ
げ
で
あ
る
（
Ｖ
－
ｕ
表
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一
　
（
八
〇
三
）



況状施実のスー
コ加参料有表↓Ｖ

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

）

Ｏ

不

０
０
０
０
１
８

９

％

定
Ｏ

０

０

Ｏ

Ｏ

８

２

７

１

Ｏ

３
６
４
１
４
４

５
０
人
以
上

１
０

位十
…
口

Ｏ

４

１

１

６

５

５

１
４
り
＾
２
５

０

Ｏ

単

６

５
１

合

７

３

７

４

７

２

Ｏ

５

８

（

～

９

３

４

６

４
６
１
１
６
０

４

員

１

１
・
一
１
・
一
ｎ
６
（
■
一
１
１
１
１

３

８

１
１

Ｏ

８

１

Ｏ

９

０

９

～

９

定

１

２

３

２
５
５
９
４
４

９

３

４

２

３

３

１

１

１
１

１
０
人
未
満

０

６
７
４
１
４
３

４

０

８
６
１
３
５
２

７

り
＾
１
り
＾
１

以

上

８

３

７

７

１

３

６
１
３

５

コ
ー
ス

５

Ｕ

４
６
．
６
９
６
６

８

ノ
ー

３

１
１
２
３
３
４
３
１

＼

数
４
コ
ー
ス

１

０
３
７
０
２
８

４

ｖ

７

０
８
６
０
５
６

凹

５
１

ス

１

Ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ
７

１

８

６

〃

八

３
コ
ー
ス

７

Ｏ
（
）
ｏ
ｏ
８
９

６

７

－

ユ

ノ

１

（
Ｏ
ｏ
０
７
‘

ユ

１

８
１
４

■

コ

２
コ
ー
ス

７

８
ｏ
ｏ

６

３

２

４

９

’

２
３
り
＾
１
２
１

１
１

９

１
７
〆
ｏ
１
３
０

３

ー
コ
ー
ス

２

７
ユ
６
９
７
５

９

４

５
４
り
＾
３
２
２

Ｏ

Ｏ

３
０
０
１
５
５

２
，

Ｈ

ｍ
円
以
上

２

Ｊノ

グ

Ｏ

４

５

Ｏ

６

９

６

９

額

ユ

２

２

２

１

１

ユ

ユ

１

担

Ｏ

９

０

６

７

Ｏ

Ｏ

４

７
１
１

．

０

～

９

負

０

９

３

８

６

Ｏ

３

３

１

５

均

５

９

２

２
１
り
＾
１
２
３

２
１

Ｏ

９

８

３

３

７

４

８

５

９

平

Ｏ

～

９

、

Ｏ

９

Ｏ

４

８

６

７

Ｏ

６

６

７

当

３

４

３

１

１
９
一
１
１

８

１
Ｉ

Ｏ

９

８
０
０
１
８
７

７

ｗ

人

Ｏ

～

９

Ｏ

９

Ｏ

２

５

Ｏ

９

９

４

９

１

１

２

３

４
２
４
３
２
２
２
１

■

０
０
０
円
未
満

４

Ｏ

Ｏ

３

４

５

６

１

５

０
５
３
４
６
０

９

１

１

ｎ
■
■
１
１

１

５

６
０
７
０
３
６１
２

料
ス

な

し

Ｏ

６

６

１

Ｏ

９

９

５

－

８

９
９
ｏ
）
９
７
５

８
１

５

４
０
３
０
７
４

８

有
コ
あ

り

９

３
４
８
０
０
０

４

１

１
ｎ
ｚ
４

１
１

．
属
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
上

倍
篶
一

計

作りよ表６頁
２
５

～
２
４）月７年

７
３

１
９（』告報果結査調態実燃訓育教るす関に業職『局

－
練訓業職省働労）注（

　
ん

　
含

　
も

　
値

　
数

　
の

　
等

　
業

　
信

　
通

　
輸

　
運

　
業

　
造

　
製

　
の

　
他

　
の

　
そ

　
業

　
工

　
学

　
化

　
業

　
工

　
械

　
機

　
設

　
建

　
は

　
に

　
況

　
状

　
施

　
実

　
目
カ
　
　
ｏ

　
模
る

。
規

成
　
　
で

一
五
二
　
（
八
〇
四
）

　
）

・
　
％

カこナ
位

つ
単

ら
（

もを当手の育教外間時表
１
０一Ｖ

Ｏ

Ｏ
０
０

計

Ｏ
Ｏ

Ｏ
０
０
一

１
Ｏ
Ｏ
０
１
↓
　
‘
■
↓
　
１
↓

１
７

７
　
＾
ｏ
り
’

無
回
答

２

１
・
一
　
４
　
１
１
一

１

か
っ
た

５

５

１

３

も
ら
わ
な

３
６

９

Ｏ

５

巨
Ｕ
　
（
Ｏ
　
（
Ｏ

１
８

８
　
ｏ
ｏ
　
「
ｏ

も
ら
っ
た
３
３

８
　
５
Ｑ
Ｕ
ｏ
ｏ
　
ｏ
，
Ｕ
ｏ
ｏ

．
者

才
才
上

働
２
９
３
９
以

労

～

～
才

業

（
）
（
）
ｏ
ｏ
４

作

年
令
別

』
　
　
と

練
　
　
況

ヨ
　
状

　
　
者

育械
擁

錺
鱗

『
０
め

「
｝
た

慧
餉

謡
報

組
月
者
。

　
６駕

鮒

業
９
７
は
し

産
Ｇ
況
致

鋼
」
状
一

鉄
査
別
も

本
調
令
し

日
識
年
ず

　
意
　
　
必

）注（

　
だ
が
、
職
制
に
よ
る
参
加
の
督
促
、
人
事
管
理
と
の
結
合
を
手
段
と

す
る
「
自
己
啓
発
」
の
展
開
は
、
た
と
え
一
時
的
に
各
講
座
へ
の
参
加

状
況
を
改
善
し
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
同
時
に
、
労
働
者
の
消
極
的

な
参
加
態
度
を
誘
発
し
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な
か
っ
た
（
Ｖ
－
１
３
表
）
。
「
自
已

啓
発
」
講
座
へ
の
参
加
が
、
労
働
時
問
外
に
お
け
る
実
施
を
は
じ
め
と

し
て
、
自
宅
で
の
補
習
、
労
働
者
の
費
用
負
担
を
伴
な
う
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
事
実
上
強
制
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
企
業
内
教
育
を

つ
う
じ
て
彩
成
さ
れ
る
職
業
技
術
が
、
自
動
機
械
体
系
に
基
礎
づ
げ
ら



　
）

　
％

　
位

況
単

状
（

易由理の満不と方え考の者働労るす対に育教内業企表ｕ
－Ｖ

そ
　
　
の
　
　
他

５
ｕ

９
９

８
２
７

さ
れ
て
い
る
対
象
者
層
が
限
定

１
２
８

さ
れ
て
い
る
受
講
老
数
が
限
定

２
６

０
１
３

る
こ
と
が
多
し
日
に
お
こ
な
わ
れ
勤
務
時
間
外
・
木

８
４

２
９

し
な
し
が
お
こ
な
わ
れ
て
系
統
だ
っ
た
教
育

３
４
９

９
３
６

の
み
で
あ
る
要
な
だ
げ
の
教
育
当
面
の
作
業
こ
必

３
２
６

０
３
７

計

Ｏ
ｏ
０
１

Ｏ
ｏ
０
１

不
　
　
　
　
明

７
４

２
６

４
２
７

０
３
０

な
し
ど
ち
ら
と
も
い
え

る
大
い
に
不
満
で
あ

６
｝
ユ
２
６

７
３
８

２
巾
８
２
５

０
３
７

や
や
不
満
で
あ
る

る
ま
あ
満
足
し
て
い

６
内
６
７

２
２
９

９
内
９
４

８
２
６

い
る
か
な
り
満
足
し
て

業
工
置
装

者
働
労
業
作

よ
　
装

表
　
　
は

１
７
　
　
に

頁
　
値

７
７
　
数

～
　
の
　
。

７
６
　
者
呪

）
　
働
し

け
禁

年
　
乍
ま

　
　
■
合

７
３
　
ナ
・
）

１
９
　
ま
カ

　
　
値

』
　
私
数

告
　
、
者
。

報
　
ｎ
働
…

果
　
れ
労
な

離
ま
驚

調
冶
州
と

麟
勘
諾

机
筒
紺

関
　
　
・
輸
め

に
　
長
運
た

練
　
職
，
の

司
　
　
，
業
答

育
　
者
設
回

教
　
理
建
種

の
　
管
，
多

者
　
　
．
業
は

働
　
究
造
由

労
　
研
製
理

『
　
　
は
る
の

局
　
に
す
冶

練
　
値
と
場

司
　
数
め
た

業
　
　
の
じ
え

職
　
業
は
答

者
。
工
を
と

働
成
置
業
満

労
作
装
工
不

）
り
　
置

唯

戦
後
に
お
げ
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）

れ
た
機
械
監
視
労
働
に
照
応
す
る
も
の
で
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
遇
半
数
以
上
の
労
働
者
が
「
負
担
で
利
益
が
な
い
」
・
「
技

術
能
力
の
向
上
に
役
立
つ
と
思
え
な
い
」
と
、
企
業
内
教
育
に
対
す
る

批
判
的
意
見
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
も
示
さ
れ
る
（
Ｖ
Ｉ
ｕ
表
）
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
　
「
自
已
啓
発
」
を
主
要
な
方
法
と
す
る
七
〇
年
代

の
企
業
内
教
育
は
、
国
際
通
貨
体
制
の
矛
盾
の
拡
大
と
国
際
通
貨
危
機

の
深
化
な
ど
、
戦
後
高
蓄
積
過
程
の
う
み
だ
し
た
諸
矛
盾
を
突
破
す
る

た
め
の
、
自
動
機
械
体
系
を
基
礎
と
す
る
極
度
に
加
速
化
さ
れ
た
作
業

速
度
に
、
労
働
者
を
対
応
さ
せ
て
い
く
企
図
の
も
と
に
実
施
さ
れ
た
。

だ
が
、
企
業
内
教
育
は
、
そ
の
対
極
に
，
労
働
者
の
多
様
な
批
判
的
意
見

　
　
）

昇
｝

．
　
位

進
単

昇
（

と
育
係

教
関

内
の

業
と

企
格

表
１
２Ｖ

ら
な
い
よ
く
わ
か

ｏ
ｏ
　
８
　
ｑ
Ｕ
２
５
２
３
３
３

３
　
０
８
３
５
２
２
２
６

０
　
８
２
７
２
０

関
係
な
い

ｏ
◎
　
「
ｏ
　
ｎ
ｚ
２
５
３
７
５
４

４
　
ｏ
ｏ
　
８
３
２
３
７
２
６

り
ん
　
ｏ
ｏ
３
３
２
８

と
思
う
関
係
あ
る

４
　
８
　
『
ｏ
４
８
３
８
１
２

４
　
７
４
３
２
４
０
４
６

８
　
ｏ
）
３
９
５
０

程
全
務
工
幹
基
保
事

才
才
上
２
９
３
９
以
一
～
才
　
３
０
４
０

般
付
一
役

職
場
別
、

年
令
別

役
職
別

内
）

業
月

企
６

町
年

　
４

会
９
７
　
。

合
１
　
　
る

連
（
　
あ

合
」
　
　
で

組
査
　
例

働
調
。
の

鴬
織

産
』
－
鉄

鋼
練
恥
製

鉄
訓
Ｑ
２
本

賦
孟
紬

）
教
１
３

唯

一
五
三
　
（
八
〇
五
）



度態加参と況状加参のへ育教内業企表
１
３－Ｖ

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

）％

ｎ
ｚ
）
．
ｎ
Ｖ

０

３
■

７

６

上

２

３
０
７
‘
■
１

７
６

５
２

７
９
１

７

位

以

（

才

｝

単

８

２

（ｕ
男

０
４

５
４

１
２

１

灰

ｌ
ｎ
６
）

９

才

２

９

．
０
７
０

１
４

１
４

岨
１
’

９
３

７
１
１
■
（

９
６

９
２

Ｏ

３

Ｈ
〃

令

～

｝

Ｏ

９

少

０
３

２
５

７
１

し

１

年

Ｏ
Ｊ
）
．
Ｏ

４

６

■

１
７

１
４

＼
〃

才 ４
（
）
Ｆ
０
１
■

２
７

７
２

８
３

６

Ｈ
〃

９
２

（

｝

少

～

３

１
■

０
５

２
２

者
４
）
．
（
）

３

、
Ｏ

７
１
０

■
６

Ｈ

働
５
（
）
＾
０
１
■

１
７

５
２

３
９
２

５

仏

労

（

｝

Ｊ
『

業

８

５

不

作

９
４

１
２

止

１

１
、

１

る

か
加
の
加
満

答

し

答

＾

、
し

性
参
た
参
加

要
が
名
く
参

な

て

必
い
指
な
に

回
、
し

し

の
つ
の
む
的

て

回

７

事
き
司
や
極

仕
ら
上
で
積
足
無

し

ロ
カ

ロ
カ

参

参
ロ
カ

態

度

参

無
－

）月６年
７
４

１
９（」査調識意』練ヨ

育
　
　
。

教
　
沁

内
　
　
レ

業
　
で

企
　
ん

ｒ
　
　
合

ｒ
　
　
を

会
。
等

合
成
者

連
作
付

合
り
役

組
よ
は

働
２
４
に

労
Ｑ
訳

業
頁
内

産
５
６
の

鋼
，
度

鉄
１
５
態

本
Ｑ
加

日
頁
参

　
５
２）注（

を
蓄
積
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
最
後
に
論
究
さ
れ
な
げ
れ
ぱ
な

ら
な
い
こ
と
は
、
労
働
者
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
る
に
至
っ
た
批
判
的
意

見
の
詳
細
に
つ
い
て
で
あ
る
。

一
五
四
　
（
八
〇
六
）

　
の

価
位

評
悼

の育教内業企るよに者働労表
１
４Ｖ

Ｏ

Ｏ
　
０
　
０

計

Ｏ
Ｏ

Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ
Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ

１

１
■
　
　
１
■
　
　
１
■

５
■

＾
Ｏ
　
＾
Ｏ
　
　
＾
Ｏ

無
回
答

３

Ｏ
　
０
　
６

望
を
も
つ

４

７
　
４
　
２

将
来
に
希

７
．
４

ｏ
）
　
２
　
０
４
　
■
一
〇
　
Ｆ
ｏ

思
え
な
い

役
立
つ
と

４

７
‘
　
ｏ
Ｏ
　
ｏ
Ｏ

の
向
上
に

９
３

Ｌ
７

４
　
ｏ
ｏ

４
３

技
術
能
力

１
１９

４

益
な
し

７

（
）
　
７
　
４

負
担
で
利

９

８
９
一
８

者

才
才
上

働

２
９
３
９
以

労

～
～
才

業

Ｏ
　
Ｏ
ｏ
ｏ
　
４

作

年
令
別

調
　
　
も

識
　
　
し

意
　
　
ず

』
　
必

練
　
と

訓
　
況

．
　
状

育
　
者

教
　
働

内
　
労

業
　
業

孟
緋

「
作
む

筑
船

連
２
等

船
穣

働
５
役

労
）
は

業
月
に

篤
肝

鉄
９
７
別
な

本
ｑ
令
し

日
」
年
致

　
査
　
　
一

）注（

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

　
「
日
本
鋼
管
株
式
会
杜
昭
和
四
六
年
度
総
合
教
育
訓
練
計
画
」
日
本

鉄
鋼
連
盟
『
昭
和
四
六
年
度
鉄
鋼
各
杜
教
育
訓
練
計
画
』
一
一
べ
ー
ジ
。

　
「
川
崎
製
鉄
株
式
会
杜
に
お
げ
る
教
育
基
本
規
程
」
日
本
経
営
政
策

学
会
編
『
経
営
資
料
集
大
成
１
３
』
五
三
べ
ー
ジ
。

　
日
本
鉄
鋼
連
盟
、
前
掲
資
料
集
、
二
六
ぺ
ー
ジ
。

　
土
屋
鉄
鋼
連
盟
常
務
理
事
「
能
力
開
発
と
従
業
員
の
意
欲
向
上
」

『
ｃ
．
８
ｇ
巨
箒
』
一
九
七
三
年
一
一
月
一
日
、
七
号
、
四
四
べ
ー
ジ
。

　
斉
藤
茂
男
『
わ
が
亡
き
あ
と
に
洪
水
は
き
た
れ
』
四
一
べ
ー
ジ
。



　
（
６
）
新
日
本
製
鉄
名
古
屋
労
働
組
合
執
行
委
員
会
「
専
門
技
術
教
育
に
対

　
　
　
す
る
組
合
の
対
策
に
つ
い
て
」
『
労
朋
ニ
ュ
ー
ス
」
一
九
七
二
年
十
月

　
　
　
三
〇
日
。

　
　
　
ｗ
　
職
業
技
術
教
育
要
求
の
形
成

　
　
－
　
神
経
的
疲
労
の
増
大
を
媒
介
と
す
る
職
業
技
術

　
　
　
　
教
育
要
求
の
形
成

　
企
業
内
教
育
の
方
針
は
、
そ
れ
が
労
働
者
全
体
を
包
括
す
る
教
育
体

系
と
し
て
編
成
さ
れ
は
じ
め
た
六
〇
年
代
初
頭
、
次
の
よ
う
に
設
定
さ

れ
て
い
た
。

　
「
従
業
員
教
育
の
目
的
は
、
経
営
の
必
要
と
す
る
能
力
・
資
質
を
向

上
せ
し
め
、
杜
の
使
命
の
重
要
性
を
自
覚
さ
せ
、
各
層
従
業
員
を
し
て

有
機
的
企
業
体
の
一
員
と
し
て
相
互
に
協
力
し
、
経
営
目
的
の
能
率
的

な
遂
行
を
達
成
せ
し
め
る
に
あ
る
。
…
…
し
た
が
っ
て
、
従
業
員
教
育

は
経
営
の
発
展
に
資
す
る
た
め
の
教
育
で
あ
っ
て
、
一
般
教
養
教
育
で

は
た
い
。
そ
れ
は
明
確
に
経
営
の
必
要
に
基
き
、
そ
の
発
展
に
資
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

も
の
で
た
げ
れ
ば
た
ら
な
い
」
（
傍
点
は
引
用
者
）
。

　
こ
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
た
方
針
の
も
と
に
お
げ
る
企
業
内
教
育
の
内

容
は
、
　
「
経
営
の
必
要
と
す
る
能
力
・
資
質
」
の
「
向
上
」
に
か
か
る

限
定
さ
れ
た
技
術
学
的
知
識
と
、
「
杜
の
使
命
の
重
要
性
」
の
「
自
覚
」

　
　
　
　
戦
後
に
。
お
げ
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）

に
か
か
る
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
教
育
と
を
、
士
上
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
、
作
業
速
度
の
加
速
化
に
－
よ
っ
て
資
本
回
転
期
問
を
短
縮
さ

せ
、
拡
大
さ
れ
た
規
模
で
の
剰
余
価
値
を
取
り
込
も
う
と
、
五
〇
年
代

後
半
に
比
し
一
層
の
切
迫
性
を
以
っ
て
提
起
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
独
占

的
大
企
業
の
要
求
の
顕
わ
れ
に
ほ
か
た
ら
な
か
っ
た
。
賀
本
主
義
的
技

術
革
新
の
進
行
は
、
資
本
の
有
機
的
構
成
を
高
度
化
し
、
利
潤
率
の
低

下
頓
向
に
抽
車
を
か
け
る
こ
と
を
っ
う
じ
て
、
独
占
的
大
企
業
問
の
競

争
を
激
化
さ
せ
た
か
ち
で
あ
る
。

　
六
〇
年
代
に
ひ
き
つ
づ
く
七
〇
年
代
中
葉
に
い
た
る
と
、
企
業
内
教

育
の
方
針
は
、
次
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

　
「
激
動
す
る
経
営
環
境
に
積
極
的
に
対
処
し
、
当
杜
経
営
の
一
層
の

発
展
を
期
す
る
た
め
に
そ
の
推
進
力
と
な
る
の
は
新
し
い
時
代
の
要
請

に
積
極
的
に
即
応
し
う
る
高
度
の
専
門
知
識
、
技
能
を
身
に
っ
げ
、
実

践
に
移
す
創
造
的
能
力
を
も
っ
た
杜
員
で
あ
る
。
能
力
開
発
の
目
的
は
、

杜
員
の
一
人
一
人
が
人
問
と
し
て
持
っ
自
已
実
玩
の
欲
求
と
そ
の
能
力

の
可
能
性
を
企
業
活
動
へ
の
積
極
的
参
加
を
通
じ
て
最
大
限
に
。
発
揮
さ

一
一
一
一
一
一
一
（
２
）

せ
る
こ
と
に
あ
る
」
。
そ
こ
で
「
技
術
の
高
度
化
に
積
極
的
に
対
処
し

て
、
技
術
・
技
能
の
専
門
教
育
を
…
…
計
画
的
・
組
織
的
に
推
進
す
る
。

ま
た
、
そ
の
基
盤
と
な
る
の
は
、
杜
員
の
健
全
た
職
業
観
、
前
向
き
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五
　
（
八
〇
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

・
・
　
　
…
一
一
一
（
２
）

仕
事
へ
の
意
欲
で
あ
」
る
（
傍
点
は
引
用
者
）
。

　
こ
の
よ
う
に
七
〇
年
代
中
葉
に
お
げ
る
企
業
内
教
育
の
内
容
は
、

「
健
全
な
職
業
観
」
・
「
前
向
き
の
仕
事
へ
の
意
欲
」
の
形
成
を
目
的
と

す
る
「
根
性
」
・
「
し
っ
げ
」
・
「
精
神
力
」
の
「
育
成
」
に
か
か
る
生
産

容内

占
…

重リ易象対の育教内業企表１ｗ

）
％

そ
の
他

２
　
０
　
４
　
３
１
・
一
　
（
Ｏ
　
Ｑ
Ｕ
　
７
‘

位

単
（

務
内
容

２
　
（
）
　
７
　
２

会
杜
の
業

４
　
ｏ
ｏ
　
１
　
５

付

Ｊ
一
．

成

一
…
’

神
力
の
育

８
７

０
　
２
　
７

っ
け
・
精

ｏ
Ｊ
　
２
　
０

里
Ｊ

１

■
刀

根
性
・
し

水
能

Ｊ
ハ

門
知
識
技

実
務
・
専

Ｏ
）
　
（
０
　
７
‘
　
Ｏ
Ｊ
１
　
（
ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ
＾
Ｏ
　
Ｅ
Ｏ
　
ｎ
６
　
１
・
一

日

杁ど
の
開
発

２
ｎ
Ｚ
　
Ｏ
）
Ｏ
０
　
１
１
一

６

コ
’
■

企
画
力
な

４

創
造
力
・

１
■
　
Ｆ
Ｏ

３
３

木止

７９
】
　
１
■
一
７
　
０

３

＾
一
般
教
養０
１

２ ２
４

１

１
）

者
者
者
員

働
督
　
役
労
監
理
業
場
　
杜

作
現
管
会

２７）月－年
７
２

１
９（』方めすすの育教

内
氏

業
乍

企
州

『
よ

慧
。

弼
麟

ヂ
幟

野
臓

叢
雛

　
７
４）注（

効叱＾し瞭酌 ）％位単（

教
点

内
時

業
の

企
果

表づｗ

ら
わ
れ
る

効
果
が
あ

１
０
年
後
に

れ
る

が
あ
ら
わ

後
に
効
果

５
～
６
年

れ
る

が
あ
ら
わ

後
に
効
果

２
～
３
年

的
強
化
を
目

業
体
質
の

現
在
の
企

ｕ“
２

９
一

２９

３
・

６

金
品

鉄
製

非
属・

金

鋼
・

鉄
属

）月３年
７
１

１
９（』書白練司業産『盟連

体
成

団
作

者
り

営
よ

経
表

本
２

日
頁

　
３
７）注（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
六
　
（
八
○
八
）

性
理
論
と
、
そ
れ
を
基
盤
と
す
る
職
務
の
必
要
に
狭
く
限
定
さ
れ
た
技

術
学
的
知
識
と
に
お
い
て
、
組
織
さ
れ
る
も
の
に
変
化
す
る
も
の
で
な
．

げ
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
わ
げ
で
あ
る
（
Ｍ
ｌ
１
表
）
。
そ
れ
は
、
労

働
者
が
自
動
機
械
体
系
の
も
と
で
加
速
化
さ
れ
た
作
業
速
度
に
受
動
的

に
対
応
す
る
だ
げ
で
は
満
足
せ
ず
、
労
働
強
度
を
増
大
さ
せ
る
組
織
的

手
段
を
動
員
し
て
、
か
れ
ら
が
積
極
的
に
生
産
性
向
上
に
た
ち
む
か
う

こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
か
っ
た
独
占
的
大
企
業
の
、
死
活
を
賭
げ
た

要
求
の
顕
わ
れ
に
ほ
か
な
ら
た
か
っ
た
（
Ｍ
ｌ
２
表
）
。
独
占
的
大
企
業

は
、
戦
後
高
蓄
積
過
程
が
う
み
だ
し
た
諸
矛
盾
を
突
破
す
る
た
め
に
、

移推の施実の育
況

教
状

内
別

業
模

企
規

表
一
３

ｗ

一
ユ
　
ー
８
　
６
８
８
７

の
者
中
働
業
労
造
業
製
現

比
…

一
　
１
８
』
　
７
５
９
０

７
　
４
　
８
８
９
９
３
９
８

業
造
製

０
　
１
　
０
９
６
９
８
０
０
　
　
１

年
年
年
６
７
６
９
７
２
１
９
１
９
１
９

鞭
用
臓
則
益
鳳
緒

榊
６
表
５
頁
刈
秘
繊
順
勧

噸
６
頁
↓
３
０
　
者
可
　
業
働

　
７
４
』
　
籍
較
　
営
労

部
～
３
告
　
在
比
　
　
く

搬
鰐
鵬
畿
鷲
篤
・

）注（



ま
す
ま
す
高
度
の
資
本
蓄
積
を
追
求
せ
ず
に
お
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
企
業
内
教
育
、
と
り
わ
げ
作
業
労
働
者
を
対

象
と
し
た
そ
れ
が
、
七
〇
年
代
に
至
る
と
六
〇
年
代
と
比
し
、
格
段
の

規
模
で
実
施
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
（
Ｍ
ｌ

３
表
）
。

　
以
上
の
よ
う
に
－
実
施
さ
れ
た
企
業
内
教
育
は
、
独
占
的
大
企
業
に
は
、

　
別

価
虹

評
単

る
（

す対に果効資投の育教内業企表４ｗ
十
二
＝
口

Ｏ
　
Ｏ
・
（
）
０
　
０
０
０
０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０
　
０
．
０
１
１
　
１
■
　
１
■
　
１
１
一
　
１
■
　
１
■

い
わ
か
ら
な

８
　
７
０
８
　
１
３
６
　
５
　
「
Ｕ
　
０
　
２
　
０
　
　
１
■
　
１
■
　
１
■
　
１
■

果
は
な
い
あ
ま
り
効

５
　
９
２
　
４
　
０
　
９
６
　
４
３
　
８
　
０
４
　
　
ｎ
之
　
　
　
３
　
１

る
効
果
が
あ

７
　
４
　
’
ｏ
５
　
４
　
３
１
　
１
　
１
■
　
７
‘
　
７
‘
　
０
７
　
６
　
Ｆ
ｏ
　
ハ
ｏ
　
４
　
＾
ｏ

果
が
あ
る
非
常
に
効

０
　
０
２
３
　
５
５
５
　
８
　
（
）
３
　
０
　
４
１
↓
　
ｎ
Ｚ
　
１
上
　
■
■
　
１
上
　
－
上

上
上
保
上
上
海
甲
生
技
技
勤
定

）
　
　
用
関
　
　
る

９
月
　
電
機
　
す

年
　
配
胴
　
用

２
　
　
　
兇
　
　
雇

９
７
　
用
’
”
　
を

○
　
鋸
業
　
者

』
　
送
理
　
働

果
　
　
・
修
　
労

効
　
　
用
．
　
用

用
　
電
造
　
常

費
　
発
製
　
　
の

の
　
　
，
舶
　
　
上

資
　
業
船
　
以

投
　
造
び
　
人

練
　
製
よ
　
ｏ
ｏ

訓
　
械
お

内
　
　
機
業
　
　
ち

業
　
工
造
　
う

事
　
加
製
　
　
の

『
　
　
属
具
　
　
業

局
。
金
器
　
産

練
成
は
械
　
　
の

訓
作
業
機
　
　
上

業
り
産
気
　
　
は

職
よ
象
電
　
　
で

者
表
対
用

働
１
０
査
業
業
模
坊

労
頁
調
産
造
規
業

　
９
　
　
・
製
　
企

）
２注

戦
後
に
お
け
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）

労
働
組
合
の
協
力
的
な
い
し
消
極
的
傾
向
と
相
倹
っ
て
、
　
「
生
産
性
向

上
」
・
「
勤
労
意
欲
向
上
」
な
ど
「
投
資
効
果
」
の
多
い
も
の
で
あ
っ
た

（
Ｍ
Ｉ
４
表
）
。
ま
た
、
独
占
的
大
企
業
と
し
て
は
、
か
く
も
顕
著
な
「
投

資
効
果
」
が
、
企
業
内
教
育
の
大
規
模
な
展
開
の
不
可
欠
の
条
件
で
な

け
れ
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
。

　
だ
が
、
企
業
内
教
育
は
、
そ
の
対
極
に
、
労
働
者
の
職
業
技
術
教
育

　
（
３
）

要
求
の
移
成
を
と
も
な
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
次
の
よ
う
に
で
あ
る
。

　
資
本
主
義
的
技
術
革
新
は
、
技
術
体
系
の
大
規
模
化
と
と
も
に
、
作

業
範
囲
の
拡
大
と
作
業
責
任
の
増
大
、
さ
ら
に
必
要
と
さ
れ
る
科
学
的

知
識
の
増
大
と
を
伴
な
わ
ず
に
は
お
か
な
い
（
Ｍ
Ｉ
５
表
）
。
こ
の
必
然
的

に
要
求
さ
れ
る
知
諭
は
、
大
規
模
化
す
る
技
術
体
系
全
般
を
見
通
す
こ

と
の
で
き
る
総
合
技
術
的
な
内
容
の
そ
れ
で
あ
る
。
労
働
者
は
、
こ
う

し
た
科
学
的
知
識
に
。
基
礎
づ
げ
ら
れ
た
職
業
技
術
の
形
成
に
よ
っ
て
、

技
術
体
系
の
大
規
模
化
と
と
も
に
拡
大
す
る
作
業
範
囲
を
視
野
に
収
め
、

増
大
す
る
作
業
責
任
を
は
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
企
業
内
教
育

を
つ
う
じ
て
は
、
総
合
技
術
的
基
礎
の
欠
鉄
し
た
職
業
技
術
の
形
成
が

避
げ
ら
れ
な
い
。
企
業
内
教
育
が
、
作
業
速
度
と
生
産
期
問
の
極
度
な

加
速
化
に
対
応
し
う
る
労
働
者
の
形
成
を
目
的
と
し
、
職
務
の
必
要
に

狭
く
限
定
さ
れ
た
技
術
学
的
知
識
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
教
育
を
主
内
容
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七
　
（
八
〇
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

）％位単（
大増の識知るれさと要必と任責の者働労でとも

数人るす事従に事仕

不
明

な
い

変
わ
ら

る
減
少
す

る
増
加
す

るす化変が
容
ド

内
一

事
ピ

仕
ス

不
明

た
い

変
わ
ら

る
遅
く
な

る
速
く
た

識知的門専な要必に事仕

不
明

た
い

変
わ
ら

る
減
少
す

る
増
加
す

８

１
・

３

３
．

３３

１
一

５６

３
．

１８

２
．

９

７
・

２５

３
．

８

５
．

６４

１
・

６
●

７２１

６
一

９

４
一

６

○
成
・作りよ表５頁

６
６
　
。～

る

５
４
あ

）％位単（
化変の態形労疲るげおに者働労業作表イｗ

労疲的経神労疲的体肉

計
不
明

え
な
い

と
も
い

ど
ち
ら

い
疲
れ
な

疲
れ
る計

不
明

え
な
い

と
も
い

ど
ち
ら

い
疲
れ
な

疲
れ
る

０

０
・

０１９

０
．

５

３
．

１１

４
．

２５

１
一

６０

０
・

０１３

０
・

０

７
．

１２７２５

５
．

５

表３頁
５
１

～
５
０

４
，の表３頁

４
９

～姻）月８
年
　
　
。

７
２
　
業

１
９
　
　
信

（
　
通

』
　
　
　
．

造
　
輸

構
　
運

識
　
　
，

意
　
業

の
　
設

者
　
　
建

働
　
　
”

労
　
業

代
　
鉱

現
　
　
め

『
　
　
じ

著
　
　
は

編
　
を

部
　
業

報
　
造

情
。
製

計
成
は

統
作
象

省
り
対

働
よ
査

労
５
調

　
の
・

）注（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
八
　
（
八
一
〇
）

し
て
、
実
施
さ
れ
て
き
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
も
最
近
に
い
た

る
と
、
そ
れ
は
「
健
全
な
職
業
観
」
・
「
前
向
き
の
仕
事
へ
の
意
欲
」
の

「
育
成
」
を
基
礎
と
す
る
技
術
学
的
知
識
の
供
給
へ
と
、
変
化
し
て
き

た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
結
果
、
労
働
者
は
、
部
分
的
で
肢
行
的

な
職
業
技
術
に
よ
っ
て
、
拡
大
す
る
作
業
範
囲
を
視
野
に
収
め
、
増
大

す
る
作
業
責
任
を
果
し
て
い
く
た
め
に
、
過
度
の
緒
神
的
た
集
中
を
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
求
さ
れ
神
経
的
疲
労

況
％状の

位

者
蝉働労叱ｎ

じ感を要必の習学表イｗ
）
％

Ｏ
　
Ｏ

計

Ｏ
　
Ｏ
＾
）
　
０

位

１
↓
　
１
１
一

単（

不

０
　
７

明

４
　
　
０

た
い

０
　
５

感
じ
て
い

ｏ
ｏ
　
８

る

０
　
９

’
■
　
　
　
　
　
．

時
々
感
じ

８
　
　
９
４
　
　
３

て
い
る

０
　
８

常
に
感
じ

０
４

〇
　
一

５

■

者
業

讐
作
装

報
　
　
，
業

査
　
た
工

調
　
　
ま
械

識
　
　
。
機

意
　
　
る
，

る
　
　
い
業

す
　
て
工

関
。
れ
軽

に
成
ま
く

練
作
合
な

訓
り
も
で

育
よ
等
け
。

教
表
者
だ
む

の
１
４
働
業
含

者
頁
労
工
も

働
７
１
務
置
者

労
～
事
装
働

ｒ
７
０
は
は
労

局
）
に
に
業

練
月
目
目
作

訓
６
項
項
た

業
年
の
の
れ

職
７
３
業
者
さ

省
１
９
工
働
用

働
（
置
労
雇

労
』
装
業
に

　
告
　
作
等

）注（

を
う
っ
積
し
て
い
く

（
Ｍ
Ｉ
６
表
）
。
労
働

者
は
、
過
度
の
精
神

的
集
中
に
よ
っ
て
肢

行
的
た
職
業
技
術
を

補
う
の
で
た
げ
れ
ば
、

技
術
体
系
の
大
規
模

化
と
と
も
に
進
展
す

る
作
業
範
囲
の
拡
大

と
作
業
責
任
の
増
大

に
対
応
し
え
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
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’
技的義主本資表

　
一
５

ｗ
囲範の事仕方りやの事仕

不
明

な
い

変
わ
ら

る
狭
く
な

る
広
く
な

不
　
明

な
い

変
わ
ら

な
る

単
調
に

な
る

複
雑
に

０

１
・

２

７
．

３４

０
．

！４

１
・

５９

０
・

ユ

７
・

３３

３
．

２７

８
一

３者働労業作

）
で

６
月
者

認濃黒鴬講潔慧篭畿

司
　
”

業
業

職
設

の
建

者
め

働
じ

労
は

『
を

局
業

練
造

訓
製

業
は

職
象

者
対

働
査

労
調

）注（

に
た
い
し
て
、
労
働
者
は
、
総
合
技

術
的
な
内
容
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
職

業
技
術
の
彩
成
要
求
を
提
起
す
る

（
Ｍ
ｌ
７
表
）
。
す
な
わ
ち
、
労
働
者

は
、
神
経
的
疲
労
の
増
大
を
媒
介
す

る
こ
と
を
つ
う
じ
て
、
職
業
技
術
教

育
の
要
求
を
提
起
す
る
。

　
　
２
　
機
械
監
視
労
働
に
照

　
　
　
応
す
る
職
業
技
術
の
形

　
　
　
欧
要
求

　
職
業
技
術
教
育
の
要
求
が
、
殆
ん

ど
の
労
働
者
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
る

に
い
た
っ
た
こ
と
に
っ
い
て
は
す
で

に
触
れ
た
。
で
は
、
そ
の
要
求
は
、

ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
提
起
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
ま
ず
、
労
働
者
は
、
自
動
機
械
体
系
全
般
を
見
通
す
こ
と
の
で
き
る

「
幅
広
い
基
礎
的
」
な
知
識
を
要
求
し
て
い
る
（
～
－
８
表
）
。
こ
れ
は
、

　
　
　
戦
後
に
お
げ
・
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）

）％位単（
況状ｕ

口
力

容内いたし習学表弍ｗ

計

不
　
　
明

実学

技科

実
　
　
技

学
　
　
科

計

不
　
　
明

の
最
新
な
も

の
門
的
な
も

高
度
な
専

の
礎
的
な
も

幅
広
い
基

０

０
．

１
０１

６
・

１４

３
．

５５９

６
．

１
５
５

３
一

１０

０
・

１
０５６

３
・

１２

２
．

１５

２
．

２５６

１
．

５者働労業作

作りよ表
１
７頁

３
１）月６年

７
３

１
９（』告報果結査調識恵るす関に練ーヨ育教の者働労『局練ｎヨ業職省働労）注（

む含も者沁ｎ
れ

斗
ご

用雇に業毒劃か
運業設建くなでけだ業造製はに者働労業

。
作

成

）％位単（況状の求要リ牙法方の習学表↓ｗ

計

不
　
　
明

そ
の

他

い
を
受
げ
た

通
信
教
育

い
学
習
し
た

ル
ー
プ
で

個
人
・
グ

学
し
た
い

施
設
に
通

育
以
外
の

企
業
内
教

た
い

育
を
受
げ

企
業
内
教

Ｏ
■

Ｏ０１

“
２

８
．

１
■
一
．

５

６
．

４

０
．

２９

６
．

２４

６
・

２者働労業作

一
五
九
　
（
八
一

一
）

○

成作りよ表
１
７頁

８
５）

　
○

るあでのもたし均

。
平

月
業
を

８
儲
れ

２
年
哨
そ

岬
輸
し

（
運
出

」
も
抽

造
業
を

構
設
」

識
建
職

意
，
務

の
業
労

者
鉱
「

働
，
」

労
め
職

代
じ
練

現
は
熟

『
を
系

部
業
能

報
造
技

情
製
「

計
は
は

統
象
値

省
対
数

働
査
の

労
調
上

注（



）％位単（
求要のていつに充
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命
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経
済
学
（
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二
十
四
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

不
　
　
　
　
明

２
２

い
め
必
要
を
感
じ
な
仕
事
が
単
純
な
た

７
３
０

れ
な
い
も
会
杜
で
評
価
さ
訓
練
を
受
講
し
て

ー
ス
が
な
い
受
講
に
便
利
次
コ

１
一
一

思
う
科
目
が
な
い
く
受
講
し
た
い
と
訓
練
科
目
が
少
た

分
で
あ
る
企
業
内
教
育
で
十

０
３
５

不
　
　
　
　
明

８
３

週
四
～
六
回

８
４

週
　
三
　
回

　
３
．
ｕ

週
　
　
二
　
回

９
４
５

週
　
　
一
　
回

２
３
４

不
　
　
　
　
明

２
２

問 あ
わ
せ
で
の
訓
練
と
く
み
通
信
制
と
訓
練
校

１
２
１

晩
作りよ表

２
６頁

８
８表

２
４頁

８
６表

２
３頁

労
働
者
を
加
速
化
さ
れ
た

作
業
速
度
と
生
産
期
問
に

対
応
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た

企
業
内
教
育
の
も
と
で
は
、

充
足
さ
れ
る
べ
く
も
な
く

蓄
積
さ
れ
て
き
た
要
求
に

他
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ

ぱ
、
労
働
者
は
、
神
経
的

疲
労
の
増
大
を
こ
う
む
る

こ
と
た
く
、
拡
大
す
る
作

業
範
囲
を
視
野
に
収
め
、

増
大
す
る
作
業
責
任
を
担

っ
て
い
く
た
め
に
、
　
「
幅

広
い
基
礎
的
」
な
知
識
の

習
得
の
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
を
、
戦
後
の
高
蓄
積
過

程
に
お
げ
る
企
業
内
教
育

の
大
観
模
な
展
開
の
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
〇
　
（
八
一
二
）

で
学
び
と
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
。
、
職
業
技
術
教
育
の
要
求
は
、
公
的
職
業
訓
練
機
関
の
拡
充

要
求
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
（
Ｍ
１
９
表
）
。
大
半
の
労
働
者
が
、
公

共
職
業
訓
練
に
「
参
加
し
た
い
」
と
意
志
表
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

際
「
週
二
回
」
・
「
平
目
の
昼
問
に
実
施
」
。
さ
れ
る
こ
と
を
最
も
希
望
し

て
い
る
。
ま
た
、
　
「
参
加
し
た
く
な
い
」
と
意
志
表
示
し
た
場
合
で
も
、

「
訓
練
科
目
が
少
な
く
受
講
し
た
い
と
思
う
科
目
が
な
い
」
・
「
受
講
に
ー

便
利
な
コ
ー
ス
が
な
い
」
・
「
訓
練
を
受
講
し
て
も
会
杜
で
評
価
さ
れ
な

い
」
な
ど
の
理
由
に
よ
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
、
こ
の
意
味
で

問
接
的
に
公
共
職
業
訓
練
の
拡
充
を
要
求
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る

（
Ｍ
Ｉ
１
Ｏ
表
）
。
し
か
も
、
労
働
者
の
職
業
技
術
教
育
の
要
求
は
、
企
業
内

教
育
に
対
し
て
も
多
様
な
要
求
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
（
Ｍ
ｌ
ｕ
表
）
。

「
将
来
に
わ
た
っ
て
の
職
業
能
力
を
の
ぱ
せ
る
よ
う
な
教
育
に
か
え
て

ほ
し
い
」
・
「
時
問
外
手
当
の
支
給
」
・
「
帰
宅
後
又
は
休
目
休
暇
に
お
よ

ぶ
負
担
が
な
い
こ
と
」
等
の
要
求
は
、
企
業
内
教
育
の
現
状
に
対
す
る

的
確
な
批
判
を
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
企
業
内
教
育
に
対
す
る
こ

れ
ら
の
多
様
な
要
求
は
、
職
務
の
必
要
に
狭
く
隈
定
さ
れ
固
定
化
さ
れ

た
職
業
技
術
の
彩
成
と
賃
金
の
削
減
、
労
働
時
間
の
延
長
と
を
伴
っ
て

の
み
展
開
さ
れ
る
企
業
内
教
育
の
現
状
を
、
な
ん
と
か
改
革
し
よ
う
と
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調注（

す
る
労
働
者
の
決
意
の
表

現
に
他
な
ら
な
い
。

最
後
に
、
以
上
に
要
約

さ
れ
る
現
段
階
に
お
い
て

提
起
さ
れ
た
労
働
者
の
職

業
技
術
教
育
要
求
は
、
労

働
組
合
が
こ
れ
ら
の
要
求

を
基
礎
に
こ
の
分
野
の
闘

争
を
早
急
に
組
織
し
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

（
ユ
）

（
２
）

（
３
）

　
目
本
鉄
鋼
連
盟

『
鉄
鋼
各
杜
教
育
体

系
・
教
育
規
定
集
１
』

三
八
べ
－
ジ
。

　
日
本
鉄
鋼
連
盟

『
昭
和
五
十
年
度
鉄

鋼
各
杜
能
力
開
発
計

画
』
六
七
べ
ー
ジ
。

　
職
業
技
術
教
育
の

概
念
に
つ
い
て
は
、

戦
後
に
お
け
る
企
業
内
教
育
の
展
開
（
三
富
）
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将
来
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１

１
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才
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働
９
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労
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～

才

業

０
３

０
４

作

年
令
別

一
六
一
　
（
八
二
二
）

作りよ
３
３Ｑ頁

６
６

～
６
５）月６年

７
４

１
９（」査調誠意』練

１
ー

ヨ
■

育教内業企町会合連合組働労業産鋼鉄本日）注（

、
よナ致もず必と者働労業作でのる

れ
　
。

ま
い

く
な

ふ
ら

も
な

等
に

者
ｏ
ｏ

働
－

労
は

務
計

事
合

は
め

に
た

況
の

状
答

別
回

令
重

。
年
多

成



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
五
．
六
合
併
号
）

も
と
も
と
独
占
資
本
と
そ
の
政
府
の
考
え
る
職
業
訓
練
概
念
と
は
こ
と

な
る
と
さ
れ
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
１
定
義
さ
れ
た
大
木
一
訓
氏
の
見

解
に
し
た
が
っ
て
い
る
。
「
労
働
者
階
級
の
要
求
す
る
職
業
技
術
教
育

は
、
生
産
的
労
働
と
教
育
と
の
結
合
に
。
よ
っ
て
労
働
者
階
級
の
労
働
能

力
の
向
上
と
杜
会
的
視
野
の
拡
大
を
つ
う
じ
て
杜
会
的
変
革
の
戦
闘
的

力
量
を
高
め
、
可
能
な
か
ぎ
り
労
働
者
一
人
ひ
と
り
の
人
格
的
発
展
を

実
現
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
教
育
訓
練
の
内
容
に
つ
い
て

も
総
合
技
術
教
育
の
視
野
に
た
っ
た
基
礎
的
全
面
的
な
も
の
を
要
求
し

て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
」
　
（
大
木
一
訓
「
職
業
技
術
教
育
闘
争
に
か
ん

す
る
一
つ
の
覚
書
」
労
働
者
教
育
蝪
会
編
『
労
働
者
教
育
論
』
一
七
九

～
八
○
べ
ー
ジ
）
。

　
尚
、
道
又
健
治
郎
氏
は
、
企
業
内
教
育
が
、
思
想
教
育
と
し
て
ぱ
か

り
で
は
な
く
職
業
技
術
教
育
と
し
て
も
存
在
し
て
い
る
と
の
見
解
を
表

明
さ
れ
て
い
る
。
「
資
本
主
義
杜
会
に
お
い
て
は
、
企
業
内
教
育
も
ま

た
職
業
技
術
教
育
と
労
資
協
調
的
思
想
教
育
と
の
統
一
物
と
し
て
あ
ら

わ
れ
」
る
（
道
又
健
治
郎
「
企
業
内
教
育
の
実
態
と
能
力
主
義
管
理
」

『
経
済
』
八
八
号
、
一
一
九
ぺ
ー
ジ
）
。
企
業
内
教
育
に
は
「
安
全
教

育
の
問
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
職
業
、
技
術
教
育
の
両
者
を
含
ん
だ
形

で
実
施
さ
れ
て
い
る
」
　
（
同
「
企
業
内
教
育
分
析
序
説
」
北
海
道
大
学

教
育
学
部
産
業
教
育
計
画
研
究
施
設
、
前
掲
報
告
書
、
三
五
べ
ー
ジ
）
。

　
企
業
内
教
育
が
、
職
業
技
術
教
育
と
し
て
も
実
施
さ
れ
て
い
る
と
の

見
解
は
、
す
で
に
検
討
し
た
氏
の
分
析
視
角
の
延
長
線
上
に
存
在
し
て

い
る
。
企
業
内
教
育
に
お
け
る
技
術
教
育
の
側
面
に
対
す
る
価
値
増
殖

過
程
の
観
定
性
を
は
ず
さ
れ
た
う
え
で
、
科
学
技
術
革
命
の
急
速
な
進

行
が
技
術
教
育
側
面
の
拡
大
を
不
断
に
も
た
ら
さ
ざ
る
を
え
な
い
、
と

一
六
二
　
（
八
一
四
）

い
う
の
が
氏
の
分
析
視
角
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
職
業
技
術
教
育
概
念
と
企
業
内
教
育
概
念
と
の
混
同
を
生
み

だ
す
こ
の
種
の
議
論
に
は
、
組
み
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
。

　
ま
た
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
「
体
制
的
合
理
化
」
論
の
立
場
か
ら

企
業
内
教
育
論
を
構
成
す
る
山
口
敏
一
氏
も
、
同
様
の
結
論
を
導
か
れ

て
い
る
。
山
口
氏
は
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
。
「
企
業
内
教
育
の
任

務
は
た
ん
な
る
技
術
教
育
で
は
な
い
」
（
山
口
敏
一
「
企
業
内
教
育
と
新

労
務
管
理
」
向
坂
逸
郎
・
岩
井
章
監
修
『
現
代
と
労
働
運
働
２
』
所
収
、

六
一
ニ
ペ
ー
ジ
）
。
そ
れ
は
、
労
働
者
の
意
識
を
改
造
し
、
従
順
で
仕
事
に
。

う
ち
こ
む
労
働
者
を
つ
く
り
、
労
働
組
合
を
資
本
の
意
図
に
す
す
ん
で

協
力
す
る
労
働
組
合
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
思
想
教
育
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
技
術
教
育
に
。
つ
い
て
い
え
ば
、
「
機
械
を
動
か
す
に
は
、
一

定
の
質
の
労
働
力
で
な
げ
れ
ぽ
な
ら
な
い
」
こ
と
か
ら
、
機
械
の
発
展

と
と
も
に
「
労
働
者
に
知
識
を
与
え
ず
し
て
は
働
か
せ
る
こ
と
は
で
き

な
」
く
た
る
（
前
掲
論
文
、
六
ニ
ベ
ー
ジ
）
。
し
た
が
っ
て
資
本
は
、

企
業
内
教
育
と
し
て
実
施
さ
れ
る
技
術
教
育
を
と
お
し
て
労
働
者
に
知

識
を
供
給
し
、
し
か
も
労
働
者
が
「
物
事
の
真
実
と
は
何
か
を
見
抜
く

力
」
に
転
化
す
る
知
識
を
供
給
す
る
（
前
掲
論
文
、
八
ニ
ベ
ー
ジ
）
。

　
こ
の
よ
う
に
山
口
氏
は
、
企
業
内
教
育
が
思
想
教
育
で
あ
る
と
い
う

点
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
保
留
条
件
を
つ
け
る
も
の
の
、
技
術
教
育
に
つ

い
て
は
い
さ
さ
か
の
保
留
条
件
も
つ
け
ず
、
む
し
ろ
積
極
的
た
モ
メ
ソ

ト
で
あ
る
と
し
て
お
お
い
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。


